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俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　甘草奏の、甘くない日常







　　　　１




　人は、道みち端ばたにエロ本が落ちていたらどうするか。





　そんなもん、チラ見するに決まってる。


　高校生ともなれば、体面上の問題もあるから、すぐさま拾うなんて露ろ骨こつな真似まねはできないけど、そりゃあもう、全力でチラ見するに決まってる。


　それで、開かれていたページが、ちょっとマニアックだったりしたもんだから、テンション微び増ぞう。


　しかし、そういった小さな幸せというものは、えてしてぶち壊こわされるもので。





【選べ　①顔に押し付けて臭においを嗅かぐ　②食べる】





　今現在、俺の脳内にはこんな選せん択たく肢しが浮うかんでいる。


　そして、この選択肢は、必ずどちらかを選ばなければならない。そう決まっている。


　エロ本は普ふ通つう、中身を見て興奮するものだ。嗅いだり食べたりして興奮したら、それはもうアレな人だろう。


　でも俺は……嗅いだ。


　やっぱり興奮しなかった。当たり前だ。だって近すぎて肌はだ色いろしか見えないもの。


「うわっ、なんだあいつ」


「エロ本の臭い嗅いでるぞ、ヘンタイだ！」


　通りがかった小学生達が大声をあげて、指差してきた。


「やっべ、エロスメルがこっち見てんぞ」


「はは、あいつ絶対ドーテーだぞドーテー」


　そいつらは笑いながら駆かけ出していった。


「……俺は朝っぱらから何をやってんだ」


　げんなりしながら、エロ本をそっと道端に戻もどす。


『絶ぜつ対たい選せん択たく肢し』


　俺が勝手に命名したその現象は、その名の通り、どちらかを絶対に選び取らなければならない、強制的な選択肢。


　不定期に頭の中に湧わいてくるそれは、文字でも音声でもない。


　どこからか発せられた情報が、直接脳に降ってきて、瞬しゆん間かん的に理解に至る、とでも言えばいいんだろうか。


　つまりこいつは、五感を完全に無視した存在なので、目をつむろうが、耳を塞ふさごうが、どちらかを選び取るまで、絶対に消えることがない。


「あら、奏かなでちゃん」


　唐とう突とつに、前方からやたらに野太い声が響ひびいた。


「げっ……」


　顔をあげたところにでん、と立っていたのは、権ごん藤どう大だい子こ（四十九）。近所に住む主婦で、体重がゆうに三桁けたを越こすという、パンチの利きいた体格のご婦人だ。


「奏ちゃん、今から学校？」


「そ、そうです」


　コンビニ帰りらしい大子さんは、ねっとりとした視線を向けて来た。


「ヌフフ、相変わらずかわいい顔してるわね」


「──っ！」


　背筋に悪お寒かんが走る。


　この人は、会うたび会うたび、俺に異様な好意を向けてくる。


　なんでも本人曰いわく、俺の顔が、別れた前の旦那だんなの若い頃ころに、双ふた子ご級で瓜うり二ふたつらしい。なんという無む駄だな奇き跡せきか。


　そんなわけで、常つね日ひ頃ごろから割と洒落しやれにならないレベルで、貞てい操そうの危機を感じていたりする。ここは学校を口実に、さっさと離はなれるしかない。


「ど、どうも。じゃ、遅ち刻こくしちゃうんで、これで──」





【選べ　①「抱だいてください」　②「本能のおもむくままに抱いてください」】





　……マジですか。


　この選択肢は時に、行動のみならずセリフまでも強要してくる。たとえそれが、どんな理り不ふ尽じんなものだろうが、選択肢が出た以上、絶対に従わなきゃならない。


　というかこれ①と②、なにがどう違ちがうんだよ。


「……抱いてください」


　消え入りそうな小声で呟つぶやいた瞬間、頭の中の選択肢が霧む消しようしていき、同時に大子さんの目に、獲え物ものを狙ねらう獣けものの光が宿った。


「奏ちゃん……ついにっ」


　ヤバい、なんかこれはヤバい！


「ちょ、ちょっと待った、今のなしっ──」


「いただきますっ」


　何をだよ!?


　猛もう進しんしてきた肉の塊かたまりに、思いっきり抱きつかれた。


「ぎゃああっ！」


　おいこの人どんだけ力強いんだよ！　骨ヤベえ！　なんかギチギチ言ってる！


「ギブ……ギブッ」


　俺の悲痛な声は全力で無視された。


「ぎゃあああああっ！」





「ふう、ごちそうさま」


　十数秒後、満腹（？）になったらしい大子さんは、俺を解放しヌフフと満足気に笑いながら、のしのしと歩み去っていった。


「ぐ……」


　笑う膝ひざを押さえ、へたりこみそうになるのをかろうじて防ぐ。


　絶対選択肢の発生間かん隔かくは完全にランダムで、連チャンなんてのも別に珍めずらしくはないけど、朝っぱらから、顔面エロ本と大子ハグのコンボは厳しすぎる。


　げんなりしたまま歩きだし、十字路に差しかかったその時、





【選べ　①美少女が空から落ちてくる　②大子さんが空から落ちてくる】





　……いやいやいや。


　大子さんは、自分ん家ちの方に歩いてったばっかり……って、そんなの今いま更さらか。この絶対選択肢に、物理法則なんてもんが通用しないのは、今までに嫌いやというほど味わってきた。


　選択肢が告げている以上、それがどんなに非科学的な内容だろうと、選べば必ずその通りになる。


　つまり②を選べば、百パーセントの確率で大子さんが落ちてくる。そんなもんの直ちよく撃げきを受けたら……死だ。肉体、精神両方の。


　消去法、という言葉の意味を嚙かみしめながら①を選び取った。


「でも、こういう場合どうなるんだ？」


　まさか、いきなり空中に人が出現するんだろうか。おそるおそる空を見上げる。が、何も起こらない。


「？」


　不思議に思いつつ、一いつ旦たん、視線を正面に戻した瞬間、


　びたん！


「どわあああっ！」


　いきなりなにかの物体が、眼前を猛もうスピードで落下していき、地面に叩たたきつけられた。


「な……なっ」


　尻しりもちをついた状態で絶句。いや、ある程度は心の準備もしてたけど……マジだ、マジでなんか落ちてきたよ！


　しかし、次の瞬間にはもう、俺の頭には、落ちてきた事自体とは別の、強きよう烈れつな疑問が浮かんでいた。


「なんだ……これ？」


　なぜなら、落ちてきたその人（？）が、ブリッジをしていたから。


　いや、何を言っているのかわからないと思うが、ありのまま、今起こった事を話すと……落ちてきたその人（？）が、ブリッジをしていた……うん、追加情報ゼロだな。


　うつ伏ぶせでもなく、仰あお向むけでもなく、そもそも倒たおれてすらおらず。それはもう、見事なまでのブリッジがそこに存在した。


　……なんで？


　あまりにシュールな光景に、しばしの間フリーズ状態になる俺。


　そのまま、十数秒程度は経過しただろうか。そのブリッジ生物がいきなり、ごしゃり、と崩くずれ落ちた。


　それがきっかけで、はっ、と我に返る。ブリッジのインパクトに押されて、完全に頭からすっとんでいたが、この人空から落ちてきたんだった！


「だ、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」


　慌あわてて寄っていき、その身を揺ゆさぶる。


「ん……ふみゅ？」


　まるで寝ね起おきみたいな、間の抜ぬけた声をあげた。


「よ、よかった……」


　とりあえずの生存を確かく認にんし、胸むねを撫なで下ろす俺の眼下、その人物が顔を上げる。


「あれ？　ここは……どこですか？」


　きょろきょろと辺りを見回す途と中ちゆう、俺と目が合った。


「う……」


　思わず息を飲む。病的なほどに白い肌はだ、ふわりとした柔やわらかそうな金きん髪ぱつに、青く澄すんだつぶらな瞳ひとみ。チョコレートを模したような色合いの、メルヘンチックな衣装。


　そしてなにより、不自然すぎる程ほどに整った容姿。あまりに現実離ばなれしたそのビジュアルに、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。


　言葉の出てこない俺に対して、その少女は顔をぱっ、と輝かがやかせた。


「甘あま草くさ奏さんですねっ」


「え？」


　いきなりのフルネームに面めん食くらう。


「あ……ああ、そうだけど」


　困こん惑わくしつつ記き憶おくを探さぐるが、脳内のどこにもこんな美少女の情報は存在しない。


「えっと……君は？」


「はいっ、わたしの名前はですねっ……あれ？　わたしの名前はですね……えっと……なんでしたっけ？」


「いや……知らないけど」


　少女は、ちょっとだけ考える仕草をした後、ぽん、と手を打った。


「分かりました、わたし、かるい記き憶おく喪そう失しつみたいですっ」


　いや、そんな元気いっぱいに言うセリフじゃないでしょうよ。


「きっと落ちたときに、あたまに強いしょうげきを受けてしまったんでしょう」


　いやあんた、ものっすごい綺き麗れいなブリッジしてたから、頭は完全に浮ういてましたけど。


「まあいいです。そのうちおもい出すでしょうし、へいきのへいざえもんです」


　平気の平左衛門って……今時そんな表現使わないだろ。しかもその外国人全開のビジュアルで言うもんだから、違い和わ感かん甚はなはだしい。


「あ、なんなら一時的に、へいざえもんと呼んでくれてもけっこうです」


　やめておきます。


「まあ、なまえの件はおいておいてですね。奏さんにだいじなお話がありますっ」


「大事な？……ん？」


　傍そばまで寄ってきて、無防備な笑え顔がおを向けてくるその少女に、ふと奇き妙みような感覚を抱いた。なんだろうか、強烈なまでのこの既き視し感かんは。


「どーしましたか？　奏さん」


　わかった、犬だ。


　勝手に懐なついて来て、無条件に好意を向けてくるこの感覚。この少女とわんこ、受ける印象が非常に似通っている。


　俺はつい反射的に、彼女の頭を撫でてしまっていた。


　まずいか、と思ったが、彼女は嫌がるどころか嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。


「えへへ」


「ん？」


　彼女の前まえ髪がみの一部がぴょこり、と不自然に屹きつ立りつしている。撫でるのをやめると、へにゃり、と元の形に戻もどった。


「あ、これはですね、うれしい事があると、なんだか勝手にたっちゃうんです」


　しっぽかよ……やっぱり犬だな、これは。


　不意に、ある欲よく望ぼうが湧わきあがり、なんとなく、本当になんとなくだが、手を差し出してみた。


「お手」


「はいっ」


　……やってるし。


「お座すわり」


「はいっ」


　やってるし……完全に犬だな、これ。


　ぐぎゅううううううう。


　そこでふいに、ものすごい音が響ひびき渡わたった。一いつ瞬しゆん、どこぞの声優への叫さけびかと思ったが、どうやらこの子の腹の虫だったらしい。


「お、おなかと背中が、うらがえりそうです」


　なんのグロ画像だ、それは。


「そんなに腹減ってるのか……あ、そうだ。まだいくつか残ってたはず」


　ふと思いついた俺は、鞄かばんの中をまさぐる。あった。


　俺がつまんだ、一口サイズのチョコレートを見た瞬しゆん間かん、彼女の顔が、ぱあっと輝いた。


「あ、チョコレートですっ！」


「こういうの、好き？」


「だいすきですっ！」
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　満面の笑みを浮かべる彼女。本物の犬にチョコレートを与あたえるのは御ご法はつ度とだが、この子は犬っぽいだけで、あくまで人間だ……人間だよな？


「ほいっ」


　パッケージを解ほどいて、軽く空中に投げる。彼女は落ちてくる所に、ぴょん、と飛び跳はねて、口でチョコレートをキャッチした。


「おいひーです」


　幸せそうに顔を綻ばせる彼女。さっきと同じように、しっぽみたいな前髪がぴょこり、と立っていた……面おも白しろいな。


「あ、これでいきましょう」


　チョコを食べ終えた彼女が、ぽん、と手を打つ。


「これって？」


「チョコレートで」


「は？　何が？」


「わたしのなまえですっ」


「いや……意味が分かんないんだけど」


「奏さん、チョコレートすきですか？」


「まあ、鞄に入れてるくらいだし、甘いもの全ぜん般ぱんは好きだけど」


「じゃあ、わたしのなまえはチョコレートで」


　なにその安直な発想。


「いや、チョコレートはないだろ、チョコレートは」


「そーですか？　じゃあ……ちょっとちてきに、ショコラにしましょうっ！」


　まあどの辺が知的なのかはぜんぜん分からないが、ショコラなら、まあチョコレートよりは名前っぽくなったと思う……犬の、という但ただし書きが付くけれども。


「はい、けってーです！」


　まあ、本人が納なつ得とくしてるなら、それでいいだろう。


　失くしてるのは記憶の一部だけみたいだし、色々聞いてみれば、名前も思い出すかもしれないしな。


　ショコラ（？）がどこまで覚えているのか確認する為ため、まずは、その目的から尋たずねてみた。


「奏さんのおせわをする事ですっ」


　何のためらいもなく、言い放った。


「は？　俺の……世話？」


「はい、まだ記憶はあいまいですが、それだけは、たしかなことです」


　なんだか……雲行きが怪あやしくなってきた。


「そ、そっか……じゃあ、出身というか、どっから来たんだ？」


「あっちです！」


　びしっ、と頭上を指差した。


「ん？　それは北って事？」


　見た目からして、東洋人じゃないのは明らかだけど、ロシアとか北ほく欧おうとかそっち方面だろうか。


「いえ、お空のうえです」


「空の……上？」


「そーです！」


　いや、そりゃたしかに空から降って来たけどさ……


「要するに、君は俺の世話をする為に、空の上の世界からやってきた、と？」


「そのとーりですっ！」


　満面の笑みと共にガッツポーズをとるショコラ。対照的に、俺の中で、何かの熱がさーっと引いていった。


「さようなら」


「な、なんでいっちゃうんですかーっ、待ってくださいっ」


　いやだって……めっさ怪しいんですもん。


「ぜったいやくに立ちますから、ためしにおそばに置いてみましょうよっ」


　なぜか、揉もみ手をしながら追いすがってくるショコラ。


「いや、そういうの間に合ってるんで」


「今なら洗せん剤ざいもつけますからっ」


「いや、新聞じゃないんだからさ」


「すいかと天ぷらもつけますからっ」


「腹壊こわすだろうが！」


「りんごとごりらもつけますからっ」


「ラッパもパンツもいらねえよ！」


「婚こん姻いんとどけと三み行くだり半はんもつけますからっ」


「それ絶対一いつ緒しよにしちゃいけねえだろ！」


「土地とけんりしょもつけますからっ」


「それは欲しいな！」


「ごめんなさいうそです」


「だろうな！」


「『ぐりとぐら』もつけますからっ」


「持ってるよ！　名作だから既すでに持ってるよ！」


「バカとテストもつけますからっ」


「なんか足りないな！　それだと単なる赤点じゃねえか！」


「では、このあやしいつぼを買います、というしょるいにサインを」


「どさくさに紛まぎれてなにを売りつけようとしてんだ！」


　……く、一体なんなんだ、こいつは。


　これ以上関かかわり合いにならない方がいい、と判断した俺は、背を向けて歩き出す。


「あああっ」


　後ろで、ものすごーくわざとらしい声がした。が、シカトして、そのまま歩を進める。


「ああああっ」


　……反応しないと延々と続きそうだったので、嫌いや々いやながらも振ふり返ってみると、ショコラが地べたでわざとらしくしなを作って、上目遣いでこちらを見ていた。


　どこから取り出したのか、小道具のハンカチを口に咥くわえている……なんかイラッときた。


「それじゃ」


「ちょ、ちょっとまってくださいっ。か弱いおんなのこが倒たおれてるんですから、もっとこう『大だい丈じよう夫ぶかい、ベイビー』とか、こじゃれた気づかいがあってもいい気がしますっ」


　そんなセリフが許されるのは、この世で花はな輪わクンだけだ。


「あのね、俺はこれから学校なんだ。お前に構ってる暇ひまはないから」


　呼び方が自然と、君からお前に変化していた。俺の脳が、この生物に敬意をはらう必要はない、と判断した結果だろう。


「まあまあそう言わずに、何でもききますから、めーれーして下さいっ！」


「じゃ、俺に構わないでくれ」


「あ、ざんねんです。わたしの力をこえたねがいごとは叶かなえられないんです」


　どこの神龍シエンロンだ。


　弱った……この変な生き物を振り切るには、どうすればいいんだろうか。


　黙もつ考こうする俺の視界に、こちらに迫せまってくる、あるものが目に入った……これだ。


「ショコラさんショコラさん」


「はい、なんですか？」


　鞄から残りのそれを取り出す。


「あ、チョコレートですっ！」


「欲しい？」


「はいっ」


　チョコを握にぎった手を、頭上でちらつかせる。


「くださいっ！」


　ショコラはぴょんぴょん飛び跳ねるが、背がちっこいので全然届かない。そうしながらタイミングを計る。


　よし、ちょうどいい感じになった。食べ物を粗そ末まつにして申し訳ないが──


「おりゃっ！」


　すれ違ちがい様、こちらに向かってきた軽トラックの荷台に投げ入れた。


「あ、チョコレートまってくださーいっ」


　ショコラはふわっとした足取りで、軽トラックを追っていく。


　見る間に離はなされていくが、諦あきらめずに曲がり角の先へ消えていった。


「マジか……」


　しばらく経たっても、戻もどってくる気配はない。なんかアホっぽいとは思ってたけど、まさかここまで綺き麗れいにひっかかるとは思っていなかった。


　ゴールデンウィーク明け、暦こよみ上はちょうど夏を迎える頃ころ合あいだけど、心地ここちよいぽかぽか陽気には、まだまだ春の雰ふん囲い気きが色いろ濃こく残っている。


「まあ……変な人には気をつけよう」


　誰だれにともなく呟つぶやいてから、学校へと向かって歩き出した。





　　　　２




　うちの高校、私立晴せい光こう学園は、一学年に十五というクラス数を誇ほこる、なかなかのマンモス校だったりするせいで、敷しき地ちも無む駄だに広い。


　つまり、校門から昇しよう降こう口にもそれなりの距きよ離りがある訳で。顔面エロ本、大子さんのハグ、謎なぞの犬っぽい生物との遭そう遇ぐうと、肉体的にも精神的にも相当な負ふ荷かがかかっていた俺は、うんざりしながら校庭を横断していった。


　数分後、やっとこさ昇降口まで辿たどりつく。幸いにして、二年一組の教室は、二階の一番手前だから、ここまでくれば後は階段を上るだけだ。


「ういっす」


　教室のドアを開け、目についた友人達と挨あい拶さつを交かわしていく。


　自分の席に向かおうとした所で、窓まど際ぎわに佇たたずむ一人の女子が目に入った。


　雪ゆき平ひらふらの。


　本当に何気なく立っている、ただそれだけなのに、その姿は妙みような存在感を放っており、雪平の周囲にだけ、異質な空気が張りつめているかのようだった。


　名前のイメージを体現するかのように、白みを帯びた髪かみの色は、窓からの日差しを受け、新雪のような輝かがやきを放っている。


「おっす、おはよう、雪平」


　その声に反応して、彼女が振り向く。どこか無機的な印象はあるものの、非常に整った顔立ちだ。


　雪平は、表情をぴくりとも動かさずに答えた。


「おはよう、ウジ虫野や郎ろう」


「……は？」


　とんでもない暴言が飛んできた。


　普ふ通つうなら、なんの聞き間ま違ちがいかと思う所だが、まあなんといっても相手は雪平だ。この程度で怯ひるんでいては会話にならない。


「ああ、今日はいい天気だな」


「ええそうね、ウジ虫野郎」


「こんな日は学校サボって、どっか遊びに行きたくなるな」


「あら、意外にやんちゃなのね、ウジ虫野郎」


「ところで、今日って何曜日だっけ？」


「月曜日だけど、それがどうかしたのかしら、ウジ虫野郎」


「あんた話題転てん換かんって言葉知ってますかね!?」


　声を張り上げる俺に対して、雪平は淡たん々たんとした調子で返す。


「ああ、気を悪くしたらごめんなさい、ちょっとした虫ジョークよ」


「虫……ジョーク？　一体何だ、それ？」


　人生で初めて耳にした単語だ。


「実は今朝ね、テレビの占うらないコーナーで、今日は何か虫に関係した災難が起こるかも、って出てたのよ。別に全面的に信じてるわけじゃないけど、少しは気になるじゃない？」


「うん、それで？」


「だったら、ジョークにして笑い飛ばしてやろうと思って」


「逆転の発想すぎるな……」


「ほら私、運命に屈くつするのをよしとしない、反骨の女だから。納なつ得とくのいかない事象には、死んでも抗あらがってやるわ」


「いや……どう考えてもそんな壮そう大だいな話じゃないだろ」


「ちなみに甘草君がどうしても、というのなら他ほかの虫ジョークも披ひ露ろうするけど」


「いや、別にいいんだけど」


「ちなみに甘草君がどうしても、というのなら他の虫ジョークも披露するけど」


　どうやら聞いてほしいらしい。下手へたに拒きよ否ひしても、長引くだけになりそうだな。


「じゃ、一個だけ聞かせてもらおうか」


「…………」


「雪平？」


「…………」


「もしもし雪平さん？」


「ヘイ、聞いてくれよムッシュ。今日、間ま抜ぬけなクラスメイトをムシしてやったぜ！」


　果てしなく下らなかった。


「ちなみに、今のは虫と無視をかけただけじゃなくて、ムッシュにも微び妙みようにかかっていたのをご理解いただけたかしら？」


「……いや、いただけませんでした」


　伝わらなかったギャグをセルフで解説とか、どんだけハート強いんだよ。


「じゃあこの為ために出番を奪うばわれたジョージは、どこに怒いかりをぶつければいいの!?」


「誰だよ!?」


　この雪平ふらの、基本はクールなキャラのはずなんだが、ボケをかましてみたり、急にテンションをあげてみたりと、いまいち本当の性格が把は握あくできない。


「あら、考え込んでどうしたの、甘草君？　まるで今にも幼女を襲おそいに行きそうな顔になってるわよ」


「……一体どんな顔だよそれ」


「もしくは、村の入り口でエンドレスに『ここは始まりの村だっぺ』というセリフを繰くり返す村人みたいな顔になってるわよ」


「いや、その二つに、ひとっかけらも共通点を見いだせないんだが」


「もしくは、村の入り口でエンドレスに『はあ……はあ……オメ、ちっちゃい女おな子ご見ねがったか？』というセリフを繰り返す村人みたいな顔になってるわよ」


「無む理り矢や理りくっつけただけじゃねえか！」


　……駄だ目めだ、こんなのを相手にしてても疲つかれるだけだ。会話を放ほう棄きして雪平の横を通り抜ぬけようとしたその時、





【選べ　①「ねえ、君のおっぱい触さわらせてよ、おっぱい」　②「ねえ、俺のおっぱい触ってよ、おっぱい」】





　……うん、おかしいよね。これおかしいよね。


　人間は普通、こんな変態的な選せん択たくを強要されたら、是ぜが非でも抵てい抗こうする。もちろん俺も最初はそうした……そう、最初は。


　絶対選せん択たく肢しが出現した際、どちらも選び取らずに放置しておくとどうなるか……頭が痛くなる。以上。


　別にふざけてるわけじゃない。最初こそ鈍どん痛つう程度のかすかなものだけど、時間の経過と共に、脳が内側から締しめ付けられるような感じになり、常じよう軌きを逸いつした痛みへと発展していく。


　頭ず蓋がい骨こつ自体は形を保ったまま、中の脳のう漿しようだけがブチ撒まけられそうな、とでも表現すればいいだろうか。そんな芸当は、顔に一文字傷のある女の子にだってできないだろう。


　つまり、抵抗は無理、無駄、無む為い。


　人間は息をする、これ当たり前。犬は言葉を喋しやべれない、これ当たり前。絶対選択肢が出たら選ぶ、これ当たり前。


　と、いうわけで。


「ねえ、俺のおっぱい触ってよ、おっぱい」


　そのセリフを発した瞬しゆん間かん、雪平の眉が微かすかに動いた。


「……甘草君、今、なんて？」


　聞き返すのも無理はない。誰だって耳を疑う発言だよな。


「いや、これはだな──」


「もしかして、私にあなたのパイオツを触れって言ったのかしら？」


「……は？　今、なんて？」


　思わず俺の方が聞き返してしまった。こいつ今……パイオツって言ったのか？


「私が聞きたいのは、あなたが『自分のパイオツを触ってくれ』発言をしたかどうかよ」


「いや……似たような事は言ったけど、別にパイオツとは──」


「パイオツって言ってない？　おかしいわね、私にはたしかにパイオツって聞こえたんだけど。パイオツなんて単語、絶対聞き間ま違ちがえないと思うし……ああ、パイオツって言ったのが恥はずかしくて隠かくしてるのかしら？　パイオツはそんなに卑ひ猥わいな言葉じゃないと思うけど。そもそもパイオツっていうのは──」


「お前もうパイオツって言いたいだけだろ！」


「認めるわ。でもほら、あなたにも、無む性しようにパイオツって連呼したくなる時があるでしょ？」


「ねえよ！」


「なんでないのよ！」


「なんで俺怒おこられてんの!?」


　……今回ばかりは雪平が変人でよかった。こんな選択肢が他の女子に対して出現したら、大問題になりかねない。


　実際、去年のクラスでは惨さん憺たんたる状況だった。女子の前で、あんな事やこんな事やそんな事や、とても言えない事をさせられて……いや、泣きたくなるだけだから、思い出すのやめよう。


　とにかくこの絶対選択肢、俺を最悪な目に遭あわせて喜んでいるとしか思えない。


　ギャルゲーで言うと、どっち選んでもバッドエンド直行みたいな内容しか出ないもんだからこの一年、恋愛の『れ』の字すら味わう事ができなかった。


　別に、すっごいモテたいとか、そういう事じゃなくて、普通（怯おびえたり、蔑さげすんだりされず）に女子と会話したいだけなんだけどな……


　それにしても今日は、いつにも増して選択肢の出現数が多いし、内容もえげつない。さっさと自分の席に行って、おとなしくしてた方がいいな。


　雪平の横を、そそくさと通り抜けようとしたその時、
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　……いらないから。こういう、流れを汲くんでみました、みたいなのいらないから。


　とはいえ、いくら内心で文句を言ってみても、拒否権は当然ないわけで。


「ねえ、俺のパイオツ触ってよ、パイオツ」


　それを受けた雪平は、無表情のまま、口を開いた。


「ごめんなさい。そんな卑猥な単語を発する人とは、話したくないわ」


「お前どの口が言ってんだ！」


「この口よ。なにかにつけてパイオツと言ってしまう、この口よ」


「お前の辞書に一いつ貫かん性って言葉はねえのかよ！」


「私の辞書には、パイオツという言葉しか載のってないわ」


「じゃあ一生パイオツって連呼してろや！」


「甘草君……まさか、こんな冗じよう談だんを真に受けてるの？」


「うがああっ！」


　ぐしゃぐしゃと頭をかきむしる。駄目だ……マジで付き合ってられない。まだボケ足りなさそうな様子の雪平を振ふり切って、自分の席へと向かった。


　まだホームルームすら始まっていないのに、とてつもない疲ひ労ろう感かんだった。ため息をつきながら、腰こしをおろす。


　そして何気なく、窓の外に目をやった。


「……ん？」


　人の顔があった。


「うおおっ！」


　反射的に椅い子すから立ち上がる。


「お、甘っちだ。おはよっ！」


　その人物は、ガラスの向こう側から笑え顔がおを向けて、勢い良く窓を開け放った。


「とうっ！」


　続いて窓の枠わくに足をかけ、特とく撮さつヒーローみたいな掛かけ声をあげながら教室内に飛び込んできた。


　腰まで届く流りゆう麗れいな黒くろ髪かみをたなびかせながら、軽かろやかに着地する。


「お前……なんつーとこから入ってくるんだよ」


　教室中の注目を一身に受けた彼女、遊ゆう王おう子じ謳おう歌かは、勢い良く親指を立てて言い放つ。


「はは、生活指導のセンセが昇しよう降こう口に張り付いてたんで、壁かべよじ登ってみましたっ！」


　みましたって……大した高さじゃないから、落ちたって大事には至らないだろうけど、子供じゃないんだから、思いついても普ふ通つうやらないだろ。


　目の前の少女をまじまじと見つめた。艶つやのある黒髪ロング。メリハリはついているものの、全体的に線の細い体つき。深窓の令れい嬢じようといった風ふ情ぜいの、穏おだやかな顔立ち。


　しかし一度口を開けば、小学生みたいに騒さわがしく、表情は目まぐるしく変わり、予測不可能な行動を繰り返す。


　校舎の壁をよじ登る、という通常ならありえない行こう為いも、遊王子なら、ああ、やりそうだな、の一言で済んでしまう。


「およ、甘っち。なんか疲れた顔してるけど、どしたん？」


　何のためらいも無しに、限界まで顔を近づけて覗のぞきこんでくる。


「う……」


　もうちょっと男女、というものを意識してほしいんだが、このお子ちゃまには無理な相談か。


「いや、朝から色々あったからな……というか、背中のそのリュックは、何なんだ？」


　遊王子の背中には、一体どこに夜よ逃にげすんですか、と聞きたくなるような、パンパンに膨ふくらんだリュックが背負われている。


「お、よくぞ聞いてくれましたっ。なはは、これを密輸したかったから、昇降口通れなかったんだよねっ」


　待ってました、とばかりに嬉うれしそうにリュックを床ゆかに下ろす遊王子。この重量を背負って壁をよじ登ってきたのか……一体どんな身体能力してんだ。


「ほら見て見てっ、うちの試作品なんだけどさ」


　その中身が無造作に床に置かれていく。散らばったアイテムのほとんどに刻印されている、『ＵＯＧユーオージー』のロゴ。


　未いまだに信じられないんだが、この遊王子はなんと、言わずと知れた天下の大だい企き業ぎよう、ＵＯＧの社長令嬢だ。


　その事業内容は食料品、衣類・化け粧しよう品、家電、書しよ籍せき等、実に多た岐きにわたっており、ＵＯＧ関連の製品が一つも無い家を探す方が難しいくらいに、人々の生活と密接に結びついている企業だ。


「これ、企き画かく段階でボツになっちゃったやつなんだけど、商品開発部の人達に頼たのまれてさ。なんかねー、今後の参考の為ために、若い子の生の声が欲ほしいんだってっ」


　遊王子の声につられて、クラスメイト達が集まってくる。いくらボツになった試作品とはいえ、流行の最さい先せん端たんを行くＵＯＧの製品に興味が湧わくのは当然だろう。


「謳歌ちゃん、あれは何？」


　各おの々おのが手にとって、なんやかんやと意見を述べる中、女子の一人がやたらに毒々しい赤色のビンを指差す。


「ああ、あれはね、倦けん怠たい期を迎むかえた奥さん向けの、女性版の精力剤ざいみたいなもんだってさ。女性ホルモンを活性化させる効果があるらしいよ」


　いやそんなもん、高校生に意見を求めてどうすんだよ……


「いやー、効き目も抜ばつ群ぐんで、価格設定も安めにしたのに、問答無用で企画会議落とされたって言ってたなー」


「ふーん、なんでだろうな」


　何気なくビンを手にとって、くるりと回す。やたらに派手なロゴの商品名が目に入った。


『アバズレンＺ』


「うん……まず名前がアウトだな」


「ちなみに今朝、こっそりお母さんの朝ごはんに混ぜてみたら、いきなりハアハアしだして『謳歌……妹欲しくない？』って」


「お前はＵＯＧの社長夫人に何をしてんだ！」


　遊王子の母親、遊王子響きよう歌かは、二十年近く前に一いつ世せいを風ふう靡びした、元アイドルだ。


　当時の他ほかのアイドル達が、皆みな一様にキャピキャピぶりっ子路線だったのに対し、彼女は聡そう明めいで理知的なイメージを前面に押し出し、一気にスターダムを駆かけ上ったらしい。


　ビジネス界の寵ちよう児じ、遊王子謳おう真まとの婚こん約やくを機に引退し、以後メディアへの露ろ出しゆつを断たっていたが、ここ最近はその限りではなく、ニュースなどにコメンテーターとして出演している姿をよく見かける。


　彼女の印象は、とにかくクールの一言に尽つきる。実の親とはいえ、そんな人間に人体実験まがいの行為をして、あばずれさせる遊王子……というか、あの遊王子響歌から、この遊王子が産まれてきたというのが、どうしても信じられない。


　まあ遊王子家の謎なぞは置いておくとして、『アバズレンＺ』がボツになったのは、名前だけが原因じゃなかったみたいだ。そんなデタラメな効き目の薬物が流通してしまったら、確実に日本社会が崩ほう壊かいする。


　気をとり直して、他の商品に目をやる。隅すみの方でやたらに存在感を放つ、小型のプリンターのようなものが目に付いた。その機械の真ん中には、長方形の紙の束が挟はさまっている。


「遊王子、これは？」


「ああ、それはね、ちっちゃい子用の玩具おもちやで、『札さつるんです』って言って、オリジナルのお札を作って遊ぶやつ」


　なるほど、紙の表面には、アニメキャラクターが描えがかれており、真ん中に大きく『おさつ』と印字されていた。束を手にとってペラペラとめくってみる。


「おお、なかなか凝こってるな……ん？　なんで本物が混ざってんだ」


　間に一枚、どうみても偽にせ物ものとは思えない、諭ゆ吉きち先生が顔を覗かせていた。


「なはは、これ凄すごい高性能でね、試ためしにあたしが作ってみたら、なんか本物そっくりにできちゃった」


「事件じゃねえか！」


　完全にアウトです、アウト。


「ったく、もうちょっとまともなものは……お、これ『人生キャンディー』だな」


　人生キャンディーは、ＵＯＧの製せい菓かブランド『ユーオージ』のロングラン商品だ。テーマごとに『～編』と銘めい打うたれ、三個でワンパッケージになっており、様々なバリエーションが存在する。


　たとえばこんな感じだ。


『恋れん愛あい編　　片思い味　告白味　両りよう想おもい味』


　切なさを象しよう徴ちようするような酸すっぱい味、ドキドキする心中を表した激げき辛から、胸やけするようなダダ甘あまと、構成としてはメチャクチャだが、味がどうこうというよりも、ネタ的な側面と、低価格設定がうけて、もう一つのヒット商品『アニマルキャンディー』シリーズと人気を二分している。


「いやーこれもねー、すっごくボツが多いんだって嘆なげいてたなー」


　遊王子がいくつかをひょい、と拾って手て渡わたしてきた。


『女たらし編　　二ふた股またかけちゃった味　両方できちゃった味　刺さされちゃった味』


「最後なんでかわいく言ってんだ！　笑えねえよ！」


『中間管理職編　　上と下との板いた挟ばさみで胃痛味　リストラ味　五十歳いそじ路上で野垂れ死に味』


「哀かなしすぎるわ！」


『死後の世界編　　冥めい土どの土産みやげ味　賽さいの河原味　地じ獄ごくへの片道切きつ符ぷ味』


「誰だれが買うんだこんなもん！」


『ニート編　　はたして味　僕の老後は味　どうなるんでしょうか味』


「知らねえよ！」


『あたりが出たらもう一個編　　あたりかな？味　はずれかな？味　馬ば鹿かが見る～』


「馬鹿にしてんのか！」


　というかもう全すべてにおいて、味とか関係なくなってるだろ。


「いくらボツとはいえ、メジャー商品でさえこの有様か……ん？」


　少しでもまともなものを探そうと、床に視線を走らすと、隅の方でしゃがみ込んでいる雪平が目に入った。


　なにをしているかと思えば『札るんです』を手にとってガン見している……なんか、目が怖こわい。


「雪平、どうしたんだ？」


「ああ、甘草君、この玩具、悪用されたらとんでもない事態になるわ。良識ある人間が責任をもって管理するべきじゃないかしら」


「まあ……そうかもしれないな」


　というか、今すぐこの場で破は壊かいした方がいいような気がする。


「え、私？　いや、そんなの無理よ。え、君しかいない？　し、しょうがないわね、そこまで言うならやってみてもいいのかしら」


「なんだその小こ芝しば居いは！　誰も頼んでねえよ！」


「ちっ……」


　ちっ、て言った。今、ちっ、って言ったぞこいつ。


　雪平が無表情で立ち上がった所に、遊王子が声を張り上げた。


「あ、ふらのっちだ、おいーっす！」


　雪平は、淡たん々たんと挨あい拶さつを返す。


「おはよう、ウジ虫娘むすめ」


　そのネタ続けんのかよ！


「ん？　ウジ虫？　あ、そうだ、ウジ虫と言えばねっ」


　遊王子は、ごそごそとリュックの底の方をまさぐりだした。というか『ウジ虫と言えば』って……そんなセリフ人生で初めて聞いたよ。


「はい、こんなのもあったんだ。いやー、すごい偶ぐう然ぜんだね。食べてみて、ふらのっち」


　雪平に差し出された、ドドメ色のパッケージの表面には、こうプリントされていた。


『アニマルキャンディー　ウジ虫味』


　どんなミラクルだ！


「なるほど、虫に関する災難って、これの事だったみたいね……開発者死ねばいいのに」


　平然と受け取りつつも、最後にぼそりと毒を吐はく雪平。まあ、気持ちは分からなくもない。大体なんなんだよ、ウジ虫味って。もうボツとかそういうレベルじゃないだろ。


　包み紙を解ほどいた雪平は、キャンディーを口に放ほうり込んで、しばらく舌の上で転がしてから、真顔で言い放った。


「マジでウジって感じ」


「どんな感想だ！」


「隠し味に、セミのオシッコを一滴垂らすと、風味が増すと思うわ」


「増さねえよ！　なんでごま油みたいな感じに言ってんだ！」


　ツッコみつつ、遊王子に視線を向ける。


「というかそれ……食べても大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「平気平気、お菓か子しで『イチゴ味』とか『メロン味』とかあるけど、イチゴとかメロンそのものじゃないでしょ？　ほら、甘っちも一個いってみよー」


「そ、そういうもん……か？」


　……なんだろう、これ。まずくはない、決してまずくはないんだけど、なんかこう、もやっとしてる、としか表現のしようがない味だ。


「これ、一体何が入ってるんだ？」


　遊王子は、ラベル面に目をやる。


「ちょいとお待ちを。えっと、原材料は……あ、ウジ虫エキスだって」


「おえええええっ！」


　反射的に、口の中のキャンディーを吐きだしてしまった。それを見た遊王子は、ガッツポーズをつくって即そく座ざに言い放った。


「甘っち、三秒以内に拾えばまだいけるよっ！」


「そういう問題じゃねえよ！」


「いやー甘っち、さっきのは冗じよう談だんだよ、冗談。さすがにウジ虫の汁しるは入ってないよー」


　遊王子の言葉を聞いた雪平は、ぽん、と手を打った。


「あら、それは素す敵てきな虫ジョークね」


「それはもういいわっ！」


　く……遊王子の表情からは、言葉の真しん偽ぎが読み取れない。自分の目で確かめなくては。


「ちょっと見せてくれっ」


　半ば奪うばい取るようにして、ラベル面を確かく認にんした。


『原材料名　諸事情により記き載さいできません』


　怖っ！


「ゆ、雪平、お前これ、何とも思わないのか？」


　俺より先に口に含ふくんでいた雪平に話をふる。


「あら、甘草君、こんな事でウジウジしてるなんて男らしくないわよ」


「オッサンか！」


「大体、人から貰もらった食べ物を吐きだすなんて、最低の行こう為いだと思わない？」


「口にティッシュあてながら言っても説得力ないですよ、雪平さん」


「つわりよ」


「もうちょっとまともな噓うそねえのかよ！」


「あはは、二人とも、世界には、ウジ虫入りのチーズとかあるくらいだから大丈夫だよ」


「それもう入ってるって言ってますよね！」


　叫さけびをあげた俺の声は、若じやつ干かん裏返っていた。今日は朝から一体何回声を張り上げているんだろうか。


「……やっぱりこの三人が揃そろうとすげえな」


　そこで聞こえて来た誰かの呟つぶやきに、俺の耳がぴくり、と反応する。遊王子と雪平、そして俺がひと括くくりにされる項こう目もくといえば、アレしかない。


「くそ、認めないぞ……俺はそんなんじゃないんだ」


「なはは、甘っちさ、そろそろ観念して自分が『お断りおことわり５フアイブ』だって受け入れなよ」


　気安く俺の肩かたをぽんぽん、と叩たたく遊王子の口から、忌いま々いましいそのフレーズが発せられた。


　ここ、晴光学園では毎年二回、前期と後期に人気投票が行われている。ひらたく言えば、男子も含めたミスコンみたいなもんで、三学年、計四十五クラスの中から、投票によって男女それぞれのベスト５が選出される。


　これだけの人数からの選別なので、ランキング入りした面々のレベルは相当に高く、新聞部や放送部が大々的にとりあげる事もあって、校内での認知度はほぼ百パーセントに近い。


　が、華はな々ばなしいその陰かげで、裏のランキングとでも言うべき、忌いまわしきものも存在する。


　容姿は優すぐれているものの、性格や行動にアレな部分が多く、恋愛対象としてはナシと判断された、男女五名ずつの鼻つまみ者達。


　その面々に与あたえられた不ふ名めい誉よな称しよう号ごうが、『お断り５』という訳だ。


　雪平はあんな感じにアレだから、全く意に介かいしてる様子はないし、遊王子はこんな感じにアレだから全然気にしていない。


　でも、一いつ般ぱん人である俺はそうはいかない。
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「違ちがう、違うんだ……俺はこの二人と違って、ごく普ふ通つうの高校生なんだ」


　しかし、いくら嘆いてみた所で、一度与えられた称号は、最低半年間は消える事がない。


　ちなみに年度末の三月に集計された現ランキングには、当時の三年生も対象に含まれていた為ため、新年度の五月現在、校内に残っている『お断り５』は、男女合わせて九人。


　その三分の一にあたる三人が、ここ二年一組に集中しているという事実。


　おまけに表のランキング入りが一人もいない、とくれば、二年一組が残念クラス、との誹そしりを受けるのも仕方ない話だった。


　いや、その責任の三分の一が俺にあるとは考えたくないけど。


「甘っちもさー、黙だまってればかっこいいのにねっ」


「いや、お前にだけは言われたくないけどな……」


　そう、ぶっちゃけた話、俺の容姿は客観的に見て、良い方の部類に入ると思う。中学生時代は、告白やラブレターの類たぐいは珍めずらしくなかったし、モテてるといっても過言じゃなかった。


　しかし、高校入学を目前に控ひかえた去年の三月、俺の人生は一変した。


　そう、この忌々しい絶対選せん択たく肢しがこの身に降りかかってきた事で、突とつ発ぱつ的な奇き行こうを強制させられる羽目になり……高二の五月現在、『お断り５』なんていう最低のレッテルを貼はられている。


　しかし、俺の異常性はあくまで、絶対選択肢というイレギュラーな要素によって引き起こされてるものだ。


　素すで頭のネジがぶっとんでいる雪平や遊王子とは違って、甘草奏という人間は、いたって普通の性格なんだ。そう、絶対選択肢さえなけれ──





【選べ　①上じよう半はん身しん裸はだかで、日本男児風に叫ぶ　②下半身裸で、アマゾンの戦士風に叫ぶ】





　お前ふざけてんのか！


　なんで今の流れでこのタイミングで出てくんだよ！　空気読めや！　つーか、アマゾン＝下半身丸出しって、どんな偏へん見けんだよ！


　……はい、無視ですね、いつも通りですね。やるやる、やりますよ、やりゃいいんだろ。


　俺は①を選び取って、制服に手をかけ、ためらいながらも脱ぬぎ始めた。


「うわ、ちょっと見てよあれ」


　何が悲しいって、女子達が悲鳴をあげたり、顔を赤らめたりといった反応をせずに『また甘草がなんか変な事やり始めた』的な雰ふん囲い気きになってる事だ。


　まだ一ヶ月しか経たっていない新クラスにおいて、突発的に脱ぎだしてもしょうがない奴やつ、と認識されているというこの事実……


　その切なさをどうにか振ふり切って、無事（？）に上半身裸になる俺。どうだ選択肢、これで満足か。


「ぐっ……」


　しかし、ＮＯを意味する頭痛が襲おそってきた。どうやら日本男児風に叫ぶ、という部分が足りないらしい。


「がはは、これが　益荒男ますらおの心意気じゃあっ！」


　なんかもうヤケクソ気味に、とりあえず豪ごう快かいに言ってみた。


　頭の痛みがすっと引いていく……おい、こんなんでいいのか。


「ういーっす」


　その時、教室前方のドアが開き、最悪のタイミングで先生が入ってきた。


　上半身裸でガッツポーズをとる俺と、ばっちり目が合う。


「お前……何してんだ」


　二年一組担任、道どう楽らく宴うたげ。どう見ても小学生としか思えない体形と、愛くるしい容姿に反して、その言動は粗そ野やかつ暴力的。


　基本的に緩ゆるい雰囲気が漂ただよう晴光において、彼女の放つヤンキーオーラは異質だった。


「いや先生、これには深い訳が……」


「ふーん、なんだ、言ってみろ」


「いや……こうしろって」


「誰だれが？」


「……頭の中にいる、別の誰かが」


　これはない、我ながらこれはないな！


「ちょっとこっち来い」


　宴先生はそのちっちゃい掌てのひらで、手招きをした。


「正座」


「いや、とりあえず服着させて欲ほしいんですけ──」


「黙れ」


「……はい」


　膝ひざを折るやいなや、首根っこを摑つかみ取られた。


「特別指導だ、別室行くぞ」


「いだだ、痛い痛いっ！」


　宴先生は、委員長に代理で出欠をとるように命じると、そのまま俺を引きずるようにしてドアへと向かう。その体の一体どこにこんな力があんだよ！


　俺は為なす術すべもなく、上半身裸のまま、廊ろう下かを引きずられていった。





　　　　３




　連れ込まれた生徒指導室。


　宴先生は、ちんまい体を椅い子すにふんぞり返らせて、気だるげに言った。


「で、なんでお前は上半身裸のままなんだ？」


「あんたが着る暇ひまくれなかったんだろうが！」


「うら、何があったか早いとこゲロっちまえよ。あたしだって暇じゃねーんだ」


　自分で質問したくせに完全スルーを決め込んで、テーブルにどっかりと足を乗せた。


「いやいや、察して下さいよ。ってか、知っててわざと言ってるでしょ？」


「くく、で、今回はどんな選択肢が出たんだ？」


　……やっぱりそうか。


　宴先生は、故ゆえあってただ一人、俺の絶対選択肢の存在を認識している人間だ。


「いや、上半身出すか下半身出すかって……」


「……お前、それで上選んだのか。ったく、ユーモアのかけらもねえ野や郎ろうだな」


「フルチン出してユーモアで済むわけないだろうが！」


「問題ない。最悪お前が退学になるだけだしな」


「大問題だよ！」


「世の中には、対岸の火事って言葉があってだな」


「目の前だよ！　あんたのクラスの生徒だよ！」


　く……なんで俺の周りには生徒といい教師といい、こんなふざけた人間しかいないんだよ。


「ちょっとは真面まじ目めに──あれ、先生？」


　それまでのおちょくったような態度はなりを潜ひそめ、宴先生は、表情を曇らせていた。


　ぼそり、と声を漏もらす。


「しかしまあ……相変わらず、えげつねえこったな」


「先生……」


　そう、何を隠かくそう、目の前のロリ教師は以前、絶対選択肢を保持していたらしい。


　なんでもこの絶対選択肢、人から人へと移っていく性質があるらしく、何代か前が宴先生で、現保持者が俺、というわけだ。


　どうして俺に移ってきたかとか、移っていく条件とかを問いただそうとしても、今はまだ時期じゃねえ、とか、めんどくせえ、とかはぐらかされまくって現在に至る。


　憂うれいを引っ込めた宴先生は、いつも通りの気だるい感じに戻もどっていた。


「つーか、もう帰っていいぞ。あの状じよう況きようで何のお咎とがめ無しってわけにもいかねーから、形式的に連れてきただけだかんな。ま、今まで通り、出来る限りのフォローはしてやっから、せいぜい頑がん張ばれや」


　秘密主義に対する不満こそあるものの、去年に引き続き、唯ゆい一いつの理解者であるこの人が担任だという事実は、大いに俺の助けになっている。


　宴先生の取り計らいがなかったら、退学とまではいかずとも、停学や自宅謹きん慎しんをくらってもおかしくないくらいの奇行は繰くり返してると思う……我ながら嫌いやになるけど。


「あ、そうだ、ちょっと聞きたい事があるんですけど」


　選択肢の話題になって、不意に思い出した。今朝、空から降ってきた、ショコラとかいう得体の知れない生物の事だ。


　絶対選択肢に直接のかかわりがあるかは分からないけど、以前の保持者であった宴先生なら、何かを知ってる可能性はある。


「今日、登校中に、変な美少女が空から降ってきたんですけどね──」


　宴先生は、遠くを見るような目で俺の肩かたをぽん、と叩たたいた。


「かわいそうにな……ついに二次元と三次元の区別がつかなくなったか」


「いやいや、違いますから」


　たしかに自分でも限りなくうさん臭くさい話だとは思うが、事実なんだからしょうがない。


「え？　だってお前この間『このギャルゲー、同じキャラ百回クリアすると、画面から抜ぬけ出してきて、その子にプロポーズできるんすよ、フヒヒ』って、嬉うれしそうに言ってたじゃねえか」


「言ってねえよ！　あんた記憶大だい丈じよう夫ぶか!?」


「あれ、百一回だったか？」


「疑ってんのはそこじゃねえよ！」


「じゃ、『フヒヒ、サーセン』だったか？」


「だからそんなピンポイントじゃねえよ！　セリフ全部丸ごと捏ねつ造ぞうじゃねえか！」


　去年からずっと思ってたけど、この人本当に教師なのか？　どう考えても、物を教える立場の人間の言動じゃない。


「なんだお前、じろじろ見やがって……まさか」


　宴先生は、わざとらしく一歩後ずさった。


「密室なのをいい事に、あたしに手え出そうって魂こん胆たんだな」


「いやいや、いきなり何言ってんですか、あんた」


「だってお前、こんな真っ昼間から上半身裸じゃねえか」


「だからそれはあんたのせいだよ！」


「寄るんじゃねえよ、ロリコン」


「どこがロリコンだ、自分の年考えろよ！」


「あたしは十二歳だ。立派なロリコンだろうが」


「小学生みたいな噓うそつくな！」


「うっせえからキャンキャン喚わめくなよ。えーと、なんだっけ、その、お前……」


「……先生まさか、俺の名前忘れてます？」


「バッカ、教師なめんなよ。んなわけねえだろ。えーと、あま……あま……あま…………」


「去年もあんたのクラスだったんですけどね！」


「はは、悪い悪い、冗じよう談だんだって、甘あま粕かす」


「素すで間ま違ちがえてんじゃねえか！」


「ぷっ」


「何で（笑）みたいな感じだ！」


　駄だ目めだ、完全におちょくられている。


「つーかよ、あたしは暇じゃねえって言ってんだろーが。とっとと話せや」


「いやいや、話が進まないの、どう考えてもあんたのせいでしょうが……」


　ぼやきつつも、話を元に戻す。


「で、その美少女なんですけど」


「はいはい、その空から降ってきた、モー・ソー子ちゃんな」


　く……なんて腹の立つ言い方だ。


「なんか、絶対選せん択たく肢しを選んだ結果、降ってきたんで──」


「なんだと？」


　その顔色が変わった。


「……そうか」


　再び物もの憂うげな表情を浮うかべ、ぼそり、と呟つぶやく。


「その顔、なんか心当たりがありそうですね？」


　宴先生は否定しなかった。


「まあな。でもこれは、あたしがおいそれと口を出せる事じゃない」


　なんとも煮にえ切らない物言い。しかし、宴先生の目は真しん剣けんな色を帯びていた。


「ま、一つだけ言えるとすれば、お前が絶対選択肢を手放す為ための準備が整った、って事だ」


「え？　それってどういう──」


　俺のセリフを遮さえぎるようなタイミングで、一時限目の予よ鈴れいが響ひびいてきた。


「おら時間だ、とっとと教室に戻れ」


「いや先生、もうちょっと詳くわしく聞きたいんですけど」


「今の時点で、これ以上話せる事はねえよ」


「いや、でも……」


　絶対選択肢に関する事なら、俺にとっては人生を左右する一大事だ。


「しっつけえな、あんまりうっせえと、のどちんこ去勢すんぞ」


「いや表現おかしいだろ！……って、なんでメールなんかしてんですか」


「んー、これか？　雪平の携けい帯たいに、後一分でお前が戻らなかったら、上着燃やしていいって」


「なにしくさってんだ！」


　いや、普ふ通つうに考えて、言われたからってそんな事するはずないんだが、雪平ならやるかもしれないという疑念を捨てきれない……いや、さすがにそれはないか……いや、やるかもしれない。


「うい、送信、と。いいか、先公にチクったらぶっ殺すかんな」


「俺の目の前にいる人は何なんですかね！」


「いいのか？　あと五十秒だぞ」


「く、くそおおおおっ！」


　俺は、生徒指導室のドアを開けると、全速力で廊下を駆かけていった……上じよう半はん身しん裸はだかのままで。





「うーん……」


　あの得体の知れないショコラとかいう生物と、俺の絶対選択肢に一体どんな因果関係があるっていうのか。午前中は、宴先生の言葉がずっと頭から離はなれず、授業どころじゃなかった。


　その状態は昼休みになっても変わらず、男友達数人で机を合わせて昼食をとっていたが、会話の内容は完全にうわの空だった。


「ん？」


　そこで、黒板の上にとりつけられたスピーカーから、声が響いてきて、思考が中断される。


《皆みなさん、こんにちは、晴光デイクラッシュのお時間です》


　ああ、もうこんな時間か。


　この番組は、毎日昼休みに放送部が主体となって行っているもので、ＭＣやコーナーが日によって替かわるという、なかなかに手が込んでいる放送だ。


　まあ、ごちゃごちゃ考えてても答えが出る訳じゃないし、気分転てん換かんに耳を傾かたむける事にする。


《さて、月曜日は、校内の有名人をお招きして質問責めにする大人気企き画かく、『毒の館やかた』です》


　ＭＣの女の子の軽快な声が響く。


《本日は、二年一組から、なんと二名、遊王子謳歌さんと雪平ふらのさんに来ていただきました》


　言われて教室内を見回すが、たしかにあいつらの姿がない。


《いやっほー、こんちはっ、遊王子謳歌でーす、ぱんぱかぱーん》


《こんばんは、雪平ふらのです》


　いつも通り、やたらにハイテンションの遊王子と、なぜか森もり進しん一いち風の雪平。この二人が揃そろって校内放送か……嫌な予感しかしない。


《はい、皆さんご存じの通り、このお二人は残念ながら、昨年度後期の『お断り５』に選出されてしまったわけですが、その時の、ろくでもない心境などをお聞かせ願えますか？》


　いきなり失礼な質問をするＭＣ。まあ、それもそのはず、これは毒どく舌ぜつでＳな感じの彼女が、普通なら触ふれないような所までズバズバ切り込んでいくのがウリのコーナーだ。


《はーいっ。えっと、そーだなー、お、このボタン何かな？》


《ちょ、ちょっと、勝手にいじらないでくださいっ！》


　がたり、とＭＣが慌あわてて席を立つ音がした。


《え、でもこの辺の器具には、放送中、絶対に触さわらないでくださいって言われたよ》


《だ、だったら尚なお更さらです。なんで押そうとしたんですか？》


《それって、触ってくれって事じゃないの？》


　これお笑い番組じゃねえから！


　さすが遊王子、全校生徒の耳に入っているというのに、安定のフリーダムっぷりだ。


《で、では気を取り直して、雪平さんお願いします》


　話をふられた雪平は、やたらに芝しば居いがかった口調で語り出した。


《いやね、ほら、その、何ていうの？　私は何とも思わなかったんだけど、うん、周りが勝手に盛り上がっちゃってね。別に辞退してもよかったんだけど、そんなことしたら、せっかく選んでくれた人達にも悪いっていうか……えっと、恥はずかしいからこの辺にしてくれるかしら》


　なんで賞もらったみたいな感じだ！


《えっと……》


　反応に困り、言葉を詰つまらせるＭＣ。俺だったらこの時点で進行を放ほう棄きするが、そこは彼女も慣れたもんで、こほん、と小さく咳せき払ばらいしてから、何事もなかったかのように続けた。


《それではこの放送を聞いている生徒の皆さんに、『お断り５』として、なにか一言どうぞ。まあ、どうせしょうもない事しか言えないでしょうけど》


　わざと挑ちよう発はつめいた物言いをして、本音やエグい話題を引き出すのはこのＭＣの常じよう套とう手段だ。


　しかし、全く気にした様子のない遊王子。


《んー、よく分かんないけど、『だが断る！』って感じ？》


　それ使い方違ちがうから！　断られてんのお前だから！


　そして、同じ質問をふられた雪平は、


《半年後、この高みまでのぼってこられる人間が、果たしてどれだけいるのかしらね》


　なんで上から目線だ！


《……なるほど、さすがにお二人とも個性的ですね》


　二人が全く動じなかったのが気に入らないのか、声に苛いら立だちを滲にじませたＭＣは、話題の矛ほこ先さきを変えた。


《そういえば、お二人のクラスには、もう一人、『お断り５』の方がいますよね。えっと、甘草奏さんでしたっけ？》


　箸はしを持つ手が止まる。完全に不意打ちだった。


《ええ、でも彼は顔がよくても脳が残念だから、公共の場に出るのはちょっと難しいわね》


　お前にだけは言われたくねえよ！


《あはは、今日も教室でいきなり脱ぬぎだしたしねっ》


　いや、確かに脱いだけどさ……遊王子さん、それ言っちゃうんですか。


《教室でいきなり脱いだ……甘草さんは露ろ出しゆつ狂きようなんですか？》


《え？　いやー違うと思うなー。ただ突とつ発ぱつ的に脱ぎたくなっただけだと思うよ》


　露出狂じゃねえか！


《彼は、既すでにモザイク無しでは生きられない体になってしまっているわ》


　なんかの中毒者みたいに言ってんじゃねえよ！


《クラスメイトとして、彼の行く末が心配でならないわね》


　だったら今すぐその口を閉じろ！


《あ、じゃあ来週は、甘っちが出ればいいんじゃないかな？》


　遊王子……この流れでどうしてそういう発言が出てくる。


《では、せっかくご紹しよう介かいいただいたので来週は、その最低なゲス野や郎ろうの甘草奏さんをゲストにお迎むかえする事にしましょう》


　軽くのってしまうＭＣ。しかもどさくさに紛まぎれて、ものすごい悪口言われてんですけど。


《はい、じゃあ早さつ速そく電話してみましょうね》


　この放送、その週のゲストが知人を紹介していくという、まあ要するに、昼の某ぼう番組のパクリなわけだが、こういうのって普通、事前に本人に伝えとくもんなんじゃないのか。


「ん？」


　考えているうちに、いきなり携帯が震ふるえだした。なんで俺の番号知ってんだよ……


《こんにちは、甘草奏さんですかー》


　流れ的に取らざるをえないので、渋しぶ々しぶ通話ボタンを押すと、ＭＣの弾はずんだ声がとんでくる。


「はあ……まあそうです」


　向こう側が拡声モードになっているらしく、俺の発言とほぼ同時に、スピーカーからうんざりしたような声が響いてきた。つまり、これから喋しやべる事は全校生徒にダイレクトで発信されるわけだ。


《今の放送、聴いてくれてましたよね》


「ええ、まあ」


　大だい丈じよう夫ぶだ。適当に優等生的な事を言って、やんわりと断れば問題ない。


《さてさて、甘草さんは、いきなり脱ぎだしたド変態さんという事ですが、どうしてそんなクソキモい行こう為いに及およんでしまったのでしょうか～》


　く、なんて腹の立つ言い方だ。だが駄だ目めだ、落ち着け。のってしまったら相手の思う壺つぼだ。ここはとにかく無難に、当たり障さわりのない受け答えを──





【選べ　①「ウヘヘ、本当は下も脱ぎたかったんですけどね」　②「ゲヘヘ、今、何色のパンツはいてんの？」】





　……帰っていいですか？


　でもね、言うしかない。選せん択たく肢しが出てしまったら言うしかないんですよ。


「ウヘヘ、本当は下も脱ぎたかったんですけどね」


　泣きそうになりながら、なんとか言葉を発した。当然のように、一言一句違たがわぬ文句がスピーカーから流れてくる。


　ここはもうＭＣの腕うでに期待するしかない。なんとかギャグっぽく受け流してくれれば、傷が浅くて済むはず──


《……さて、いよいよお二人に本格的に質問していきましょうか》


　無かった事にされてる！


「ちょっと待てえええっ！」


　声を張り上げるが、携けい帯たいは既に断たち切られていた。


「……甘草、やっぱお前すげえよ」


　友達の声で意識を引き戻もどされ、クラスの様子を見回す。男子は失しつ笑しようや苦笑い、といった感じだが、女子は完全にドン引きしている。


　上はともかく、下半身は彼女らの笑ってやり過ごせるボーダーラインを突とつ破ぱしてしまっているらしい。


「いや、違うんだ……」


　俺が弁明しようと手を伸のばした瞬しゆん間かん。女子全員が、まるで統とう率そつされた軍隊みたいに、一いつ斉せいに目を逸そらした。


「アハハ……この世に、神っていないんだな」


　我ながら危ないセリフを発しながら、机に突つっ伏ぷした。


「もう嫌いやだもう嫌だもう嫌だああそうかこれは夢だ夢に違いない俺はきっと交通事故にあって長い間体は病院にあってそこで見ている夢なんだでもそれにしては感覚がリアルだなああそうかここは平行世界かほらマンガとかでよくあるあれだよ今の俺は俺だけど本当の俺じゃない似て非なる存在なんだだってそうだろうそうでもなきゃ常識人の俺がこんな変な事言ったりしたりして女子に白い目で見られたりする訳ないじゃないかウフフ」


《────────》


　スピーカーからは番組の続きが流れていたが、己おのれの口から自動的に漏もれる、呪じゆ詛そのような呟つぶやきに遮さえぎられて全く頭に入ってこない。


　やがて、意識が非常に曖あい昧まいになっていき、俺は現実逃とう避ひという名の海へ沈しずんでいった。





「はっ！」


《はあ……そうですか……なるほど》


　数分後、俺がようやくこっちの世界に帰って来た時、耳に入って来たのは、ものすごくげんなりした様子のＭＣの声だった。


《で、ではそろそろ時間が近付いてるので、今日はこの辺で……》


　その声こわ色いろからはもう早く終わりたい、という思いが、ひしひしと伝わってきた。俺がトリップしている間に、遊王子と雪平がどんなトークを展開したのかは知らないが、どうやら毒舌の彼女をもってしても、この二人の相手は荷が重かったらしい。


《あれ、うちのジョンのお尻しりのおできの話、こっからが本番なのになー》


　そんなくだらねえ事話してたのかよ！


　残念そうな遊王子に続き、雪平が凛りんとした声こわ音ねで発言する。


《最後に一つ、こちらから提案があるんだけど、いいかしら》


《は、はい、なんでしょうか？》


　警けい戒かいした様子で聞き返すＭＣ。


《まず前提として、あなたのそのキャラ、もう終わりにすべきだと思うの》


　またなんか変な事言い出したよ、このお嬢じようさんは。


《……は？　その……意味がよく分からないんですが》


《あなた、毒どく舌ぜつをウリにしているんでしょうけど、リスナーも慣れてきてるし、はっきり言ってマンネリだわ》


　しかしこの雪平の口調、いつも通りの抑よく揚ようのない感じだが、その中になんか、別の感情が含ふくまれてるような……怒おこってる？


《ところであなたは今日、私の胸が未発達だという旨むねの発言をしたわね……しかも、三回》


　俺が別世界に行っている間に、そんな展開があったのか。


　たしかに雪平の胸はお世辞にも豊かとは言えないけど……気にしてたんだな。


《いや、しましたけど、それはイジりというか、ネタの範はん囲いで……》


《ネタ？　悪いけれど、極度の笑い上戸である私でも、まったく笑えなかったわ》


　いや、笑い上戸ってお前……


《とにかく、人様のパイオツをイジっておいて、無事で済むとは思わない方がいいわ》


　いや、その言い方だとなんか、別の意味に聞こえるんだが……あと、パイオツ自重しろ。


《そこで本題よ。惰だ性せいの内容を垂れ流すだけの現状を打破すべく、私が新時代の企き画かくを考えたわ。その名も『雌めす豚ぶたＭＣの萌もえ豚ホイホイ』》


　なんだよそれ……ちなみに、萌え豚というのは──定義や由来に諸説あるが、俺の考えでは──アニメやマンガに出てくる美少女達に悶もだえる、オタク系の男達に与えられる蔑称だ。


《ご主人様リスナーの命令には絶対服従の雌豚と化したあなたが、そのリクエストに応こたえて、様々な痴ち態たいを晒さらしていくという、ちょいエロ企画よ》


　いやいや、深夜ラジオとかならともかく、昼の校内放送でそんなのできる訳ないだろ。


《いや、そんなの無理に決まってるじゃないですか。学校の放送ですよ》


　俺とほぼ同じ感想を抱いだくＭＣ。まあ普ふ通つうの人間なら当然の反応だよな。


《なにか勘かん違ちがいしてるようだけど、これはもう決定事じ項こうなのよ、雌豚》


　いきなり雌豚扱あつかいされるＭＣ。


《さあ、では愚おろかしい毒舌娘むすめを、真の雌豚に調教する所から始めましょうか》


　がたり、と立ち上がる音がした。


《あ、あの、雪平さん？　なんか、目が怖こわいんですけど》


　完全に怯おびえているＭＣ。そこに、毒舌キャラの面おも影かげは微み塵じんも残っていない。


《ゆ、遊王子さん、ちょっとこの人なんとかしてくださ──って、寝ねてる!?》


《くかー》


　マジか……どんな神経持ってれば、生放送中に熟じゆく睡すいできるんだよ。しかも、お前がジョンの尻のおでき話やめてから、まだ一分くらいしか経たってないぞ。


《ふああ……あれ、もう放送終わったの？》


《あら、いい所に起きたわね、遊王子さん。ちょっとそこの雌豚をおさえてくれるかしら》


《ん？　よく分かんないけど、ほいっ》


《え？　い、いつの間に後ろに!?　ちょっと、放してっ！》


　拘こう束そくされたらしいＭＣ。遊王子の身体能力は半はん端ぱじゃないから、普通の女子じゃとても太刀たち打ちできないだろう。


《──ちょ、あふっ、遊王子さん何してるんですかっ》


《ん？　なんか分かんないけど怯えてるみたいだから、リラックスできるマッサージをちょっとね》


《いや、そんな事しなくていいから放してくれれば……って、ちょっと、やめてください、嫌っ、ああっ！》


　突とつ如じよとして流れてきたＭＣの嬌きよう声せいに、それまで放送には耳を傾かたむけず、友達との会話に没ぼつ頭とうしていた男子も、動きを止めて聴きき入り始めている。


《うりうり、脇わき腹ばらついーっ》


《いや、ちょ、そこは……やだ、なんで、気持ちいい……あんっ》


　これは……エロい。校内放送としては完全にアウトだが、遊王子もっとやれ、と言わざるを得ない。


《おおー、こんなに感度がいい人珍めずらしいなー。あはは、面おも白しろい面白いっ》


　嬉き々きとして続ける遊王子。


《あ……やめ……やめっ！》


《無む駄だよ、雌豚。この放送室は完全な密室。泣こうが喚わめこうが、絶対に外からの助けは入らないわ》


　お前、一体どこの悪役だよ……





《ひい……ひい……ふう……》


　数十秒にわたる調教（？）が終わった時、ＭＣの子は、すでにまともに喋れる状態じゃなくなっていた。


　そんな彼女に対して雪平は、淡たん々たんとした、しかしそれでいてどこか満足気な声を発した。


《初回にしては随ずい分ぶんいい声で鳴くわね。その調子よ、雌豚》


　断言する。次回は絶対に無い。


《あはは、ちょっとやりすぎちゃったかな？　全身の力抜ぬけちゃってるね。栄養ドリンクとかは……ないなー。あ、『アバズレンＺ』ならあるけど、飲む？》


　やめろおおっ！


《これはもう続行不可能ね。仕方ないから私が締しめましょうか》


　マイクから、芝しば居いがかった雪平の声が響ひびく。


《という事で、お聴きの皆さん。来週からは新番組『雌豚ＭＣの萌え豚ホイホイ』が始まるわ。更に特別番組『雪平ふらのの、パイオツがＢ以上の雌豚はみんな滅べばいいのに』もあわせて放送されるので、該がい当とうするお嬢さん方は、パイオツを洗って待って──》


　ぶつり。


　唐突に音声が切れた。直後、とってつけたようなクラシック音楽がスピーカーから流れ始める。


　……これは、俗ぞくに言う放送事故というやつじゃないだろうか。


　ひどい、あまりにひどすぎる。こんなんだから、二年一組は学園一の残念クラスとか言われるんだ。


　クラスメイト何名かの視線が俺に向いていた。その目にはお前、同類なんだから何とかしろよ、的な感情が込められている。


　違ちがう、違うんだ、みんな。俺は本来そっち側の人間なんだ。忌いま々いましい絶対選せん択たく肢しのせいで、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけおかしな行動をとっちゃってるだけで、本当の俺は、ごく普通の平へい凡ぼんな男子高校生なんだ。


　だが、そんな心の叫びは汲くみ取ってもらえるはずもなく。微び妙みように気まずい雰ふん囲い気きの中、弁当の残りをもそもそと口に運んだが、全く味がしなかった。





　昼休みも終わりかけた頃ころ、遊王子と雪平が戻ってくる。


「やっほー、ただいまっ！」


「全く以もつて解げせないわ」


　聞けば、二人とも職員室でこってり絞しぼられてきたらしい。


　少しも反省している様子のない雪平は、涼すずしい顔でしれっと言った。


「おかしいわね。この国では、表現の自由というものが認められていたと思うんだけど」


「雌豚の連呼を自由とは言わねえよ！」


「ちょっとした豚ジョークよ」


「だからそのジョークシリーズは一体なんなんだよ！」


「ちょっとしたブタックジョークよ」


「なにブラックジョークみたいな感じで言ってんだ！」


「ちなみに黒豚ジョークだと、ブラックブタックジョークになってしまって、言いづらいわ」


「心底どうでもいいわ！」


「裏方の放送部員の子達も、ブーブー文句言ってたわ」


「無む理り矢や理り豚みたいな感じにしてんじゃねえよ！」


　雪平へのツッコミが一段落したところで、遊王子が俺の袖そでをちょいちょい、と引っぱった。


「ねえねえ、甘っち。見て見てっ！」


　その手には、何枚かの写真が握にぎられている。


「放送の後にデジカメで撮とって、その場でプリントアウトしてきたんだっ」


　一枚目。真ん中にＭＣの女の子、両りよう脇わきに遊王子、雪平というオーソドックスな構図の写真だった。ＭＣの子の表情が虚うつろなのがちょっと気になるぐらいだ。


　というか、あんな事の後に、よく写真なんか撮ってもらえたな……


　続けて、二枚目。


「遊王子。なんだ……これは」


　ＭＣの子が恍こう惚こつの表情を浮うかべながら、思いっきりＭ字開かい脚きやくをしている。スカートの中身は見えないようなアングルで撮られているが、惨さん憺たんたる状じよう況きようだ。


「あはは、あの後、『アバズレンＺ』あげたらこんなんなっちゃった」


「マジでただの媚び薬やくじゃねえか！」


　続いて三枚目。


　なんだこれ？　おそらくは放送委員の裏方スタッフなんだろうが、四人並んだ彼らは、皆一様に、生気を失ったような、土気色の顔をしている。


「遊王子……これは？」


「うん、みんなに『人生キャンディー』の『死後の世界編』配ったんだっ」


「考えた奴やつクビにしろ今すぐ！」


「はいはいっ、もう一個報告がありますっ」


　自信満々に発表する小学生みたいに、キラキラと目を輝かがやかせて挙手する遊王子。


「はい、どうぞ」


　なげやりに促うながす。


「あのさ、先入観持ってほしくないから、商品開発部の人が作ったって体ていにしてたけどね。実は、今日持ってきた試作品さ……」


　なんだろうか。遊王子がもったいぶった言い方をするのは珍しい。


「作ったの、全部あたしなんだっ」


「オメエかよ！」





　まあ、今までも十分に分かっていた事だが、今日、改めて実感した。


　雪平ふらのと遊王子謳歌。


　こいつらは、お断りされて当然だ。





　　　　４




「ふう……」


　自宅の玄げん関かんまで辿たどりついた所で、思わずため息が洩もれる。疲つかれた……今日はとにかく疲れた。絶対選択肢のラッシュに加えて、雪平、遊王子コンビとのうんざりするような絡からみ。


　しかし、このドアを開けたところで、お疲れ様、と出で迎むかえてくれる家族はいない。


　親父おやじの転勤にお袋ふくろもついていってしまったので、今現在、甘草家の住人はただ一人。俗に言うギャルゲー状態というやつだ。


　今から夕飯の支し度たくはきっついな、などと、やたらに主婦じみた思いを抱いだきながら、ドアを開けた。


「すぴー」


　……なんかいた。


「すぴー」


　……もとい、なんかが寝てた。


　寝てる。ものっすごい寝てる。俺んちの廊ろう下かで、なんかが、ものっすごい気持ちよさそうに寝てる。


　意味が分からない……なにが起こってるか全く分からない。いつだ？　俺はいつメダパニをかけられた？


　頭は混乱しきったままだったが、体の方が勝手に動いた。しゃがみこんで、その生物の体を勢いよく揺ゆする。


　そいつは、目をこすりながらゆっくりと上体を起こし、寝ぼけ眼まなこでこっちを見た。


「ふみゅ……どちらさまですか？」


「俺が聞きたいわ！」


　とはいえ、その正体は分かり切っていた。ふわっとした金きん髪ぱつ、ちっこい体、ゆるーい感じの声……間ま違ちがいなく朝に会ったショコラとかいう生き物だ。


「あ、奏さんじゃないですか、おかえりなさいっ！」


「あ、ああ、ただいま……ってただいまじゃねえよ！」


　いや、笑え顔がおがあまりにも自然で、邪じや気きが無かったんで、普ふ通つうに返してしまった。


　落ち着け。いっぺんに考えても仕方ない。


「まず……まず、だ。お前、どうやって人の家の中に入った？」


　こいつの目的がどうのこうのって前に、物理的な問題だ。いまさっき使った鍵かぎは、たしかに俺のポケットに入っているし、合あい鍵かぎは家の中に置いてあった。


　ショコラは、にっこりと笑って告げた。


「とくしゅな粘ねん土どでかたをとって、業者にあいかぎをいらいしました」


　……ガチ犯罪だった。


「奏さん、どーしました？　顔色わるいですよ」


「引いてんだよ！　お前の行動にドン引きしてんだよ！」


　理解した。こいつは単なる不法侵しん入にゆう者だ。悠ゆう長ちように問いただしてる場合じゃない。力ずくで出て行かせるしかない。そう決意して手を伸のばした矢先──


「わたしは、奏さんの『呪のろい』をかいじょする、おてつだいをしにきました」


「な……に？」


　俺の動きが止まる。


「呪いってもしかして……絶対選択肢の事か？」


　なぜだか直感でそう思った。案の定、こくり、と頷うなずくショコラ。


　マジか……たしかに宴先生が、選択肢を手放す為ための準備が云うん々ぬんとか言ってたけど……


「まあまあ、こんなところでお話ししてるのもなんですから、とりあえず、奥に入りましょう」


「いや、なんでお前が言うんだよ……」


　うさん臭くさい……ただひたすらにうさん臭い。が、絶対選択肢が解除できるかもしれない、と聞いては、即そく座ざに追い出すわけにはいかなくなった。


「じゃあ、いきましょー」


　遠足にでも向かうようなテンションのショコラに先導されて、リビングへと入る。


「……なんだ、これは」


　絶ぜつ妙みように保たれた室温。鼻び腔こうをくすぐる紅茶の芳かぐわしい香かおり。見た目にも楽しませてくれる、凝こった形の手作りクッキー達。そこには極ごく上じようのくつろぎ空間が展開していた。


「そろそろ奏さんが帰ってくるころだと思って、じゅんびしておきましたっ」


　これが仮に奥さんとかのセリフだったら、さぞかし幸せなんだろうけど、見ず知らずの他人に言われても薄うす気味が悪いだけだった。


「ささ、えんりょせずにどーぞ」


「いや、だからなんでお前が言うんだよ……」


　俺は促されるままにソファーに腰こしを降ろし、湯気をたてる紅茶に手を伸ばした。


「どーですか？」


「まあ、うまいけどさ」


　ショコラは嬉うれしそうに、ぱっ、と顔を輝かせた。それにあわせて、頭のしっぽ毛もぴょこん、と立つ。


「そうですよね、これとっても高級ひんなんですよっ」


　いや、それ買ってきたの俺だから知ってますけど。


　続いてショコラは　クッキーの載のった菓か子し皿ざらを差し出して来た。


「どーですか？」


「まあ、うまいけどさ」


　再び、ぱっ、と顔を輝かせた。


「そうですよねっ、これとっても手間がかかってるんですよっ」


　いや、それ焼いたの俺だから知ってますけど。


「まあそんな事はどうでもいいんだ……本題に入ろうか」


　反対側のソファーに座すわるように促す。


「はい、なんでしょーか？」


　ショコラがちょこん、と腰かけるのを待って、口を開いた。


「まわりくどい話は無しだ……お前、絶対選せん択たく肢しを手放す方法を知ってるのか？」


「はいっ」


　いともたやすく首を縦に振るショコラ。


　マジか……本当に手放せる？　この一年、俺を悩なやませ続けた忌いま々いましいこいつを？


「頼たのむ、教えてくれっ！」


　興奮を抑おさえきれず、半ば反射的に席を立つ。


「奏さん、おちついて下さい。それをしっているのは、せーかくにはわたしじゃありません」


「じゃあ、一体誰だれなんだっ!?」


　俺の切せつ迫ぱくした問いに対して、ショコラはあくまでもマイペースに言い放った。


「神さまですっ」


「……………………はい？」












　幕間　ある可能性の話







　ええ、あの時は本当はびっくりしました。


　だっていきなりクラスメイトのＹ平さんに『ねえ、君のおっぱい触さわらせてよ、おっぱい』とか言い出したんですよ。


　もちろん教室中が静まり返りましたよ。そんな中で彼、どうしたと思います。もう一回言ったんですよ。『ねえ、君のおっぱい触らせてよ、おっぱい』って。


　まあ元から彼は、突とつ発ぱつ的に変な言動をとる事が多々ありましたが……やっぱりミュージシャンになるような人は、私達とはちょっと違ちがう感性を持ってるものなんでしょうか。


　ただ、その時はそれで終わらなかったんです。以後、異常に女性の胸に執しゆう着ちやくを見せるようになってしまって……思えばＹ平さんにセクハラしたあの時が、『カナデール・奏』誕生の瞬しゆん間かんだったのかもしれません。


　あ、おかしな行動の具体的な内容ですか？　はい、いくらでもありますよ。例えば教室でいきなり上じよう半はん身しん裸はだかになっ──





　デビュー曲『きらめき☆乳にゆうメモリアル』がメガヒット中の、新進気き鋭えいのミュージシャン、カナデール・奏氏の特集記事に関する取材資料。





　高校時代の同級生の述じゆつ懐かいだが、以後のエピソードがあまりに低てい俗ぞく過ぎた為、ボツ。












　第二章　雪平ふらのの、ホントのトコロ







　　　　１




「すぴー」


　その少女は、毛布を抱き枕まくらのようにして、気持ちよさそうに熟じゆく睡すいしていた。


　何回ノックをしても反応がなかったから、仕方なく部屋の中まで入ってきたんだが、こんなに間近まで来ても、全く目を覚ます気配がない。


「むふふ……むにゃ」


　俺が一時間前に起きて、洗せん濯たくと、朝食の準備まで済ませて来たというのに、なんで居い候そうろうのこいつが、のうのうと眠ねむりこけているんだろうか。


「……どうしてこうなった」


　ぼやきながら、このショコラとかいう得体の知れない生物を、うちに住まわせる羽目になった、昨晩の経けい緯いを思い出す。





「かみ……さま？」


「はい、そーです」


　神？　こいつはいきなり何を言ってるんだ。普通なら鼻で笑い飛ばす所だが、ショコラの瞳ひとみは純じゆん粋すいそのもので、ふざけてるような様子はない。


「あ、奏かなでさん、その目はしんじてませんね」


「いやいや、唐とう突とつに神とか言われても……ん？」


　その時、俺のセリフに合わせるように、携けい帯たいにメールの着信があった。ポケットから取り出し確かく認にんすると、差出人の欄らんには『神』と記されている。


　神？　そんな名前を登録した覚えは全くない。そしてこのタイミング……妙みような気持ち悪さを感じた俺は『呪い解除ミッション』という件名のそれを開いてみた。





《雪ゆき平ひらふらのを心の底から笑わせろ　　期限　五月八日（水）》





　なんだこれ？　雪平？　なんであいつの名前が出てくるんだ？　悪戯いたずらにしても内容が意味不明すぎるし、一体どういう事だ？


　疑問が頭の中を駆かけ巡めぐる中、今度は電話の着信を示すメロディが鳴った。


「あ、たぶん神さまからですよっ」


　弾はずんだショコラの声を受けて、ディスプレイに目を落とすと、そこにはさっきと同じ『神』との表示。


　果たして、登録もされていない相手の携帯に、名前を表示させるなんて芸当が可能なんだろうか。まさか……電話口の向こうにいるのは、本当に人知を超ちよう越えつした何かなのか？


「……もしもし」


　通話ボタンを押して、ためらい気味に耳にあてる。


《どもども、神でーっす》


　返ってきたのは、予想に反しての非常に軽い声。


《あれあれ、もしもーし、甘あま草くさ奏くーん？》


「……あんた、誰っすか？」


　これが……神？　少しでも信じかけていた自分が馬ば鹿かだった。一気にテンションが下がった俺は、なげやりに言葉を返す。


《え、だから神だって神、神様。うーんとね、違う言い方すれば、いわゆる一つのゴッド、みたいな？》


　なんだこいつ……チャラい。


「で、その神様が俺に何の用ですかね？」


　最も早はや、神などとは全く思っていなかったが、状じよう況きようを探さぐる為、とりあえず話を合わせてみる。


《え、いきなりそこいっちゃうの？　うっは、マジ性急》


　チャラい……神とか以前の問題として、ただのチャラ男だろ、こいつ。


「あんた、本当に神？」


《え？　もしかして信じてない？　奏君ね、僕の神っぷりっていったらね、そりゃあもうマジで、新世界の神級に神だから》


　うん、ぜんっぜん意味が分からない。


「じゃあ証しよう拠こを見せてくれ」


《証拠？》


「そうだ、神なら、雲の上に乗ってたり、杖つえから雷かみなり出したりできるんだろ？」


　もちろん、そんな事本気で思ってるわけじゃなくて、どんな反応をするのか、たしかめるのが目的だった。


《うわ、古っ！　奏君イメージが古っ！　想像力テラ貧困》


　……イラつく。このチャラ男、すげえイラつく。


《でもね、それと同じくらい凄すごい事はできちゃったりするんだな～、これが》


「だから、だったらその証拠を──」


《はいはい、こんなんでどうでしょ～》


「ん？」


　チャラ男のセリフが終わった瞬間、強きよう烈れつな違い和わ感かんが襲おそってきた。


　なんだ……これ？


　なにかこう、自分が自分でなくなってしまったような、居い心地ごこちの悪い感覚。


　でも、その正体が分からない。


《ふふ、自分の胸、触ってごらん》


　俺の心中を察したようなチャラ男の声。


「胸？　なんでまた……は？」


　なんだこれ？　今までの人生で一度も経験した事ないような、柔やわらかい感かん触しよく。


　もう一度触ってみる……ふよん。


　もう一回…………………たぷたぷ。


　更さらにもう一回……………ばいーん。


《君の体、女の子にしてみました～》


　は？　こいつは一体なにを言ってるんだ。女の子？　なにを馬鹿な事を。


　でも、さっきの感触はたしかに……


　俺の手は、反射的に股こ間かんに向かっていた。


「…………………………ない」


　無い無い無い！　必ずついてなきゃいけないはずのアレが無い！　男のシンボルたるアレが無い！


　顔面から一気に血の気が引いていく。携けい帯たい電でん話わを放ほうり投げて、洗面所の鏡の前に駆け寄った。


　そこに映っていたのは、紛まぎれも無く俺だった。目、鼻、口それぞれのパーツはたしかに長年付き合ってきた自分の物だ。それは間ま違ちがいない。


　しかし、正面から俺を見つめているその顔は、どうしようもなく女の子だった。俺なのに女の子。女の子なのに俺。


　髪かみ型がたは原形を留とどめておらず、つやつやのセミロングに変化している。ば、馬鹿な……おそるおそる視線を下に移していく。


　胸だ。いや、この膨ふくらみは胸というよりおっぱいだ。よく分からないがおそらくはこれ、Ｄカップくらいはあるんじゃなかろうか？


　自分に起こっている現象が、まったく、さっぱり、ぜんぜん理解出来ない。何がしたいのかも分からないまま、パツンパツンになったワイシャツのボタンを外していく。


　ぽろん。俺の上半身から二つぶらさがっているそれは、なんていうかもう……ただひたすらにおっぱいだった。


「ふ……ふふ……」


　俺は、薄うすく笑ってから大きく深呼吸する。


「ぎゃああああああっ！」


　直後、絶ぜつ叫きようしながらリビングに駆けこんでいく。


「お、おおお女、おんな、俺、おんなだっ！」


　錯さく乱らん状態のまま、目についたショコラに向かって声を張り上げる。


「おちついてください、奏ちゃん」


「誰だれが奏ちゃんだっ……え？」


　自分のツッコミにはっ、とする。今気がついたけど声の質も、アニメの登場人物みたいな甘ったるいものに変化している。


[image: ]


　床ゆかに転がっている携帯を摑つかみ取る。


「ど、どうなってんだこれ!?」


《どしたの、そんなに慌あわてちゃって》


「な、無いんだ、股間に付いているはずのアレが無いんだっ！」


《なになに、なにが無いの？》


「だからお前、チン──ッ!?」


　その言葉を言おうとした瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな勢いで顔面が熱くなった……なんだ、これ？


《なになに、チンなんだって？》


「だから、俺の股間のチン……あう」


　駄だ目めだ、恥はずかしくてそれ以上続ける事ができない。まさか……思考の一部まで女の子のものに変えられてるっていうのか？


「奏ちゃん、なんでもだえてるんですか？」


「だから奏ちゃんって言うなっ！」


《あはは、奏ちゃんかわいー》


「黙だまれっ！　そして即そつ刻こく男に戻もどせっ！」


《えー、いいの？　そんな経験、一生に一度有るか無いかだよ》


「ねえよ！　こんな経験、百回生まれ変わってもねえよ！」


《ほら、よく言うじゃん。男の子やめますか？　それとも人間やめますか？　みたいな》


「言わねえよ！　なんで男が危ない薬みたいになってんだ！」


　募つのる苛いら立だちを言葉に込める。


「いいからさっさと男に戻して──」





【選べ　①このまま女の子として一生を過ごす　②好きな歴史上の人物の名前を叫さけびながら三点倒とう立りつ】





「ジョン万まん次じ郎ろうっ！」


「奏ちゃん、なにしてるんですか？」


「俺が聞きたいわっ！」


　逆立ちのまま、ショコラに絶叫する俺。


　選せん択たく肢しの消失を確認後、すぐさま倒立をやめ、床に投げ出された携けい帯たいを手にする。


「いいから早く男に戻してくれっ！」


《えー、マジで？　もったいなくなくなくない？》


「黙れ戻せえっ！」


《ぶー、しょうがないなー》


　不満げな声の後、急速に違和感が消失した。体の各所をまさぐっていく。おっぱいは無かったし、アレは有った。


「はああ……」


　脱だつ力りよくして、その場にへたり込む。


《どうどう、少しは信じる気になった？》


　く……こんなものを見せられては、少なくとも人間じゃない事は認めざるをえない。こんなふざけた奴やつが、マジで神なのか。


　電話口のそいつは、俺の沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったらしい。


《オッケー。じゃあ親しん睦ぼくも深まったところで、本題に入ろうか》


　親睦？　本気で言っているとしたら、脳が腐くさってるとしか思えない。


《でね、君の呪のろいに関する事なんだけどさー》


「呪い……ね」


　さっき、ショコラからも出てきたフレーズだった。


「そうそう、君の場合はさー、えーっと……あ、あったあった。頭の中に、どっちかを選べ、みたいなのが浮うかんでくる事、あるでしょ？」


「ああ、絶対選択肢だよな」


《絶対選択肢？　うわー、奏君、そんなイタい名前つけてんの？　中二病乙おつ～》


「う……」


　今まで口に出す機会なんてほとんどなかったから、意識しなかったが、たしかにちょっと恥ずかしいネーミングかもしれない。


《まあ、呼び方なんてどうでもいっか。で、その呪いの解除方法だけどね》


　話がいきなり核かく心しんに入った。息を呑のんで、チャラ神の言葉を待つ。


《うーんと、ぶっちゃけて言えば、下されるミッションをこなしていく事らしいよ》


「ミッションって……もしかして、さっき携帯に送られてきた、妙みような文章か」


　たしか、雪平を笑わせろ、とかなんとかいう意味不明な内容だったような。


《お、マジで？　さすが僕、タイミングばっちりじゃん》


　チャラ神のその物言いに、ひっかかりを感じた。


「ちょっと待ってくれ。さっきからなんか曖あい昧まいな感じだけど、ひょっとしてお前、事の全部を把は握あくしてるわけじゃないのか？」


《うん、全部っていうかむしろ、ほとんど分かってないよ》


　さらり、と言い放つチャラ神。


「ほとんどって……神じゃないのか？」


《いやーそうなんだけどね。なにしろ僕、君らの世せ界かい群ぐんの担当になったばっかりだからさ。前任者がろくに引き継つぎもしないでリタイアしちゃったから、もー大変だよ》


「前任者……どういう事なんだ、神ってたくさんいるのか？」


《たくさんどころか、掃はいて捨てる程ほどいるよー。ほら、八百やお万よろずの神とかって言うくらいだし》


　掃いて捨てるって……そんな言い方されたら、ありがたみもへったくれもない。


　まあでもこのチャラ神が、無数にいる神の中の最低辺レベルだって事ならば、まだ納なつ得とくできるか。こんなのが唯ゆい一いつ無二の神だったら嫌いやすぎる。


《でね、呪いって君らの世界群独自のシステムだから、僕まだ全然把握できてないわけ》


　その話が本当だとすると、チャラ神はこの件に関して、全く役に立たないという事になる。


「その呪いについて、どうにかして前任者に聞けないのか？」


《あ、無理無理。リタイアしちゃったって言ったでしょ》


　リタイア、か。神ともあろう者が一線を退かなければいけない理由とは、一体いかなるもんなんだろうか。


《産休だけど》


「は？」


《だからさ産休、赤ちゃんが出来たの》


「あ、赤ちゃん？　神が？」


《奏君さー、なんか勘かん違ちがいしてるみたいだけど、神だって食事するし、疲つかれれば寝ねるし、ヨロシクやる事はやってるんだよ》


　最後……もうちょっと言い方があるだろ。


「でもさ、リタイアっていっても、産休なんだろ？　別に大おお怪け我がしたって訳じゃないんだから、連れん絡らくぐらいはとれるんじゃないのか」


《あー、ダメダメ。彼女、マジでショックだったらしくて、結界張って、ひきこもってるから》


「ショック？　妊にん娠しんしてめでたいのに？」


《なんかね、不ふ倫りんの末の妊娠だったらしくて、乗り込んできた奥さんに『この泥どろ棒ぼう猫ねこ！』ってひっぱたかれたんだって》


「ただの昼ドラじゃねえか！」


　なにやってんだ、神。


《反対するみんなに、この子を産むのは誰にも邪じや魔まさせない、的な事言ってたらしいからねー。でも逆を言えば、無事に産まれたら出てくるって事じゃないかな》


「ちなみに……その神の妊娠期間ってどのぐらいなんだ？」


《うん、君らの世界の換かん算さんでだいたい一万年》


「百回死ぬわ！」


　人間の常識が通用するとは思っていなかったけど、十と月つき十とう日かってレベルを、はるかにぶっちぎっている。


《でさー、今彼女の執しつ務む室にきてるんだけどね、めちゃくちゃずぼらだったみたいで、資料とかバラバラなんだよねー。呪いに関する部分だけ、かき集めてるんだけどさ、マジめんどいし、この部屋なんか臭くさいし》


　神って……こんな適当な奴らでも務まるのか。


《というか奏君、状じよう況きよう把は握あくできてなさすぎじゃない？　ここに書いてあるよ『第四十九世界における甘草奏の呪いに関しては、当方でも把握しきれないイレギュラーが散見され、その解除は相当に難航する事が予想される。よって、サポート役には、僕しもべの内で最も優ゆう秀しゆうな者を派は遣けんする事とする』って。傍そばにいるんでしょ？　詳くわしくはその子に聞いてちょーだい》


　サポート役、か。まあそれは状況から判断して、ショコラの事だろうけど……俺の聞き間ま違ちがいだろうか？　なんか、最も優秀とか言った気がしたんだけど。


《ってことで、僕も暇ひまじゃないからさ、なんか分かったらまた電話するよ、ばいび～》


「お、おい……」


　止める間もなく、話を終わらせようとするチャラ神だったが、


《あ、ちょっと待った。なんか大事っぽい箇か所しよ見つけたから言っとくよ。一回でもミッション失敗したら、一生呪いかかったままだってさー》


「は？　それってどういう……」


《んじゃ、またね～》


「いや、ちょっと待っ──」


　通話はぶつり、と一方的に断たち切られた。


　着信履り歴れきから『神』と表示されたナンバーにリダイヤルするが、聞こえてきたのは、よく耳にする無機質な音声だった。


《おかけになった番号は、電波の届かない世界にあるか、電源が入っていない為ため、繫つながりません》


「なんじゃそりゃ！」


　思わず床ゆかに叩たたきつける。


「あ、おはなひ、おわりましたかー？」


　ソファーでテレビを見ていたショコラが呑のん気きな声をかけてきた。その頰ほおは、大量のクッキーで膨ふくらんでいる。お前なんでそんなくつろぎモードだ。実家か。


「ショコラ君、ちょいとちょいと」


「はい、なんでしょーかっ」


　クッキーを一気に飲み込んだショコラは、嬉うれしそうに近寄ってきた。


「色々確かく認にんしたいんだが、まずお前、記き憶おくは全部戻ったのか？」


「あ、はいっ。ほとんど思い出しました」


　その満面の笑えみに、ほっと胸を撫なで下ろす。どれだけアホだろうが、今俺に残された情報源は、こいつだけなんだから。気になるとすれば、ほとんどって部分だけど……


「なぜか、じぶんの名前はおもいだせないんですけど」


　名前か。思い出せないのが、実にどうでもいい部分でよかった。別にこいつがショコラだろうが、パルフェだろうが、こんにゃくだろうが、俺の絶対選択肢には全く関係ないだろうし。


「じゃ、お前の知ってる事を全部教えてくれ」


「ざんねんながら、それは不可能です」


「……は？」


「わたしには、奏さんに教えてあげられるじょうほうがありません」


「いや、だって名前以外は思い出したって……」


「ええ、わたしが何も分かっていない、という事をおもいだしました」


「は？」


「えっとですね、わたし、どうやら元からきおくそうしつだったんですけど、その事を忘れていて、ちょっと前に、それを思い出しました」


　つまり、二重記憶喪そう失しつだったのが、ただの記憶喪失に戻もどった、と……なんじゃそりゃ。


「ふっふっふ。というわけで、自分でもびっくりするくらいに、何もわかっていないです」


「うん……そこでドヤ顔ができるお前に、俺もびっくりだわ」


　どうすんだこれ……なんかもう、いきなり手て詰づまりっぽいんだけど。


　いや、諦あきらめるにはまだ早いか。ショコラは、まがりなりにもあっちの世界（？）の住人なわけだから、かたっぱしから質問していけば、何がしかの情報はでてくるだろう。


「分かるところだけでいいから、順を追って話してくれ。まず、どういう経けい緯いで俺の所にくる事になったんだ？」


「あ、はい。きおくもしごともなく、お菓か子しとげーむにおぼれる毎日をおくっていたわたしの所に、一通のしれいしょが届きました。甘草奏さん、っていう人の呪いをかいじょするお手伝いをしろって」


「なるほど、で？」


「それだけです」


「は？」


「あのですね、対象者はひじょうにゆうしゅうな人間で、科せられた呪いも、けいびなものだから、お前はなにもしないで、くっついているだけでいいって」


　なんだろうか……この何かが致ち命めい的てきに食い違ちがっている感じは。


「いや俺、何も知らないんだけど」


「わたしもなにも知りません」


　俺とショコラ、お互たがいの頭上に？マークが浮かんでいた。


「奏さん、しつもんしていいですかっ」


　ちょっと間が空いた後、ショコラが勢いよく挙手する。


「ひとつ確認しますけど、甘草奏っていうのは世をしのぶかりの姿で、ほんみょうは『ア・マグサ・ガナドゥール』ですよね」


「誰だれだそれはっ!?」


「このせかいは、一日ごとに『表おもて時じ間かん』と『裏うら時じ間かん』がくりかえされていて、裏時間になると、人類とてきたいする『魔ま導どう獣じゆう』がいっせいに攻せめてくるんですよね？」


「なんだその中二も真っ青の設定は！」


「奏さんがききにおちいると、体の中にやどる太古のせんしの意識がかくせいして、ぼくのかんがえたさいきょうのロボット『エルドラオン』が召しよう喚かんされて──」


「いや、もういいや……なんかもういい」


「そうですか？　あ、それはそうと奏さん、そろそろ寝なくていいんですか？」


「は？　いきなり何言ってんだ。まだ早すぎるだろ」


「え？　だってこのせかいって、因いん果が変へん革かく体たいの奏さんがねむると、裏時間になるんですよね？」


「ならねえよ！　明日が来るだけだよ！」


　これは……一体どういうことだ？


　さっきのチャラ神との通話や、ショコラとの認識の食い違いなど、諸もろ々もろの状況を鑑かんがみた上で、考えられるのは──


　ひょっとして、神が送る世界を間違った？


　平行世界的なものが存在すると仮定してだが、その、ア・マグサなんちゃら（普ふ段だんは甘草奏と名乗っているらしい）の元に、本来俺のサポートをするはずだった一番優秀な僕とやらがいってしまい、厄やつ介かいな呪のろいを被こうむっている俺の所に、このショコラがきてしまった、と。


　その仮説をショコラに言ってみると、なるほど、みたいな感じでぽん、と手を打った。


「はけんされた僕には、そのせかいに関するいっぱんてきな知識や言語が、じどうてきに頭の中にインストールされるんですが、ここはしれいしょに書いてあったせかい観と、あまりに違うんで、ちょっとおかしいなー、とは思ってました」


　……つまり、つまりだ。俺の目の前にいる変な生物は、絶対選せん択たく肢しを解消するにあたって、なんっの役にも立たない、というわけだ。


　俺は、満面の笑みを浮うかべながら、ショコラの肩かたに手を置いた。


「帰ってくれ」


「どーやってですか？」


「は？」


「しれいしょによるとたしか、補ほ佐さ対象者の呪いがかいじょされるまでは、帰れない、って事でした」


「……なんで？」


「わかりませんっ」


「なんで分かんないんだ？」


「それもわかりませんっ」


「じゃあ、なんなら分かるんだ？」


「奏さんのつくったクッキーはおいしいですっ」


「おちょくってんのか！」


「まあまあ奏さん、とりあえずおいしいばんごはんでもたべて、落ち着きましょう」


　たしかに空腹のままでは、まとまる考えもまとまらないと思うけど、相変わらずなんでこいつが言うのか理解できない。


「鮭さけのムニエルなんかどーでしょーか？　冷蔵庫をみさせてもらいましたけど、つけあわせのサラダもつくれそーですし」


　見ず知らずの奴やつに台所を預けるのは気がのらないが、混乱気味の今の精神状態で、料理をする気にはなれなかった。


「分かった、じゃあそれで頼たのむわ」


「ん？」


　ショコラは不思議そうに首をかしげた。


「わたし、おりょーり出来ませんよ？」


「は？　いやだって、さっき、鮭のムニエルとかサラダとか……」


「？　たべたいなー、と思いまして」


「俺が作んのかよ！」


　決めた、決めたぞ。こいつが自分の世界に帰れようがどうだろうが関係ない。こんな役に立たない奴をうちに置いておく理由は、これっぽっちもない。


「おい、ショコラ。この家から出てい──」





【選べ　①もう諦めてショコラを居い候そうろうさせる　②もう諦めて自分が出ていく】





　なんでだよ！








　……という、なんとも形容しがたい一幕の後、一晩を経て現在に至るわけだが、いろんな考えが脳内を駆かけ巡めぐって、ろくに眠ねむれなかった俺に対して、


「すぴー」


　……これだ。


　その寝ね顔がおは、あまりにやすらかで、起こすのを躊躇ためらってしまうようなレベルだったが、そろそろ朝飯を食べ始めないと、余よ裕ゆうをもった登校が出来なくなる。


「おい、起きれ」


　軽く揺ゆさぶってみるが、全く起きる気配がない。力を少し強めようとした瞬しゆん間かん、


「あ……奏さんっ」


　ショコラがびくん、と体を震ふるわせ、やたらに色っぽい声を出した。


「奏さんが……奏さんがたいへんな事に……」


　ん？　一体なんなんだ？


「ああ、奏さんの穴という穴にしょくしゅが……」


　穴？　触しよく手しゆ？　まさか……


「奏さんのうしろの貞てい操そうが……アッー！」


　こいつ……腐くさってやがる。


「おお……奏さんは、もだえてる顔もおおいにありですね……いいぞもっとやれ、です」


　……こいつに遠えん慮りよは必要ない、と悟さとった俺は、鼻と口を塞ふさいで呼吸をできなくしてやった。


「……ん？……ふ？……みゅふっ」


　妙みような声をあげ、ようやく意識を覚醒させたショコラは、寝ねぼけた感じで視線をさまよわせていたが、俺と目が合った瞬間、


「あ、奏さん、おはよーございますっ！」


　瞬しゆん時じに顔面をぱっと輝かがやかせて、満面の笑えみを浮かべた。


「あ、ああ……おはよう」


　その屈くつ託たくのない笑顔を目まの当たりにした俺は、反射的に目を逸そらしてしまった。なんの化け粧しようもしていないすっぴん状態なのにもかかわらず、あまりに整った顔の造形。


　おまけに、貸してやったパジャマが着き崩くずれて、結構な面積の素す肌はだが露ろ出しゆつしている。更さらに本人はその事を全く気にしている様子もなく、完全なる無防備状態。


「奏さん、どーしました？」


「な、なんでもない」


　いくら頭ではショコラが人間じゃないって理解してても、年とし頃ごろの女の子の姿形をしている以上、感情はそうはいかない。一人で勝手にうろたえてしまった俺は、無意識に視線を下に向ける。


「あ、もしかして」


　そんな俺の様子を見たショコラは、ちょっとだけうしろめたい感じの声で言った。


「ねぼけて、よだれでカーペットぐちょぐちょにしたの、ばれてます？」


「どんな寝ね相ぞうしてんだっ！」


　……少しでもこいつに異性を感じた俺が馬ば鹿かだった。





「おおー、すごいですっ」


　テーブルに並べられた朝食を目にしたショコラは、大げさに声をあげた。


　昨日はとても料理する気になれず、カップ麵めんで済ませてしまったが、出来あいのものばかり食べていたら、栄養は偏かたよるわ、費用はかさむわで、いい事なんか何もない。


　結果、自じ炊すいの腕うでもそれなりに上がる訳で。目を輝かせたショコラは、


「ほおお」


　とか、


「はああ」


　とか、いちいち大おお仰ぎようなリアクションをしながら箸はしを動かしている。メニュー自体は大した内容じゃないんだけども、しっぽ毛をぴょこぴょこさせながら、これだけ旨うまそうに食べてくれれば、作った方としては、悪い気はしない。


　が、それとショコラが居い座すわっている事を容認できるかは、また別問題なわけで。


「しかし……居候なのによく食うな」


「えへへ」


　え？　なんで喜んでんの？　今の皮肉を褒ほめられたと認にん識しきするとは、一体どんな脳の構造をしてんだろうか。


　蔑さげすむような俺のジト目に、さすがに何かを感じ取った様子のショコラは、ちっちっちっと、立てた一本指を揺らした。


「奏さん奏さん、わたしはただでお世話になって平然としていられるような、こーがんむちな輩やからではありませんよ」


　おお、よかった。そう、欲ほしかったのはそういう感覚だ。別に金をよこせ、とか言ってるわけじゃないんだ。


　求めていたのは、申し訳ない、感謝してます、というその気持ちだ。


「じたくの警備はおまかせください」


「なにもしねえ気満々じゃねえか！」


　駄だ目めだこいつ……かといって選択肢の制約がある以上、追い出すわけにもいかない。


「ふっふっふ。いまのはじょーだんですよ、奏さん」


　なぜか自信満々な様子のショコラは、胸むな元もとに手を突つっ込んだ。無む駄だに豊かなその谷間から取り出したのは──


「札……束？」


　諭ゆ吉きち先生の群れだった。おそらくは百枚単位の。


「ひつよう経費として転送されてきました。たりなければ追加でいくらでもおくってくれるそうです。とりあえずこれは奏さんにおあずけしますね」


　マジか……まさか本当に現ナマが出てくるとは思わなかった。転送ってなんだよ、と思ったが、そこは今気にしてもしょうがない。


　この量はどう考えても多過ぎだけど、かかった分だけ引いて、後で返せばいいだろう。


　出所がショコラなだけに、怪あやしさ全開だが、見た感じ、偽にせ物ものでもなさそうだし──


「よく分かりませんが、なんか、ろんだりんぐは済んでるっていうお話でした」


「危ない金じゃねえか！」


　反射的に、床ゆかに叩たたきつけてしまった。


「……これはとりあえず、お前が持っててくれ」


「そーですか？　必要になったらいつでも言ってくださいね」


　汚よごれた諭吉先生達を、胸の谷間に収納するショコラ……この問題は、後でじっくりと考えよう。


「とりあえず、学校行ってくるわ」


　俺は軽くため息を吐つきながら席を立った。


「はい、いってらっしゃいっ」


　相変わらずの満面の笑みを見て、俺はふと疑問に思った。


「なあショコラ、お前、なんでそんなに楽しそうなんだ？」


「どーいうことですか？」


「いや、俺だったら、一人でいきなり異世界に送られて、知らない奴の手伝いしろ、なんて言われたら、とてもそんな能天気に振ふる舞まえない」


　性格、と言ってしまえばそれまでかもしれないが、普ふ通つうに考えて、自然とは言いがたい態度だと思う。


「えーっとですね、わたしたち神の僕は、人間のさぽーとをするのがお仕事です。ですから、そこによろこびを感じるようにつくられています。たいしょうの人間とけんあくになっては、にんむに差しさわりがでますので、りょうこうな感情をいだくように、調整されてもいます」


　まるで自分が物であるかのような言い方が少し気になったが、向こうの世界の常識は分からないしな。


「ふーん、そういうもんなのか」


「はい、だからわたしは、奏さんのことがだいすきですっ」


「な……」


　それは、あまりにストレートすぎる好意。


「どーしました？」


　いや、分かっている。こいつの好意は、例えるなら犬が飼い主に向けるそれであって、恋れん愛あい的な要素が皆かい無むなのは百も承知なんだけど、女の子の形──しかもありえない程ほどにかわいい──をした生き物の口から『大好き』なんてフレーズが飛び出せば、理り屈くつなんぞ吹ふき飛んでしまうのが、男という生き物なわけで。


「い、いや、なんでもない」


　赤くなりかけた顔を隠かくして、俯うつむきながら言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。さっき寝しん室しつで懲こりたばっかりだっていうのに、我ながら学習能力が無い。


「そうですか？　それでは、わたしに留守はすべておまかせ下さいっ」


　その言葉に、はっ、と現実的な思考へと引き戻もどされた。


　そうだ、さっきは何気なく学校行くとかいってたけど、俺はこいつに留守を預けなきゃならないんだ。優ゆう秀しゆうな奴やつと間ま違ちがって送られてきた、ダメダメな僕に。


「ほんとに大だい丈じよう夫ぶだよな……洗い物とかやり方わかるか？」


「はい、舐なめてもだいじょうぶなように、ぴかぴかにこすっておきます」


「いや、元から舐めても平気なもんだから……なんで便器みたいな言い方してんだよ」


　やっぱりこいつに任せるの、不安だな。俺の不在時に起こりそうな事態を、シミュレーションしておいた方がいいかもしれない。


「ショコラ、留守を預けるにあたっての、ちょっとしたテストだ」


「はい、どんとこいですっ」


　まずは軽いところから。


「急に雨が降ってきたら？」


「そとに出たくなくなります」


「お前の心境は聞いてねえよ！　洗せん濯たく物ものとりこんでくれよ！」


　しょっぱなからひどすぎる。


「新聞の勧かん誘ゆうが来たら？」


「せんざいだけもらってしめ出します」


「ひでえなお前！」


　次だ、次。


「オレオレ詐さ欺ぎっぽい電話がかかってきたら？」


「かみさまに、にせ札をおくってもらって、ふりこみましょう」


「事件が拡大すんだろうが！」


　……次。


「ナカジマが誘さそいに来たら？」


「やきゅうしますっ」


「すんなよ！　そもそもあいつはイソノしか誘わねえよ！」


「いまのは、奏さんのフリがふざけてたと思います」


「う……たしかにそうだな」


　ついつい悪ノリしてしまった。


「わかればいいです」


　ふふん、みたいな顔にイラッときた。なにか言い返してやろうと思ったが、そろそろ時間が厳しくなってきた。


「く、じゃあ、いってくる」


「いってらっしゃーいっ！」


　元気全開の見送りを背に受け、どうしようもない不安感を抱いだきながら、家を後にした。





　　　　２




「ぶひいいいいっ」


　昼休みの二年一組に、『リンチを受けている最中の豚ぶた』みたいな声が響ひびいている。


「ぶひいいいいっ」


　その声は苦痛に満ちており、まるで『リンチを受けている最中の豚』みたいだった。


「ぶひいいいいっ」


　声の主の顔には、ありとあらゆる負の感情が滲にじみ出ており、彼の受けている苦痛が、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいものである事を物語っている。その様子にあえてタイトルをつけるならば『リンチを受けている最中の豚』といった所だろうか。


「ぶひいいいいっ」


　都合十回の叫さけびを終えた『リンチを受けている最中の豚』──もとい俺は、虚うつろな表情を浮うかべたまま、教きよう卓たくからその身をおろした。





【選べ　①教卓の上で仰あお向むけになり『リンチを受けている最中の豚』の鳴き真似まね十回　②全身に荒あら縄なわを巻いた大だい子こさん（裸ら体たい）が出現、同じ恰かつ好こうをし、公開ボンレスハムプレイ】





　この選せん択たく肢しが出現した瞬しゆん間かん、マジで……いや、割とマジで屋上から飛び降りたくなったけど、『死因　豚の真似の拒きよ否ひ』じゃ、どうあがいても成じよう仏ぶつできそうにないので、なんとか思い留とどまって……やった。


「なんで……なんで俺がこんな目に……」


　そう、全すべては、全てはこの絶対選択肢のせいだ。こいつを排はい除じよする事ができれば、俺は平へい穏おんな人生を取り戻せる。


　その為ための条件も明示された。神から与あたえられるミッションをこなしていけばいいらしい。


　だが、その内容は『雪平ふらのを心の底から笑わせる事』……なんのこっちゃ。あまりに突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎて、まともに取り組む気になれない。


「……ん？」


　背後に人の気配を感じて振り向く。なんと当の雪平本人だった。彼女はいつもと変わらない無表情で、俺の肩かたにぽん、と手を置いた。


「甘草君、憧あこがれるその気持ちは分かるけど、今のはちょっとどうかと思うわ」


「憧れる？　一体なんの話だ？」


「いやね、私としても認めてあげたいのはやまやまだけど、そんなに甘いものじゃないのよ」


「悪い……お前が何を言いたいのか、全然わかんないんだけど」


「残念ながら、さっきのあれはブタックジョークとは認められないわ」


「そんなもんはこれっぽっちも目指してねえよ！」


　あれか、昨日、虫だの豚だの言ってたあれか……


「ちなみに、あなたは色白だから、ブラックブタックジョークではなくて、ホワイトブタックジョークに分類されるわ。つまりは白豚ね」


「いや知らねえから！」


「ちなみに、二つ名で表すと『白豚の小粋な笑時間ピツグス・シヨータイム』となるわ」


「お前よく真顔でそんな恥はずかしい事言えるな！」


「じゃあ逆に聞くけど、ブタックジョークじゃないなら、さっきの奇き行こうは一体なんなのかしら？」


「う……」


　言葉に詰つまる。どう説明したもんか……というか、そもそも理由が無いんだから、説明のしようがない。


　……待てよ、これは逆にチャンスか？　なんの理由もなく『リンチを受けている最中の豚』の鳴き真似をした、というよりも、ブタックジョーク（？）にチャレンジしてみた、っていう体てい裁さいにする方が、まだ傷が浅くて済むかもしれない。


「じ、実は、昨日のお前のが面おも白しろかったから、ちょっと真似してみようと……」


　即そく座ざに否定した後で、これはさすがに苦しいか？　探さぐるような視線を向けた俺に対して、雪平はなぜか、蔑さげすみの表情を返してきた。


「やっぱりそうだったのね」


「は？」


「まさかと思ってカマをかけてみたんだけど……私が毎晩夜なべして考えている、ブタックジョークを剽ひよう窃せつしようとしてたとはね」


　こいつ……一体何言ってんだ？


「これはもう、訴そ訟しように踏ふみ切るしかないレベルね」


「いやいや、別にパクろうとか、そんな気はないから」


「訴うつたえてやる！」


　某ぼうお笑いグループのネタ風に叫ぶ雪平。


「いやだから、別にあんなもんパク──」


「訴えてやる！」


　こいつ……絶対このフレーズが言いたいだけだろ。


「分かった、俺が悪かったから、もうやめよ──」


「訴えてやる！」


　うるせえええ！


「裁判長、裁判長を呼んでちょうだい！」


「いや、いないから。なんで『シェフを呼べ』みたいに言ってんだよ」


「いやー、食べた食べたっ」


　その時、狙ねらい澄すましたようなタイミングで遊ゆう王おう子じが出現。


　学食で昼を済ませてきたらしく、満足そうに腹をぽんぽんはたきながら教室に入ってきた。


「あら、ちょうどいい所に裁判長が戻ってきたわ」


「いや、どう見てもただの遊王子だろ……」


「ん？　なにやら面白そうな匂においがしますな」


　やばい、なんか更さらにめんどくさい事になりそうな予感が……


「裁判長、この輩やからは人様の知的財産を掠かすめ取ろうとした不届き者よ。厳正なる裁きを」


　知的財産ってお前……豚のジョークが知的財産って。


「よく分かんないけど、死し刑けいで」


「簡易裁判ってレベルじゃねーぞ！」


「決まりね。さっさと丸焼きにされるといいわ」


「俺は豚じゃねえから！」


　ツッコミを無視した雪平は、淡たん々たんと言葉を続ける。


「裁判長、今回の争点は二つ。一つ目はもちろん被ひ告こくが『有罪か無罪か』という点。そして二つ目は被告が『人間か豚か』という事よ」


「意味分かんねえ！」


「まとめると、被告は『有罪か豚か』という事になるわね」


「もっと意味分かんねえ！」


「甘草君、人間と有罪は、ある意味でイコールと言えるわ。なぜなら、人間とは他ほかの全ての生命を犠ぎ牲せいにした上で成り立っている業ごうの深い生き物……そう、言うなれば、その存在自体が罪なのだから」


「なんでちょっとかっこいい風に言ってんだ！」


「さあ裁判長、そろそろ判決の時よ」


「いや早いから。まだ何も議論してないから」


　というかそもそも、有罪か豚かなんて、話し合いでなにをどう決めろっていうんだ。


「んじゃ、豚で」


「豚じゃねえよ！」


「んじゃ、有罪で」


「有罪でもねえよ！」


「判決を覆くつがえすという、裁判長の温情に触ふれてなおこの態度……ふざけるのもいいかげんにしてもらえるかしら」


「いやオメエらだよ！　ふざけてんのはどう考えてもオメエらだよ！」


「でもなー。甘っちの豚の鳴き真似、教室の外まで響いてたし、いっつも犯罪的な事するしねー」


「う……」


　それを言われると返す言葉が無い。実際に軽犯罪レベルの事はやってる気がするし。


「そうよ。甘草君は、どことなく豚っぽいし、それとなく有罪っぽいのよ」


「ぽいって……完全にお前の主観じゃねえか」


「甘草君。たかが一個人が、完全なる客観性を以もつて誰だれかを裁けると思っているのなら、それはエゴよ」


「だからなんでちょっとかっこいい風に言ってんだ！」


「さあ選びなさい、甘草奏。豚としてブタ小屋で生きるか、人間としてブタ箱にぶち込まれるかを！」


「どっちもお断りだ！」


　いや、この二人の相手、もう勘かん弁べんしてほしいんですけど。


「コラァ！」


　その瞬間、ドアが開け放たれ、宴うたげ先生が教室内に侵しん入にゆうしてきた。


「げっ……」


　突とつ進しんするような勢いで俺に向かってきた先生は、問答無用で襟えり首くびを摑つかみ取る。


「甘草テメエ……教室に豚連れ込んで、ひたすら撫なで回してたそうじゃねえか」


「いやいや、ありえないでしょう。先生、自分の生徒をなんだと思ってんですか」


「ブタ専」


「なにデブ専みたいな感じで言ってんだ！」


「まあそれは冗じよう談だんとして、だ。一組から豚ぶたみたいな気持ち悪い声がする、ってタレコミが複数、職員室に寄せられてんだよ」


「それは……俺ですけど」


「だろ？　甘草クンよ、毎度の事だが、こんな面めん倒どう起こしといて無罪放ほう免めんじゃ、他の奴やつらに示しがつかねえよなあ」


　いや、その建前は分かってるけど、フリでいいんじゃないですかね。適当に痛めつけたフリして、生徒指導室にでも連れ込んでくれれば……って、なんかどんどん圧力が強まってきてるんですけど！


「おお……肉に食い込むこの感かん触しよく、懐なつかしいな」


　なんか小声で危ない事言いだしたよこの人！


「やべ……滾たぎってきちまったよ。これはちょっとやそっとじゃおさまらねえな」


　おかしいおかしい、こいつおかしいぞ！


「甘草。ま、そういう事だ」
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「いやどういう事だよ！　ぐええええっ！」


　なんかよく分からない内に、俺の意識は薄うすれていった。





「で？」


「で？　じゃねえよ！　他に言う事あるでしょうが！」


　生徒指導室。意識を取り戻もどした俺に対して、何事もなかったかのように話をしようとする担任教師に、俺の不満が爆ばく発はつしていた。


「大だい丈じよう夫ぶだ、人間はあれぐらいじゃくたばらない」


「そういう問題じゃないでしょうが！」


「あたしは絞しめに関してはプロだから、どこまでが安全なラインかは熟知してんだよ。昔は『縊くびり殺ころしの宴うたげ』とか呼ばれてたしな」


「任にん俠きよう映画のタイトルじゃねえか！」


　間ま違ちがっても国語教師につけられる二つ名じゃない……一体どこの世界にいたんだ、この人。


「つってもよ、あーでもしないと、あの場は収まらなかっただろうが」


「いや収まったよ！　むしろあんたが問題おっきくしてんだろうが！」


　昔を思い出して興奮するのは勝手だけど、こっちはいきなり首絞しめでオとされて、あやうくトラウマになりかけた。


　それを告げると宴先生は、珍めずらしく少し反省したような表情をみせた。


「まあたしかに、ちょっとやりすぎたかもな……うし、じゃあ特別にいい方法を教えてやる」


「いい方法？」


「ああ、『直近の五分間の記き憶おくを失わせるツボ』ってのがあんだ」


　うさん臭くさっ！


「まだ五分ぎりぎりくらいだろ。どうだ、さっきの忘れたいんなら試ためしてみるか？」


「いや、遠えん慮りよしますけど……ちなみにそのツボ、どこにあるんです？」


「ああ、後頭部なんだけどな。細かい場所は分かんねえから、ひたすら壁かべとか床ゆかに叩たたきつけるんだ」


「それはツボでもなんでもねえよ！」


　マジで何者なんだよこの人……しかし、この傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描かいたような人も、呪のろわれてた時期があるんだよな。


　宴先生が絶対選せん択たく肢しに翻ほん弄ろうされている姿なんて、想像できないけど……


「先生って、ほんとに呪のろわれてたんですか？」


　何気なく発した質問だったが、宴先生の体が、一いつ瞬しゆん、ぶる、と震ふるえたように見えた。


「ああ……実を言うとな、あたしの性格が少しばかり荒あらくなっちまったのは、呪いのせいだ。お前だったら分かんだろ？　あんなもんが四六時中頭ん中に降って来たら、そりゃ根こん性じようもひん曲がるっての。元々のあたしは、もっとおとなしくて、純情で、可か憐れんで……そう、一言でいえば、大和やまと撫子なでしこだった」


「噓うそくさっ！」


　脊せき髄ずい反射で声が出てしまった。


「んだとコラァ！」


　いや……そんな恫どう喝かつまがいな態度見せられて、信じろって方が無理な話でしょうが。というか、普ふ通つうに怖こわいんですけど。


「ったく……まあその話は置いておくとして、だ。昨日の空から降ってきたうんちゃらの件、あれからどうなった？」


　椅い子すにふんぞり返りながら聞いてくる先生。ああ、一応は気にしてくれてたのか。


　俺は、ショコラがうちへ住み着く事になった経けい緯いや、チャラ神との会話を事細かに報告した。


「やっぱりクソミッションもきやがったか……」


　話を聞き終えた先生は、表情を曇らせる。


「そうそう、あのミッションって一体なんなんです？　内容がアレなんで、まともに取り合う気になれないんですけど」


　雪平を笑わせるって、絶対選択肢と関連性がなさすぎるだろ。


「あれはな、ガチだぞ」


「は？」


　宴先生の雰ふん囲い気きが変わった。


「神や僕どもは適当だし、ミッションの内容もふざけてるとしか思えねえのがあったりするが、一回でもミスったら呪いは二度と解けない……そこはマジだ」


　硬こう質しつなその口調に、思わず息を呑のむ。


「なんで？　とか考えるのは無意味だ。ミッションが出た以上、何がなんでもこなすしかねえ。いいか甘草、死ぬ気でやれ」


　脅おどしや冗談じゃないのは、先生のその表情を見れば明らかだった。


「ま、今まで通りフォローは継けい続ぞくしてやるから、後はお前の頑がん張ばり次し第だいだ」


　さっきのの一体どこがフォローなんだよ、と心の中でツッコむが、それを口に出すとまたややこしくなるので自重する。


「で、肝かん心じんのミッション内容はなんなんだ？　ちっと携けい帯たい見してみ」


　その内容を確かく認にんした先生は、憐あわれみのこもった視線を俺に向けた。


「……かわいそうにな」


「え、ちょ、なんですかその、ガチで終わったな、みたいな感じは」


　宴先生のそのリアクションに、急速に危機感がつのっていく。


　でも、明日中に雪平を心の底から笑わせるって……すげえ無理っぽいんですけど。





「で、あるからしてー」


　午後の授業中、俺の視線は教室の真ん中あたり、雪平の席に向けられていた。


　雪平は軽く頰ほお杖づえをついて、教師の話に耳を傾かたむけている。相変わらずの無表情だが、その顔立ち自体はやはり、相当に綺き麗れいなものだった。


　いやいや、そんな悠ゆう長ちような事を考えてる場合じゃないだろ。明日までにあいつを大笑いさせなきゃ、えらい事になるんだ。


　呪いを解除した宴先生という実例が傍そばにいたからこそ、いつかは解けるもんだという希望があったからこそ、この一年、絶対選択肢の理り不ふ尽じんな要求にも耐たえてこられた。


　だが、ミッションに失敗して、一生解けないという事が確定してしまったら……人生終しゆう了りようのお知らせだ。


「くかー」


　後ろの席から、爆ばく睡すいする遊王子のいびきが聞こえてきて、意識が引き戻される。ノートに涎よだれをたらしながら、幸せそうに眠ねむりこけていた。


「ふふ……やった、ハンバーグだ……カレーライスもある」


　一体なんの夢見てんだ。子供か。


　このミッション、本能全開の遊王子が対象だったら、さぞかし楽だろうな。まあ、ないものねだり（とはちょっと違ちがうか？）をしててもしょうがない。再び雪平に視線を戻した。


　そもそも俺は、雪平が笑ってるのを見た事がない。


　ネタで悪ノリした時なんかは、声を荒げたり、オーバーなリアクションをとったりするけど、それが終わるとすぐさま無表情に戻ってしまう。


　その時、視線を感じたらしい雪平がいきなり振ふり向いて、もろに目が合ってしまった。


「う……」


　別にやましい事をしてた訳じゃないけど、じっと見ていたのを当人に察せられるのは、気き恥はずかしかった。


　雪平はそんな俺の心情を察したみたいに、すっと目を細めてから、黒板の方へと視線を戻した。


　そして授業終了後。一直線に俺の机に向かってくる雪平。


「甘草君、残念ながらいくら見ていても、私とあなたの関係性は変わらないわよ」


　これは……もしかして、俺が雪平の事を好きで、ずっと見てたと勘かん違ちがいされたか？


「い、いや違うぞ雪平、あれは決してそういうわけじゃ──」


「私は、あなたの妹にはなれないわ」


「……は？　一体なに言ってんだ？」


「実は、昨日放送されたアニメ『魔ま法ほう青年グリギュア５』の三百三十話で、新しい魔法道具『お兄ちゃんだいちゅきメガネ』が登場してね。その効果が、『装着して他人の背中を凝ぎよう視しすると、その人物が誰だれであろうと妹に変化する』というものだったのよ」


　トンデモ設定だった。そんなアニメがよく三百回以上続いているな……


「ちなみに百歳のおじいさんが妹に変化して、主人公とイチャイチャしだしたわ」


「どこに需じゆ要ようが存在すんだそれ!?」


「私はてっきり『お兄ちゃんだいちゅきメガネ』を入手した甘草君が、私を妹化させようとしてるもんだとばっかり」


「魔法道具なんて現実にあるわけねえだろ！」


「だってほら、男の人が三十歳を超こえてアレだと、魔ま法ほう使つかいになるって言うじゃない」


「人の未来決めつけんのやめてもらえませんかね！」


　ふざけまくりな発言とは裏腹に、雪平の顔は無表情のままだ。


　こいつを大笑いさせるって……ものすげえ無理っぽいんですけど。





　　　　３




「ただいま……ってあれ？」


　家に帰ってみると、ショコラの姿が無かった。あいつ、留守は任せろとか言っていたのに、勝手に外に出たのか……


「ま、いいや」


　今はショコラどころじゃない。早さつ急きゆうに、雪平を笑わせる方法を考えなきゃな。





「……駄だ目めだ」


　夕食を作っている最中、ずっとその事ばかりを考えていたが、まったくもってなにも浮うかばない。


　そもそも、お笑い芸人でもなんでもない俺に、いきなり人を心の底から笑わせろ、なんて土台無理な話だ。


　まあ宴先生の言う通り、何がなんでもこなすしかないわけなんだけど、これ別に気合いとか根性入れて、どうにかなる問題でもないしな……


　軽くため息をつきながら鍋なべの火を止めた瞬しゆん間かん、狙ねらったようなタイミングでショコラが帰ってきた。


「ただいまですっ」


「おお、どこ行ってた……って、なんだその荷物？」


　勢いよくリビングに飛び込んできたショコラの背には、パンパンに膨ふくらんだリュックサックが背負われていた。


「ふらのさんを笑わせるためのグッズです。奏さんのために、いちにちかけて、あつめてきましたっ」


　嬉うれしそうに、リュックを床に降ろす。


　まあこいつが準備したって時点で期待度はかなり薄うすいんだが、何も思いついていない現状、藁わらにもすがりたい心境だった。リュックに手を伸のばして中身を確認しようとしたが、


「ん……なんですかこのいい匂においはっ」


　キッチンの方へ目を向けたショコラが鼻をくんくん、と鳴らす。


「ああ、夕飯のポトフだけど」


「ぽ、ぽとふ……この家ではそんなナウいものが出るんですかっ」


　ナウいなんて実際に口にした奴やつ、初めて見た。そもそも純じゆん朴ぼくな家庭料理であるポトフに、ナウい要素は一つもないと思われるが。


「まあリュックの中見てから……いや、先に飯にするか」


「そうしましょうそうしましょうっ」


　こんなお預けをくらった犬みたいな表情をされたら、落ち着いて確認なんかしてられない。


「はむ……ほああ……これは……なんというか……すごく……ぽとふですねっ」


　うちのわんこは、ボキャブラリーが恐おそろしく貧困だった。まあ、味に満足しているのは、その緩ゆるんだ頰ほおを見ていれば十二分に伝わるけど。


「で、そろそろそのリュックの中を見せてもらいたいんだけど」


「あ、そーですね。ふふふ、ではいきなりとっておきを出しちゃいましょう」


　リュックの外ポケットに挟はさまっていた、一冊の本を手て渡わたしてくる。


『女の子の笑え顔がおをゲットする十の方法　～これで君もモテモテキングだ！～』


　……それはもう、全力でうさん臭くさかった。そして、サブタイトルのセンス自重。


「どれどれ」


　こういう類たぐいの本は十中八九、役に立たないもんだが、いくらショコラとはいえ、せっかく買って来てくれたものを、見もせずにつっ返すのも何なので、パラパラと捲めくってみる。


　随ずい分ぶんとイラストが多いが、それなりに分厚く、最後まで読むのはちょっと骨が折れそうだった。


　目次


《①　君、かわいいね。と褒める》


　いきなり随分とストレートな内容だけど、たしかにこう言われて、悪い気のする女の子はいないだろうな。


《解説　もし、相手の女の子がかわいくなかった場合は、ちょっとおどけた感じで『君、かわいいね（笑）』とか言ってみましょう》


　失礼にも程があるだろ！


《②　比喩を使って褒める》


　①の応用編か。まるで向日葵ひまわりみたいな笑え顔がおだね、とか、そういう事だろうか。ちょっと恥ずかしいけど、上手い事言えれば女の子は喜びそうだな。


《解説　馬面の女の子の場合の例『ヘイ彼女！　まるで人にん参じん追いかけてそうな顔だね！』》


　怒り狂うわ！


《③　とにかく相手の望む事をしてあげる》


　これはちょっとどうだろうか。ケースバイケースだと思うんだが。


《解説　まあその先に待っているのは、幸せとは限らないですけどね……》


　じゃあ書くなよ！


《④　まず、自分が笑ってみる》


　お、これはなかなかに深い内容かもしれない。たしかに自分が楽しくもないのに、周りの人間を笑顔にできるわけないよな。


《解説　ちなみに筆者が、夏場にコートとサングラスを着用して、幼女の前でこれを実践した所、泣き出してしまいました》


　ただの変質者じゃねえか！


《幼女の泣き顔……ハアハア》


　おまわりさんこっちです！


《⑤　お金をあげる》


　駄目だろ！　これやっちゃ駄目だろ！　そりゃ、一時的には笑顔になるかもしれないけども。


《解説　この方法で得られる笑顔は百パーセント偽物です》


　こいつこの本の趣旨分かってねえだろ！


《⑥　尻をひたすらひっぱたく》


　いやいやいや、いきなり何を言い出してんだ、これ。


《解説　筆者の嫁はこれをすると、無条件で笑顔になります》


　ドＭエムってレベルじゃねーぞ！


《ただ、僕もどっちかと言えば、ひっぱたくより、ひっぱたかれたい方なんですよね……》


　勝手にひっぱたき合ってろ！


「なんだこの本……」


　なんかもう、うんざりしてきた。この先の内容に、もう全く期待を持てないが、ここまできたんだから、一応最後まで目を通す事にする。


《⑦　『笑えば、いいと思うよ』って言ってみる》


　パクりじゃねえか！


《解説　普段無表情な彼女が、『こういう時、どんな顔すればいいのか分からないの』と聞いてきた時には、こう返してみましょう》


　断じてねえよそんな状況！


《⑧　来年の事を話す》


　鬼おに限定じゃねえか！　さっきのといい、使える範囲狭せますぎだろ！


《解説　鬼にしか効かないと思われがちなこの方法ですが、女性は皆、心の中に鬼を飼っているものです》


　ものです、じゃねえよ！　なんでちょっとうまい事言った、みたいにしようとしてんだ！


《⑨　笑って……》


　なんだこれ？　今までで一番意味不明だ。首をかしげながら解説に目を通す。


《解説　いいとも！》


　お前もうやる気ねえだろ！


《⑩　くすぐる》


　なめてんのか！


「即そつ刻こく絶版にしろ！」


　怒いかりのあまり、その本を床ゆかに叩たたきつけていた。


「あれ、さんこーになりませんでした？」


「ああ、一ミリたりとも役に立たない」


　というか、商品として流通してる事自体が奇き跡せきだろ。出版社、ちゃんと仕事しろ。


「そうですかー？」


　ショコラは床に投げ出された本を拾って、興味深げに目を通している。


「な？　下らないだろ？」


　あの内容をどうやって三百ページ超ちように膨らませているんだろうか。むしろそっちの方が気になった。


「いえ、おもしろいですよー、秘技『くすぐり四十八手』とか、ぜんぶイラストが入ってます」


　なんだそれ……しょーもな。


「もういいや。俺、シャワー浴びてくるから」


　なぜだか目を輝かがやかせているショコラに声をかけて、リビングを後にした。





「おいおい……まだ読んでるのかよ」


　シャワーを終え、タオルで頭を拭ふきながらリビングに戻もどってきても、ショコラはまだ夢中になっていた。


　あの本にそんな価値があるとは思えないが、別に止める理由もないので、ソファーに腰こし掛かけて、テレビの電源を入れる。


　未み開かい封ふうのリュックの中身を確かく認にんしようかとも思ったが、とっておきがあの本では、見るだけ時間の無む駄だだろうな。


　何かの参考にならないかと、お笑い番組にチャンネルを合わせる。


「……ぷっ」


　内容は、芸人を集めたオーソドックスなトーク番組だったが、やはりプロは面おも白しろい。が、これを流用してそのまま雪平に話しても、絶対に面白くない。


　なんていうか、笑いってのは、ネタだけじゃなくて、そこに至るまでの雰ふん囲い気き作りだったり、間だったり、複合的な要素が合わさって生み出されるもんだと思う。俺にそのセンスがあるとは思えなかった。


　じゃあどうやって雪平を笑わせればいいんだ？　結論の出ない思考が、頭の中でぐるぐるとまわり始めた時、いきなり何者かの手が、肩かたに置かれた。


「ん？　ショコラか」


「奏さん、わたしはくすぐり四十八手をますたーしてしまいました。じっさいに試ためしてみたくてしかたありません」


　不敵な笑みを携たずさえて、ソファーに飛び乗ってくるショコラ。


「そして、これはいいすきんしっぷの機会でもあります」


「スキンシップ？」


「そうです、わたしがこんなにお役に立ちたいとのぞんでいるのに、いまいち奏さんがそっけないのは、表面的なおつきあいしかしてないからだ、という事がわかりました。もっとなかよくなるためには、肌はだとはだとのふれあいが必要です」


　なんでそんなわけの分からん結論に至るんだ。俺がそっけないのは、単純にお前の相手してると疲つかれるからなだけで──へ？


　いきなり体をぐるん、と裏返され、腋わきの下に両手を突つっ込まれて拘こう束そくされた。


「ちょっ、お前何してんだ、離はなせ……って力強っ！」


　大子さんや宴先生も大たい概がい怪かい力りきだったが、これはまるで次元が違ちがう。体自体はぷにぷにしてるのに、万力もかくやと言わんばかりの、ガッチリした締しめ付けだった。


　というかそんなのは実はどうでもよくて、胸が……胸が背中に当たってる！
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「ふふ、ていこうしても無駄ですよ」


　おまけに、なんだこの匂においは……甘い、ただひたすらに甘い。そのえもいわれぬ香かおりに、脳が溶とけていくような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう……理性が……やばい……


「お、いい感じにひょうじょうがゆるんできましたね、奏さん」


　待て待て待て！　落ち着け、俺！　こいつは見た目こそ女の子だけど、得体の知れない異界の生物で、人間じゃなくて、しっぽ振ふって寄ってくる犬みたいなもんで……そうだ、犬だ犬！　こいつは単なる犬だ。


　ペットに興奮してどうすんだ。飼い主たる俺が、ちゃんとしつけなければ。


「おいショコラ、離せ、これは命れ──あふっ！」


　俺が体をよじった事で、腋の下から伸のびているショコラの手が乳ち首くびに触ふれ、変な声が出てしまった。


「ふふ、それではかいしします。まずは『ワキガ崩くずし』」


「いやちょっと待──ぶははっ」


　腋の下をひたすらまさぐられる俺。


「いいですね、つづいて『乱れ裏ボタン』いきますっ」


「シ、ショコラ、やめろって言って……ぎゃははははっ！」


　ソファーの上で悶もだえまくる俺。


「これはちょっとすごいですよ、『菊きく座ざ一文字』っ！」


「おま、ちょ、そこは駄だ目めひゃははははっ！」


「ふふ、本当のすきんしっぷはここからです」


「いひ……いひ……いいかげんにいひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ！」





「あはは……あは……あはははは」


　十数分後。床に寝ね転ころがった俺は、とてつもない多幸感に包まれていた。


　笑った。こんなに笑ったのはいつ以来だろう。


「あはは……ショコラ……笑うって、素す晴ばらしい事だよなあ」


「か、奏さんが、ふだんよりあぶない感じになってしまいました」


　駄目だ、全身の力が抜ぬけて、ツッコむ気力すら起こらない。


　というか、眠ねむい。ただひたすらに眠い……このまま眠っちゃおうかな……いや、駄目だ、雪平を笑わせる方法、何も考えついてないぞ……そうだ、雪平にもこれをやってやればいいんだ……俺はミッションをクリア出来るし、雪平は気持ちよくなれるし、一石二鳥じゃないか……あ、でも俺がやったらセクハラになっちゃうな……かわりにショコラにやってもらったらクリアになんないよな、やっぱり……ああ、それにしても眠い……眠い……





　　　　４




「た……痛っ！」


　痛みで目が覚める、というのは初めての経験だった。


「ここは……リビング？」


　なんでこんな場所で寝ねてるんだ？　昨日の夜は……ああそうか、ショコラが『くすぐり四十八手』とか、わけの分からない事やりだしたんだった。それで気持ちよくなって寝ちゃって……いや、そこまでは思い出したけど、なんでこんなに体が痛いんだ？


「く……」


　軋きしみをあげる全身の筋肉に活を入れながら、テーブルまで歩を進め、その上に置いてあった『女の子の笑え顔がおをゲットする十の方法　～これで君もモテモテキングだ！～』に手を伸ばす。


　原因はこれしか考えられない。『くすぐり四十八手』のページをめくっていく。その最後の所に、赤字で注ちゆう釈しやくがあった。


　※注意！　この四十八手を極きわめると、えも言われぬ快感が得られますが、気持ちよくなればなった分だけ、副作用が襲おそってきます。


　なんだよそれ……めちゃくちゃだな。そしてその横に、ウインクした萌もえキャラクターのセリフが入っていた。


『世の中、そうそう上手うまい話は無いって事だゾ』


「だゾ、じゃねえよ！」


　イラッときた、最高にイラッときた！　後で苦情の電話を入れてやる。一体これ出してんの、どこの出版社だ。


　本の背表紙を見れば、そこには『ＵＯＧ出版』との表記。


「お前か！」


　反射的に、本を壁かべに投げつけていた。


「てか今何時だ……げっ」


　壁の時計に目をやれば、いつもならもう家を出るような時間だった。く、今まで朝あさ寝ね坊ぼうなんかした事ないのに……仕方ない、今日は朝飯抜きだ。


　ショコラを起こしに行っている余よ裕ゆうはない。どうせ呑のん気きに眠りこけているだけだろうから、放置で問題ないだろう。悲鳴をあげる体に鞭むち打うちながら、なんとか着き替がえを済ませる。


　昨日ショコラが俺にかけた技わざは、せいぜい十数個（俺が覚えている限り）だったはずだ。それでこの痛みなんだから、フルコースをくらったら一体どうなるんだ……その想像に身を震ふるわせながら、廊ろう下かへと出る。


　持続性はないのか、すでに痛みが和やわらいできてるのが、不幸中の幸いだった。


「……そういえば、あったなこんなの」


　例のリュックサックが、玄げん関かん口に置いてあった。やたらに丸っこい文字で書かれたメモが貼はり付けられている。


『これでふらのさんも、どかーん、ですよ、どかーんっ！　　ショコラ』


　なんていうかその、とても頭の悪そうな文章だった。


　中身を確かめてみようかとも思ったが、それは今にもはち切れそうにパンパンで、開けた瞬しゆん間かんに破は裂れつしそうな勢いだった。


　まあ、なにも無いよりはマシか。ずしり、と肩にかかる重みを感じながら、玄関のドアを開けた。





「やっぱり……駄目だな」


　登校中、面白いネタはないかと考えていたが、結局、教室に着くまで何も思いつかなかった。ドアを開け、中を見み渡わたすと、窓まど際ぎわに佇たたずんでいる雪平が目に入る。


　さて、どうしたもんか、と思いつつ近寄っていくと、前まえ触ぶれもなく、いきなり振ふり返った。


「あら甘草君、おはヨーグルト」


　……すっごい反応に困る挨あい拶さつだった。


　これは、どうすればいいんだ？　ツッコむか、何事もなかったかのように流すか。


　いや普ふ段だんの俺ならどっちかにするだろうけど、今日は雪平を大笑いさせなきゃなんないんだ。ボケて返すくらいの意気込みが無いとまずいだろう。


「おいおい、それはモウ古いんじゃないか……モウ」


　乳製品のヨーグルトと、牛の鳴き声をかけてみた。


　雪平は、一いつ瞬しゆんだけ意外そうな表情を見せた後、真顔になって俺の瞳ひとみを見み据すえた。


「それはちょっとないと思うわ」


　……バッサリ切り捨てられた。


「甘草君は、乳製品のヨーグルトと、牛の鳴き声をかけたわけよね」


「冷静に解説すんのやめてもらえませんかね！」


「しかも、ちょっと分かりづらいと思ったのか、最後にもう一回言うという、実に痛々しい努力をしているわ」


「お前ひでえな！」


「さらに、微び妙みように恥はずかしくなったのか、二回目を言う前にちょっと躊躇ためらっていたわね。男子高校生の照れなんて、全世界のどこにも需じゆ要ようが有りはしないのに」


「あの……もう勘かん弁べんしていただけないでしょうか」


「そう、ではこれぐらいにしておきましょうか。それにしても、牛でモウっていうセンス……（笑）としか言いようがないわね」


「お前のも大して変わんねえだろうが！」


「あら、失礼ね。私のはコロコ○コミックによって、正式な挨拶として認にん定ていされてるから、ちゃんと辞書にも載のってるわよ」


「子供が信じたらどうすんだ！」


　雪平は、朝一から絶好調だった。





「雪平」


　一時限目の授業終しゆう了りよう後、一直線に雪平の机に向かう。タイムリミットは今日一日。出鼻をくじかれたからといって、躊躇ってる暇ひまはない。


「あら、どうしたの甘草君」


「あのな、ちょっと見てほしいものがあるんだ」


　雪平は、急に顔を赤らめてもじもじし始めた。


「え……やめてよ。その、こんな……昼間から」


「断じてお前が想像してるようなもんじゃねえよ！」


「あら、残念ね」


　一瞬にしてしれっ、とした表情に戻もどる雪平。


「で、何を見せてくれるのかしら？」


「その……一発ギャグなんだが」


　訝いぶかしげな表情を見せる雪平。そりゃそうだ、言ってる俺だって、なんでこんな事してるのか、分かってないんだから。


「ほら、俺っていつもツッコんでばっかりだろ？　それだけじゃつまんないから、たまにはボケてみようかな、と」


　なんとかそれらしい理由をでっちあげてみる。


「なるほど、その結果が今朝の大だい惨さん事じというわけね」


「……傷に塩すり込むの、やめてもらえませんか」


「分かったわ。では、その史上最強に面おも白しろい一発ギャグ、とやらを拝見させてもらいましょう」


　……なんで勝手にハードル上げてんですか、この人。


「ではどうぞ、甘草奏さんで『産まれたての仁に王おう像』」


「出来るかそんなもん！」


　く、駄だ目めだ。自分のペースでやらなくては。


「い、いくぞ『鳴いている途と中ちゆうで、地理に目覚めたオットセイ』」


「ぱちぱちぱち」


　無表情のまま、擬ぎ音おんを口で発する雪平……なんか馬ば鹿かにされているような気分だが、やるしかない。一時限目をフルに使って考え抜いた、とっておきのネタだ。俺は地べたに這はいつくばって上半身だけを反り上がらせた。


「オウオウオウッ！　オウオウ……オウッ！　オウウ、おうう、奥おう羽う山脈っ！」


「…………」


　場が、いたたまれない沈ちん黙もくに包まれた。


　数秒後、雪平がいつにも増して無機的な感じで言葉を発した。


「甘草君は、おとなしくツッコミをやってればいいと思うの」


　うん……自分でもそう思います。


「でも雪平、率そつ直ちよくな意見を言ってくれた方が、今後の参考になる」


「つまらないわ、死んだ方がいいと思うの」


「そこまでかよ！」


　……ミッション、達成ならず。





　二時限目終了後。


「雪平、ちょっと見てくれ」


　俺は、懲こりずに雪平の机に向かっていった。


「なかなかに強きよう靭じんな精神力をしているわね」


　雪平はちょっと感心したように俺を見た。そりゃそうだ、なんたってこれをこなさなきゃ、絶対選せん択たく肢しと一生付き合う羽目になるんだから。


「で、今度はどんな山脈ネタをみせてくれるのかしら」


「いや、あんだけ滑すべったんだから、もう似たようなのはやらんて」


「一体どうしたの？　甘草君が山脈以外の事を考えるなんて、信じられないわ」


「いや、なんで俺、山脈フェチみたいな扱あつかいになってんだよ」


「でも甘草君、この前『ハア……ハア……やべえよ、雪平。俺、もう単なる山じゃ満足できねえよ。山脈じゃねえと興奮できねえよおっ！』って言ってたじゃない」


「どんな変態だ！」


　結局いつものノリになってしまう。やはり、ツッコミをしている方が性に合っていると思うが、こんな慣れない事をするのも今日限りだ。


　とっとと笑わせて、終わりにしてやる！


「実は、『産まれたての仁王像』をやってみようかと」


「……甘草君、勇気と無む謀ぼうは違ちがうのよ」


「いや、これ提案したの、あんたですからね」


「まあ、自らすすんで死にたいというのなら、私に止める権利はないわけだけれども」


　く……だがこの五十分、考えに考え抜ぬいて、いける、と確信したんだ。自分を信じろ！


「ズゴゴゴゴゴゴ、ズゴゴゴゴゴ。オッス、我、仁王像。たった今、産まれたところである。ズゴゴゴゴ、ズゴゴゴゴゴ」


「…………」


　場が、再びいたたまれない雰ふん囲い気きに包まれた。


　……俺よ、なんでこれがいけると思ってたんだ。


「甘草君、やっぱり仁王像は黙だまっていた方が素す敵てきだと思うわ」


　扱こき下ろされるかと思ったが、雪平のコメントはだいぶマイルドだった。


「そして、甘草君も黙ってればいいと思うわ、一生」


「あ……はい……なんか、すんませんでした」


　……ミッション、達成ならず。





　三時限目の体育終了後。


「はあ……はあ……雪平……はあ……俺の……を見てくれ」


　ダッシュで教室に戻ってきた俺の息は、乱れに乱れていた。


「甘草君、穴抜けのセリフが、いい感じに変態チックになってるわよ」


「それは……奇き遇ぐうだな……これからやるのも……変態がモチーフだからな」


「なるほど、甘草君のありのままを見せようというわけね。下手へたにネタをやるより、面白いかもしれないわ」


　ツッコみたいのを我が慢まんして息を整える。今はネタに集中だ。


「いくぞ、『変態からの電話』」


　いけるはずだ……これはいけるはずだ！


「お、お姉ちゃん、今何色のパンツはいてんの？　え？　恥ずかしい？　いいじゃねえか、減るもんじゃないんだしよ。え？　人に聞く前に自分が言えって。ぐふふ……そんなんノーパンに決まってるだろ！　なんせ僕ちゃん変態だから！」


「…………」


　場が、三度いたたまれない雰囲気に包まれた。


「甘草君、おもしろいとか、つまらないとか言う以前に……気持ち悪いわ」


「……ごめんなさい」


「そしてやっぱりつまらないわ」


「……ごめんなさい」


「というか、オチは？」


「……ごめんなさい」


「つまり、まとめると？」


「……ごめんなさい」


　……ミッション、達成ならず。





　その後、四限後、昼休み、五限後、六限後と玉ぎよく砕さいし、全く成果があがらないまま、帰りのホームルームが終わってしまった。


　まずい、まずいぞこれは！　焦あせる気持ちを抑おさえ、帰り支じ度たくをしている雪平を呼び止めた。


「雪平、ちょっと待ってくれ」


「甘草君、悪いんだけど私、この後行くところがあるから、失礼するわ」


「え？」


　言うが早いか、雪平は鞄かばんを手にして、すたすたと歩いていってしまった。


「おい、おいちょっと待……」


　呼び止めようとして、はたと動きが止まる。今、思いついてるネタをやった所で雪平が笑うか……ＮＯだ。


　だがどうする……途と方ほうに暮れて視線を下に移すと、机の脇わきにかけてあったリュックサックが目に入った。そうだ、完全に忘れてたけど、まだこれがあった。


　リュックを肩かたにかけ、雪平の後を追って教室を出た。


　雪平は、教室を出て右手にある、昇しよう降こう口への階段には向かわずに、廊ろう下かの反対側に歩いていった。行く所って、校内のどっかなのか？


　こちらに向かって来る生徒の合間を縫ぬって、雪平を追つい跡せきする。


　雪平は七組と八組の間辺りまできた所で立ち止まる。そして、やたらに周りの様子を気にし始めた。俺は気づかれないよう、壁の陰かげに身を隠かくす。


　この時間は誰だれもが帰宅や部活といった目的を持って動いている事もあってか、俺以外に雪平に注目してる人間はいない。


　雪平は、足早に階段を上っていった。少し間を開けて俺も続く。


　階が違っても基本的な位置取りは同じなので、上がった先は三年七組と八組の間。左右に続く廊下を見み渡わたしてみたが、雪平らしき人ひと影かげはなかった。


　どこかの教室に入ったんだろうか。でも、雪平は部活に入ってないはずだし、三年生に知り合いなんているのか？


「あと、考えられるとすれば……」


　視線を上に向ける。そこにあるのは、屋上へと続く階段だ。だが、屋上は安全上の問題から立ち入りが禁止されているはずだし、この階段の前にも生徒の侵しん入にゆうを阻はばむ赤コーンと、黒・黄二色のバーが設置されている。


「ん、なんだ？」


　その階段に積もる埃ほこりの中、何者かの靴くつ跡あとがくっきりと残っていた。それも一つじゃなく、複数。


　でも、わざわざこんな場所に立ち入ろうとする奴やつが、そう何人もいるとは思えない。


　つまり、一人の人間が、数回にわたってこの階段を利用してる可能性が高いって事だ。


　そして、状じよう況きようを考えればその人物は、雪平以外考えられない。俺はバーを乗り越こえて、階段を上っていく。


　屋上へと続く鉄製の扉とびらは、だいぶ古ぼけた感じだった。そこには大きく『立ち入りを禁ず』との張り紙がしてあった。


　ノブを回してみる。ガチャリ、という音と共に阻まれる。侵入した雪平が、向こう側から施せ錠じようしてるのか？


「ぬおおっ」


　力任せに捻ひねってみるが、扉はびくともしない。


　く……雪平が出てくるのを待つか？　いや、そんな悠ゆう長ちような事してる場合じゃ──





【選べ　①「フハハハハッ！　禁きん忌きにして堅けん牢ろうたる魔ま界かいへの扉よ！　我に屈くつ服ぷくし、その戒いましめを解き放つがいい！」　②「おおーよしよし扉ちゃん、いい子でちゅからボクの事通してくれまちぇんかね～」】





　なんだこれ……言えってのか？　こんなこっぱずかしいセリフを？


　まあ、言うしかないわけですが。


　念のため、下の方に注意を払はらう。人の気配は無い……よし。


「フハハハハッ！　禁忌にして堅牢たる魔界への扉よ！　我に屈服し、その戒めを解き放つがいい！」


　俺の声が残ざん響きようした後、場が沈黙に満たされた。


「きっついな……これ」


　誰も聞いていないのが、逆に恥はずかしかった。微び妙みように顔を赤らめながら、ノブに手をかける。


　ガチャリ。


「開かねえのかよ！」


　こいつ、完全におちょくってやがる。見てろよこのクソ選択肢、お前なんか、絶対に叩たたき出してやるからな！


　その為ための第一歩として、まずはここを突とつ破ぱしなくては。やっぱり、力ずくでこじ開けるしか──


「お？」


　再びノブに手をかけた時、ぼろり、と落っこちた。これは……選択肢の行動による結果なのか、それとも単なる老ろう朽きゆう化かなのか。


　まあ理由はともかくとして、道は開かれた。俺は扉を開けて、屋上へと侵入する。


「おお」


　思わず感かん嘆たんの声をあげる。


　すごい見晴らしだった。広大な校庭はもちろんの事、高台という立地条件が手伝ってか、街の様子が一望出来る。なんかちょっとした展望台みたいだった。


「って、今はそんな事どうでもいいんだ、雪平は？」


　校舎の大きさに比例して、屋上はかなりの面積を誇ほこっていたが、視界を塞ふさぐ遮しや蔽へい物の類たぐいは一いつ切さい存在しなかったので、雪平はすぐに見つかった。


　しかし、なんだか様子がおかしかった。地面に四し肢しをつき、がっくりとうなだれている。端たん的てきに言えば、四つん這ばいだ。まるでお手本のようなorz状態。


「おーい、雪平」


　遠くから声をかけてみたが、全く気が付く様子がない。


「雪平ーっ」


　少し近づいて強めに言ってみたが、反応なし。


「どうして……どうして私ってこうなんだろ……」


　すぐ傍まで近寄っても、俺に気が付く様子もなく、ぼそぼそと何事かを呟つぶやいている。


「あれはない……一昨日おとといのあれはないよ。なんでＭＣの子にあんなひどい事しちゃったんだろう……いくらおっぱいが小さいの馬ば鹿かにされたからって……でもあの時は、みんなが聞いてるからすごく緊きん張ちようして頭が真っ白になっちゃって……ううー、ごめんなさいごめんなさいっ、やっぱり私に校内放送なんて無理だったんだよお……」


　強きよう烈れつな、違い和わ感かん。


「なんで……なんで私はいつもこうなっちゃうんだろう……特に甘草君にはいつもとんでもない事言っちゃって……ああもう、絶対変な子だと思われてるよお……この一人反省会、週に一回じゃなくて、もっとやった方がいいのかなあ」


　これは……本当に雪平なんだろうか。


「でもでも、甘草君だって悪いよね。普ふ段だんはまともっぽいのに、唐とう突とつにおっぱい触さわってとかエッチな事言ってくるし、いきなり脱ぬぎだしたりするんだもん。今日だってなんかいつにも増して変だったし……ほんとはもっと普ふ通つうにお話ししたいのに……というか私、なんでこんなに甘草君のことばっかり考えてるんだろ……」


「おーい、雪平」


　その肩を、ちょんちょんとつついてみる。


「ほら、今だって、いもしない甘草君の声が……」


「いや、いるけど」


「はは……私、今日は一段とまいってるみたい」


「いや、だからいるって」


　地面に向けられている雪平の顔面の前に手をかざして、ぶんぶんと振ふってみる。


「……へ？」


　ようやく顔をあげる雪平。


「おっす」


　目が合った。


「…………」


「あの、雪ひ──」


「きゃあああああああああっ！」


　まるでこの世の終わりでも訪おとずれたかのような悲鳴を発した雪平は、尻しりをついたまま、ずぞぞぞぞ！　と物もの凄すごい勢いで後ずさった。


「お、おい……」


「な、ななななんで、あまま、甘草君が……」


「いや、雪平に用があったから、ちょっと追いかけてきたんだけど……まずかったか？」


「ままま、まずいとか、そ、そういう問題じゃなくてね、ま、まさか……見たの？」


「見たって……四つん這いで色々呟いてたあれか？」


　ぼふん、という謎なぞの音と共に、雪平の顔が茹ゆでダコみたいに紅潮し、その直後、ばたりと倒たおれこんだ。


「ど、どうした大だい丈じよう夫ぶか雪平っ！」


　慌あわてて雪平に駆かけ寄って、揺ゆり動かす。


「う……うん……」


　よかった、完全に意識を失っているわけじゃなさそうだ。悪いとは思ったが、抱かかえ起こして、気付け代わりに、頰ほおを軽くぺちぺちと叩く。


　それを何回か繰くり返した結果、雪平の目が、うっすらと開いた。


「お、よかった。平気か、雪平」


「え……え？　え？　甘草君？　私？　え？　え？……………………っ!!」


　抱だきかかえられているという現状を認にん識しきしたらしい雪平の体が、急にわなわなと震ふるえだした。


「う……う……」
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「う？　どうした、何が言いた──へ？」


「うひゃああああああっ！」


　顎あごのあたりに強烈な衝しよう撃げきを受けて、俺の意識は弾はじけ飛んだ。





「……ん？」


　意識が、覚かく醒せいする。


「あら、ようやく目が覚めた？」


　腕うでを組んで、俺を見下ろす雪平の姿が目に入る。


「雪平……あれ、俺どうしてこんな所にいるんだ？」


　ああそうだ、雪平を笑わせなきゃなんないから、屋上まで追ってきて……


「あれ、それからどうしたんだっけ？」


　なんか、とてつもなく衝撃的なものを目にした気がするんだが、頭の中に靄もやでもかかっているみたいな感じで、記き憶おくがうまく結びつかない。


「一体何が……って、痛っ！　なんだこれ、痛っ！」


　何気なく手をやった後頭部。そこには尋じん常じようじゃなく巨きよ大だいなたんこぶが出来ていた。


「ああ、それは私があなたの後頭部を、ひたすらコンクリートに打ち付けた結果よ」


「オメエ一体なにしてくれてんだ！」


「ごめんなさい。前に道どう楽らく先生が教えてくれた、『直近の五分間の記憶を失わせるツボ』をちょっと試ためしてみたの」


「あいつ教師辞やめろよもう！」


　そういえば、昨日たしかにそんな事言ってたけど、あんな下らないの、他ほかの奴にも教えてたのか……というかこれ、ツボとかそういう問題じゃなくて、力ずくで脳のう細さい胞ぼう殺してるだけだろ。


「甘草君、実はこの屋上には先客がいてね。ほら、噂うわさくらいは聞いた事あるでしょう、五組の山やま戸と君と座ざ裸ら君。あの二人がここで、いかがわしい行こう為いに耽ふけっていたのよ」


「マジか！」


　噂うわさ話ばなしの類にあまり興味のない俺でも聞いた事があった。二年五組に、あまりにも仲が良すぎる、男子二人がいると。


　二人とも美形だという事も手伝って、一部の女子が興奮気味に囃はやし立ててるらしいけど、まさか本当にそうだったのか……


「ええ、それを目もく撃げきしたあなたは、ショックのあまり、泡あわを吹ふいて倒れてしまったのよ。このままでは生しよう涯がいにわたるトラウマになりかねない、と判断した私は、二人にお願いして場所を移してもらい、荒あら療りよう治じを断行したというわけよ」


「そうだったのか……そいつは助かった……のか？」


　そりゃ、そんな記憶はもちろん脳内から消去したいに決まってるが、その代だい償しようとして、このたんこぶはどうなんだろう。


「……よかった、成功してるみたい」


「は？　なんか言ったか？」


「……なんでもないわ。ごめんなさい、ちょっとやりすぎたみたいね」


　その一いつ瞬しゆん、雪平の表情が、見た事のないような憂うれいを帯びた気がしたが、すぐにいつもの調子に戻もどっていた。


「で、こんなところまで私を追ってきた用件は、なんなのかしら。まさか、まだ昼間の続きがしたいという事？」


　そうだった。この際、記憶の件は後回しだ。残された時間は、ほんとに少ない。


「うん、まあそういう事だ」


「というか、なんで私なのかしら？　ボケたいだけなら別に、他の人でもいいと思うけど」


　ここでお前を大笑いさせたい、なんて正直に言ってしまったら、変に構えられてしまうだろう。


「いや、毎日のようにツッコんでるけど、お前、凄すごいなと思ってさ。よくあんな発想出てくるよな。だからお前に俺のボケを評価してほしいんだ」


「へ、へえ……なかなか見どころあるじゃない。そこまで惚ほれこんでもらってるなら、協力するのもやぶさかじゃないわよ」


　もしかして、雪平は褒ほめられるのに弱いんだろうか。その照れたような表情は、極きわめて普通の女の子っぽかった。


「なんて言うとでも思ったら大おお間ま違ちがいよ！」


「なにがしてえんだお前！」


　瞬しゆん間かん的に、無表情に戻っていた。分からない……こいつは本当に分からない。


「まあ軽い前フリが終わったところで、ネタ見せタイムに入りましょうか」


　ネタね……まあ俺は既すでに、自分の限界は悟さとっている。コンクリートの床ゆかに投げ出されていたリュックを拾い上げ、ファスナーに手をかけた。


「おわっ！」


　詰つめ込みすぎだったリュックは、ファスナーを半分ほど開いたところで、弾けてその中身をぶちまけた。


　まあパンパンだったからな……この中から、使えそうなものをチョイスしていく事にしよう。


　とりあえず、足元に滑すべってきたものに目をやる。なんだこれ……マンガ？　手にとってみると、最近アニメ化されたギャグ作品だった。


　いや、たしかにこれは面おも白しろいし、俺も読んでるけど、雪平に今ここで読んでさあ笑え、ってのはちょっと無理があるな。


「ああ、これなら私も全巻持ってるわ」


　二重に駄だ目め駄目だった。すでに内容を知っているネタで大笑い、というのは難しい。


「ちなみに、雪平はどこのシーンが一番笑えた？」


　これ自体を活用するのが難しいならせめて、笑いの好みの傾けい向こうを探さぐる事にした。


「ヒロインの父親が、彼女をかばって切りつけられる所よ」


「唯ゆい一いつの泣ける回じゃねえか！」


「涙なみだでぐちゃぐちゃになったヒロインの顔が、あまりにも滑こつ稽けいでね」


「鬼おにか！」


「噓うそよ、本当は号ごう泣きゆうしたわ」


「……なんか噓うそ臭くさいな」


「本当よ、涙が部屋に溢あふれかえって、あやうく溺おぼれるところだったわ」


「きょうび小学生でもそんな噓つかねえよ！」


　駄目だ……毎度の如ごとく雪平のペースに嵌はまってしまっている。次にいこう、次に。目線を移す。


「これは……」


　笑い袋ぶくろ、か。押すとただひたすらに笑い声が響ひびいてくる、あれだよな。


　まあ誘さそい笑いって言葉もあるし、試してみる価値はあるか。手にとって雪平の目の前で押してみる。


『あひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！』


　うん、これぞ笑い袋、って感じの笑い声だ。よし、誘い笑いを狙ねらうなら、なんども繰り返さないとな。


『うわっは！　うわっは！　うわっは！』


　さっきとは大分違った感じの笑い声が響く。どうやら何種類かのバリエーションが存在するらしい。


『ふ、ははははははげほっ……げほっ！　げほん！』


「いや、ミスったんなら録とり直せよ！」


『ゲギャラ！　ゲギャララ！　ゲギャラララ！』


「なんかもう人間じゃねえんですけど！」


『ふふ……それでオシマイなの、ボウヤ？』


「いや違うだろ！　たしかに笑ってるけど、笑い袋ってこうじゃねえだろ！」


『ぷ……くくく、あの近こん藤どうさんが……まさか、あの近藤さんがペットを……』


「近藤さん誰だれだよ!?　ただの内輪ネタじゃねえか！」


『ワロタ』


「黙だまれ！」


『俺、たまにふと疑問に思うんだ……こんなに笑ってばっかりでいいのかな、って』


「いいよ！　お前は笑い袋なんだからそれでいいよ！」


『俺……もう笑えねえよ』


「がんばれえええ！」


『笑えない笑い袋は、ただの袋だ』


「その通りだな！」


　もう駄目だ。俺は、ただの袋を地面に叩たたきつける。雪平の様子を窺うかがうが、涼すずしい表情でくすり、ともしていない。


「どっちかというと、甘草君の、ツッコんでいる時の顔の方が面白かったわね」


　なかなかに独創的な楽しみ方をしていた。


「つ、次だ、次！」


　しかし、ショコラの用意したアイテム達は、予想を遥はるかに超こえて役に立たないものだった。


《ジャングル奥地の民、レゲロ族秘伝のジョーク集～モゴログルリレゲロラッパ～》


「サブタイトル訳せてねえじゃねえか！」


　しかもまたＵＯＧ出版……もう潰つぶれてくれ。


《落語　昭和の名人二十選》


「まさかのカセットテープだよ！」


　屋上で一体どうやって楽しめというのか。


《私、まだ笑えるよ！　～笑え顔がおを奪うばわれた十人に聞く、どん底からの脱だつ出しゆつ法～》


「重い本じゃねえか！　おそらく笑える要素一個もねえよ！」


　折りたたまれた紙し片へんが目に入る。拾い上げてみるとそこにはショコラの直筆で、何かが書かれていた。


《奏さんのために、すごいのをかんがえました。銅像ぎゃぐ『グレてリーゼントになった二にの宮みや金きん次じ郎ろう像』あげます》


「全力でいらねえよ！」


　丸めて力ちから一いつ杯ぱい地面に叩きつける。


「つ、次……」


　駄目だ……もう気力が削そがれてきた。俺でさえそうなんだから、雪平が興味を失うのは当然だった。無表情ではあるが、どことなくつまらなそうな様子で、腕うで時ど計けいを確かく認にんしている。


「あら、思ったより時間が経たってるわね。甘草君、私この後、乗馬のレッスンがあるからそろそろ失礼するわ」


　く、まずい。口実は確実に噓だろうが、雪平の気持ちが帰宅に向いてしまった。一いつ緒しよに帰るような間あいだ柄がらでもなし、雪平が学校を出てしまったら、追いすがってまで笑わせようとするのは不自然だ。


　第一そんな状じよう況きようでは、心の底からの笑いなんて引き出せるわけがない。つまり、今この瞬間が実質上のタイムリミット。


　でも、どうする？　自力ではどう頑がん張ばっても無理そうだし、ショコラの用意した道具もてんで役立たずだ……く、これマジでやばいぞ。


　その時、不意に絶対選せん択たく肢しが降りてきた。





【選べ　①笑いはベタ。王道こそ至高にして究極　②時代はシュール。一風変わった感性が、これからの笑いを作る】





　何だこれ……ベタかシュール？　雪平が笑うような方を選べって事か？　普ふ段だんのあいつ自身のネタはシュール寄りな気がするが、それと自分が笑うポイントは、また別問題な気がする。


　ええい、こんなの考えても分かりっこない。悩なやんでるだけ時間の無む駄だだ。①だ①！


　が、決定し、選択肢が脳内から消え去ったはいいものの、別段何かが起こった様子はない。そうこうしているうちにも、雪平は出口へと向かってしまっていた。


「雪平っ！」


　あらんばかりの大声に、雪平が振ふり返る。ここから先の行動は何も決まっていない。でも、とりあえず引き留めなくては、終わってしまう。


「ちょっと待っ……へ？」


　踏ふみ出した足の裏にぬめっ、とした感かん触しよくがあった。


「いでえっ！」


　盛大にすっころんだ俺は、コンクリートに後頭部を思いっきり強打した。


「おおおおっ」


　たんこぶの上からの更さらなる衝しよう撃げきに、しばし悶もん絶ぜつ。


「ぐ……これは……バナナの……皮？」


　身を起こし、そいつの正体を確認する。さっきぶちまけた中に、こんなのも入ってたのか……いや、いくらなんでもベタすぎるだろ、これ。


「ぷ……くく……」


　しかし、


「雪平？」


　なんだか様子がおかしい、


「い、今時、今時バナナの皮って……くく」


　おい、まさか、これって……


「あはははははははははっ！」


　弾はじかれた様に笑いだす雪平。


「あはははは！　あ、甘草君あなた、皮、皮って！　二十一世紀にバナナの皮って！　コントか、昭和のコントか！　ぷ、くくくくくくっ」


　どう反応していいか分からず、呆ぼう然ぜんとする俺。バナナの皮が……そんなにツボだったのか？


「あははははははははははっ！」


「ん？」


　携けい帯たいが震ふるえている。メールの着信だった。まさか、このタイミングは……


　差出人は『神』件名は『ミッションコンプリート』だった。早さつ速そく開いてみる。


《おめでとうございます　次のミッションを楽しみにお待ちください》


　え？　いいのか？　これで……クリアって事でいいのか？


「あははははははははははっ！」


　まあたしかに、これで心の底から笑ってない、って言われたら、アカデミー賞もんだよな。それほどまでに、見事な笑いっぷりだった。


「く……くふふ……駄目、お腹なか、お腹が痛いわっ」


　その笑いは止まる事が無く、しまいには四つん這ばいになって体を震わせていた。


　雪平ふらの……常人とずれているのは性格だけでなく、笑いのツボも、だったらしい。


　一いつ旦たんは籠こもったような笑いになっていたが、またスイッチが入ってしまったらしく、地べたで仰あお向むけになって大声で笑いだした。


「あはははははははははっ！」


　足をばたつかせ、目め尻じりに涙を浮うかべているその様は、せっかくの端たん正せいな顔立ちが台無しになっていて、お世辞にも美しいとは言えなかった。


　でも、腹を抱かかえて大笑いする雪平の表情はなぜだか、今まで見た彼女のどんなものよりも魅み力りよく的なような気がして、しばらくの間、目を離はなす事が出来なかった。












　幕間　ある可能性の話２







　僕の彼女は、ちょっと変わっている。


　セミロングの似合う顔立ちはかわいらしいし、クッキーとかポトフとかも手作りしてくれるような、家庭的でとってもいい子なんだけど、なんかこう、時々言葉の端はし々ばしに男っぽさが滲にじみ出てるっていうか……


「それありえねえから！　あ、いや……ありえないよねっ！」


　例えばこんな感じだ。ノリのいい彼女は、周りの人に対して、反射的にツッコミを入れるんだけど、その時、特に顕けん著ちよに男言葉が出てる気がする。


　言葉だけじゃなくて、行動もそうなんだ。この前なんか、間ま違ちがって男子トイレに入ろうとしたところを、僕が慌あわてて止めたんだ。本人は昔の癖くせでつい、なんて笑ってたけど、全然意味が分からない。


　彼女が正しよう真しん正しよう銘めいの女だって事は、あの、その……なにより僕自身が一番よく知ってるし。


　あ、そうそう。後、彼女には奇き妙みような口くち癖ぐせがあるんだ。


「あの時、素す直なおにジョン万まん次じ郎ろうって言ってれば……」


　彼女も、半ば無意識的に発してしまってるみたいなんだけど、どういう事なのかは、何回聞いても教えてくれない。


　それと、彼女は時々、心ここにあらずといった感じでぼーっとしている事がある。比ひ喩ゆ的な表現になっちゃうけど、まるでここじゃない、別の世界を見てるような……





「どうしたの？」


　彼女の声で意識を引き戻もどされた。ぼーっとしていたのは、僕の方だったらしい。心配そうにこっちを覗のぞきこんでいるその顔は……うん、やっぱりかわいい。


「ううん、なんでもないよ。行こっか」


　僕は、不安を打ち消す為ために、奏かなでちゃんの手をぎゅっ、と握にぎって歩き出した。












　第三章　遊王子謳歌の、新しい世界
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「すぴー」


　甘あま草くささんちのショコラちゃんは、今朝も絶好調に爆ばく睡すい中だった。


「……もうなんか、文句言う気力も失うせてくるな」


　緊きん張ちよう感かんなどかけらも感じさせない、緩ゆるみきった寝ね顔がお。


　軽く嘆たん息そくしながら、ベッドに近づく。


「ああっ……そんな、駄だ目めですっ」


　揺ゆり起こそうと手を伸のばしたところで、唐とう突とつに色っぽい声を出し始めた。なんか、この前も同じパターンだったような……


「や、やめてください、夏なつ彦ひこさんっ」


　ナツヒコ？　聞きなれない人名が出てきたが、一体誰だれだろうか。状況からして、ショコラを襲おそってるみたいな感じだけど……


「夏彦さん、いしきを失っている奏かなでさんを襲うなんて、きちくですっ！」


　俺かよ！


「だめです、奏さんが受けでは、あたり前すぎておもしろくありませんっ」


　止める理由がおかしいだろ！


「なるほど……そこまでのかくごがあるなら、わたしには止めることができません」


　いや止めろよ！


「あ、奏さんが起きそうです、ハンカチに染しみ込ませたすいみんやくで、もう一度ねむらせましょう」


　オメエなんで夏彦の味方してんだ！


「夏彦さんやりますね、いきなりそこにいきますか。おお、奏さんのあなが──」


「いいかげんにしろっ！」


　我が慢まんできなくなって、強制的に叩たたき起こした。


「ふえ？」


　寝ねぼけ眼まなこのショコラは、きょろきょろと辺りを見回す。


「あれ、夏彦さんはどこですか？」


「だから誰だよ！」





「はむはむ」


　朝食の鯖さばの味み噌そ煮にを、満面の笑えみで頰ほお張ばるショコラ。


「それにしてもよかったですねー、ふらのさんのミッション、無事にクリア出来て」


「あ、ああ、そうだな」


「でも、どーやって笑わせたんですか？　ふだん、にこりともしない人なんですよね？」


「そこはほら……俺の超ちよう絶ぜつ的な笑いのセンスでさ」


　ミッションの成功は伝えたものの、最終的にショコラの用意したバナナの皮が決め手になった、なんて言ったら調子に乗りそうなので、詳しよう細さいはぼかしてある。


「ふーん、ふらのさんは、すべり芸がすきなんですかねー」


　何気に失礼だな、こいつ。


「ところで奏さん」


　きゅうりのぬか漬づけに箸はしを伸ばしながら、話題を変えるショコラ。


「おとといの『くすぐり四十八手』ですが、まだまだ全部ためせてません」


「う……」


　背中に当たった胸の感触と、極ごく甘あまの香かおりが脳のう裏りに蘇よみがえる。副作用の件もあるし、あれはいろんな意味で危険すぎる。


「いや……あれもう禁止な」


「なんでですか？　きょうの夜、のこりぜんぶやってみる予定だったんですけど」


「そんな事したら、今後お前のおかずは、ふりかけだけにするからな」


「そ、それはひどいふりかけハラスメントですっ」


　なんだよそれ……


「ん？」


　テーブルの上で、携帯が振しん動どうした。


　嫌いやな予感が頭をよぎる。開いてみれば案の定、そこには『呪のろい解除ミッション』との表示。早速第だい二弾だんって事らしい。


　というかこれ、一体どこの誰から送られてきてるんだろうか。前任の神は産休（？）中だし、あのチャラ神がかかわっていない事は、この間の電話で判明している。


　まあそれは、今考えてもしょうがないか。とにかく内容をチェックしない事には、始まらない。





《柔やわ風かぜ小こ凪なぎのパンツを、着用された状態で目もく撃げきせよ　　期限　五月十一日（土）》





　……何ですか、これ。何なんですか、これ。一体何なんですか、これ。


　何回確かく認にんしようが、文面は微び動どうだにしない。


　柔風小凪って……あの柔風小凪だよな。


　その名前は、晴光で学校生活を送っていれば、興味の有る無しにかかわらず、半ば自動的に耳に入ってくる。


　柔風小凪。表のランキング三位に堂々と名を連ねる二年生で、顔がかわいいのはもちろんの事として、性格は極きわめて温和、それでいてドジっ娘こ要素も兼かね備えているらしく、男の都合のいい妄もう想そうを、そのまま具現化したような存在だっていう話だ。


　他ほかのランキングメンバーみたいに、際きわ立だった個性や特とく徴ちようがある訳じゃないが、逆にそれは純じゆん粋すいに、女の子としてのかわいらしさが評価されてるともいえる。


　なんでも、ファンクラブみたいなものも存在する程ほどの人気っぷりらしい。


　そんな人間のパンツを見る……今日が九日の木曜日だから、明後日あさつてまでに。いや、無理だろ。


「奏さん、もしかしてあたらしいミッションですか？」


　頷うなずいて、ショコラにその内容を告げる。


「一体どうすりゃいいんだ、これ」


　雪ゆき平ひらのミッションも相当な難題だったが、笑わせるという行こう為い自体に、やましい要素はなかった。


　でも、風でスカートがめくれてパンチラゲット、とかならまだしも、自分からアクションを起こしたらアウトだろ、これ。


「だいじょーぶです。わたしが、『女の子のパンツを見る十の方法』をかっておきます」


「いや、そんな本売ってるわけないから」


　大体、この前の笑わせるなんちゃらの本だって、何の役にも立たなかった。


「じゃあ、『夏彦から後ろの穴を守る十の方法』をさがしておきます」


「いいかげん誰なんだよそれは！」


「ぷろのホモです」


「プロ!?」


「そーです、あまちゅあホモの奏さんとは、じげんが違ちがいます」


「お前それ前提が間違ってるからな！」


「え、奏さん、ぷろだったんですか？」


「間違ってんのはそこじゃねえよ！　俺はノーマルだよ！」


「なるほど、すたんだーどなホモですか」


「違ちげえよ！　俺はちゃんと女の子好きだよ！」


「なんだ、バイだったんですか」


「しつけえええ！」
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「はあ……」


　朝っぱらから濃のう厚こうなホモトークに付き合わされ、テンションがだだ下がりのまま登校する。それに加えて、ミッションの内容があんなのときている。


「どう考えても無理だろ、パンツ見ろなんて……お」


　ぶつくさ言いながら昇しよう降こう口に辿たどり着いたところで、見知った人物の後ろ姿を発見した。雪平だ。


　昨日の屋上での件があるだけに、どんな反応が返ってくるか予想できず、少しためらいがちに声をかけた。


「……おっす、おはよう雪平」


　雪平が振ふり向いて目と目が合う。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、


「おはよう、戦せん闘とう力五のゴミ」


　いつもの雪平だった。


「朝っぱらからとばしてるな」


「おはようございます、ドドリアさん」


「なんでフリーザ気取りなんだよ……」


「ちなみに、私の懸けん賞しよう金は五十三万ベリーよ」


「なんか違うマンガ混ざってんですけど」


　しかもそれだと、その辺の山さん賊ぞく以下なんだが。


「その様子だと、五十三万ベリーがどれだけの大金か理解できていないようね」


　ええ、世界観がぐちゃぐちゃで全く分かりませんが。


「それだけあれば、空のホイポイカプセルが山ほど買えるわ」


「そんなもん、一体どうするんだよ？」


「それに水を入れれば、ナムの村が救われるのよ」


「マニアックすぎんだろ！」


　完全にいつもの雪平だった。


「そういえば甘草君、昨日は見苦しい所を見せてしまって悪かったわね」


　昨日の事って……言うまでもなく、あのバナナの皮で大笑いした件だよな。あえてその話題には触ふれなかったんだけど、まさか本人の方から話を振ってくるとは。


「私は昔から、笑い上戸の傾けい向こうがあってね。普ふ段だんはそうでもないんだけど、一いつ旦たんツボにはまると──とくにベタなネタの場合が多いんだけど──爆ばく発はつしてしまうのよ」


　その語り口は淡たん々たんとしたもので、恥はずかしがっている様子はまったく見られない。


「まあいわゆるギャップ萌もえ、というやつかしら」


　それどころか、自らこんな事をのたまう始末だ。まあ萌えるかどうかはともかくとして、普段が普段だけに、たしかにギャップは相当なもんだったけ──


　ん？　ギャップ？


　その単語になんだか、ひっかかりを感じた。なんだ？　なんか脳の奥がモニョモニョする。


　男同士の禁断の場面を目撃してしまい、深刻なショックを受けた俺に対して雪平が、記き憶おくを飛ばすという荒あら療りよう治じを断行したとの事だったが、それとは違う、なんかもの凄すごいギャップのあるものを目撃したような……


「あ、なんかちょっと思い出したぞ。雪平お前、最初屋上で四つん這ばいになってなかったか？」


「!?」


　雪平の目が、くわ、と見開かれた。


「そうだそうだ、そんでたしか、妙みような事呟つぶやいてたよう──へ？」





「……あれ、雪平？」


　気が付くと、雪平の顔が斜ななめ上にあった。なんだ、この状じよう況きよう？　壁かべを背もたれみたいにして、座り込んでいる？　なんで？


　記憶がはっきりしない。無意識的に頭に手をやった。


「痛っ！」


　後頭部にたんこぶが出来ている。なんだ、一体何があった？　さすりながら立ち上がって、記憶を整理する。


　たしか、ショコラのホモトークでテンションが下がったまま登校して、昇降口で雪平に話しかけて……そんでどうしたんだっけ？


　俺の思考を中断するかのように、雪平が声をかけてきた。


「おはよう、戦闘力五のゴミ」





「マニアックすぎんだろ！」


　ナムのネタにツッコんだところで、会話が一段落する。俺の身に何が起こったか聞こうとするが、


「これ以上は危険ね……甘草君、それじゃ」


　いまいち意味の分からないセリフを吐はき、すっと背を向けて階段を上がっていってしまった。


「お、おい」


　そこで雪平の足がぴたり、と止まって振り向く。


「あ、そうそう、これからしばらくは、私に近寄らないでくれると嬉うれしいわ」


「は、なんで？」


「甘草君から得体のしれない何かが飛んできて、妊にん娠しんしそうな気がするの」


「それもう人間じゃねえだろ！」


　雪平は言いたいことだけを言って、階段の上に消えていった。


　なんなんだ、一体。雪平の言動がおかしいのは今日に始まった事じゃないけど、今のは特に変だった。


　状況から判断するに、雪平がまた俺の記憶を失わせたみたいだけど……俺との会話の中で、あいつにとって、都合の悪い何かがあったのか？


「ん？」


　そこでふと、背後に人の気配を感じて振り返る。


　女の子が、いた。


　一直線に俺の方向に向かってきているが、考え事でもしているんだろうか、完全に自分の世界に入り込んでるみたいで、全く俺に気が付いている様子がない。


　俺がちょっと横によければ済む話だった。でも、その子の顔を見て、誰だれだかを認識した時、思考が一瞬だけフリーズしてしまった。


　それに伴ともなって、体まで固まる俺。その子はその子でうわの空状態。必然、ぶつかる。


　とす、と俺の胸に顔を埋うずめる形になった。


「いたっ……え？　え？」


　そこでようやく、その子は俺の存在を認識したようだった。


「あ、ご、ごごご、ごめんなさいっ！」


　瞬しゆん間かん的に顔を真っ赤に染めて、大げさにずざざ、と後ずさる。


「え？　うわわわっ！」


　そしてまっ平らな廊ろう下かなのに、なぜだかバランスを崩くずす。


「あ、ぶ、な、いっ、とととっ」


　一本足のやじろべえのような状態で、おたおたわたわた。


「ひゃああっ」


　結局、どてり、と音を立ててこけた。


「うう……痛い」


　しかも、尻しりを突つき出してのしゃくとり虫状態。いや、こんなマンガみたいなこけ方する人間、初めて見た。


「やっぱり、柔風小凪……だよな？」


　改めて確かく認にんするまでもなく、その子は晴光学園表ランキング女子三位、柔風小凪その人だった。


　つまり、俺がそのパンツを拝まなきゃならない相手。


「う、うん、そうだけど……私の顔、なんかついてるかな？」


　やばい、あまりにもガン見しすぎた。


「ああ、いや、なんでもない。怪け我がとかなかった？」


「あ、うん、平気、ありがと」


　スカートの汚よごれを払はらいながら、立ち上がる柔風。その口から発せられたのは、甘く、それでいて、変に媚こびた所もないような、心地ここちよい声こわ色いろ。


「ぶつかっちゃってごめんね。お腹なかすいたなーって思ってぼーっとしてたから、ちょっと前が見えてなくて……はは」


　はにかんだように笑う。


　全身からそよ風の如ごとく発せられる、柔やわらかい雰ふん囲い気き。見る者の心を、落ち着かせるような、穏おだやかな笑え顔がお。


　柔風小凪、か。正に名は体を表す、だな。


「いや、俺は別にいいんだけど、そっちはほんとに平気？　結構派手な転び方だったけど」


「あ、うん、大だい丈じよう夫ぶ、私、転ぶのは慣れて──あっ」


　セリフの途と中ちゆう、突とつ如じよとして、柔風の腹のあたりから、音が鳴った。


　きゅう、というかわいらしいものだったが、それはたしかに腹の虫の音だった。
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「あ、あの、その、ち、違ちがうんだよ、今のはその、ちょっと寝ね坊ぼうして、朝ごはん食べられなかったからでね……って、あ、いや、違うよっ、今のは別にお腹の音じゃなくてっ」


　こっちはスルーする気だったのに、自分から勝手に暴ばく露ろし、顔を真っ赤にして、手をわたわたさせる柔風。


　なんだ……この萌える生き物は。


　これか。なるほど、これが表のランキングの実力か。柔風と初めてまともに話した事で、俺はある一つの事を理解した。


　そう、かわいい女の子の性格がまともだと、こんなにもかわいいんだ、という事を。


　顔のレベル自体は、遊ゆう王おう子じ、雪平、柔風、三者とも甲こう乙おつつけ難がたい、超ちよう高水準に達している。ここまでいくと、個人の好みの問題になってくるだろう。


　しかし、女の子オーラとでも言うべきものの、次元が違いすぎる。


　口を開けば暴言下ネタオンパレードの雪平。言動がフリーダムすぎる上に、完全にお子様の遊王子。


　全く異性として認識出来ないこの二人に比べて、目の前にいるこの柔風小凪の、なんと女の子らしい事か。


「って、なにを考えてんだ、俺は」


　今はそんな比較をしてる場合じゃない。俺は、今日を含ふくめて三日の内に、この柔風のパンツを、はいた状態で見る、という極ごく悪あく難度のミッションをこなさなきゃなんないんだ。


「あの、君って甘草奏君だよね？」


　そこで、羞しゆう恥ちモードから回復したらしい柔風の口から、意外なセリフが。


「え？　あ、ああ、そうだけど」


　まあ俺は有名人（悪い意味で）だから、相手だけが一方的にこっちの事を知ってるなんてのは、全然珍めずらしい事じゃないけども、この柔風の言い方には、別のニュアンスが含まれているような感じがした。


「あ、やっぱり。謳おう歌かちゃんがね、よく君の事話してるよ」


「謳歌ちゃん？　ああ、遊王子か。あいつと知り合いなんだ」


「うん、知り合いどころかすっごく仲いいよ。去年一いつ緒しよのクラスだったんだー」


　嬉しそうに顔を綻ほころばせる柔風。


「ん？」


　不意に奇き妙みような感覚が襲おそってくる。柔風と間近で接せつ触しよくするのは初めてのはずなのに、その笑顔は、どこかで見たことのあるもののような気がした。


　俺の周りの誰かが柔風に似てるのか？　こんな魅み力りよく的な笑顔を浮うかべるような女の子を、そうそう忘れるとも思えないんだけど……駄だ目めだ、出てこない。


　まあ今考えるべきは、そんな些さ細さいな疑問よりも、ミッションだな。


　遊王子と柔風が知り合いだったというこの事実。これはミッション遂すい行こうにおいての、大きなプラス要素だ。


　共通の知人という存在は、話題を広げるのに有効だ。俺の人生において遊王子が初めて役に立った瞬間かもしれない。


　偶ぐう然ぜん接せつ触しよくできた事も含めて、悪くない滑すべり出しだ。そりゃ、少し話せたくらいで簡単にパンツが見られるとは思わないが、なんか、目に見えない追い風みたいなものを感じる。


　だが、しかし。


「なん……だと？」


　絶対選せん択たく肢しという名の死神は、僅わずかに浮かびかけた希望を、まるで嘲あざ笑わらうかのように、いとも簡単に握にぎり潰つぶす。


　脳に送り込まれてきたその選択肢を確認して、胸に去来した思いは、ファッキンゴッド、それだけだった。


「甘草君、どうかしたの？」


　柔風が俺の顔を覗のぞきこんでくる。おそらく無意識であろうその濡ぬれた感じの上うわ目め遣づかいは、かわいかった。ただひたすらにかわいかった。


　俺は、その顔面に向かって、はっきりと言い放つ。


「そんな事より、パンツ見せてくんない？」





　　　　３




「うう……くそ」


　昼休みになっても、まだ体の痛みは引かなかった。


　机に突っ伏ぷしながら、今朝の顚てん末まつを思い起こす。





　柔風に『そんな事より、パンツ見せてくんない？』と発言した直後、やたらとガタイのいい生徒に肩かたを叩たたかれた。


　その人物に見覚えはなかったが、ネクタイの色から察するに、三年生と思われた。誰？　という疑問が頭に浮かんだ直後、ものすごい勢いで腕うでを引っ張られた。


　気が付いたら、なんか暗くて狭せまい所に連れ込まれていた。そこに待ち構えていたのは、剣けん呑のんなオーラを放つ男子生徒達。


　そのままなんの説明も無く、割とマジな感じでボコられた。


　おそらくはあれが噂うわさに聞く、柔風親衛隊ってやつだろう。


　柔風ファンの連中は、抜ぬけ駆がけを防ぐべく、互たがいの監かん視しも込めて、特別な協定を結んでいるらしいという話を、耳に挟はさんだ事があった。芸能人じゃあるまいし、何を馬ば鹿かな、と思っていたが、本当に存在してたらしい。


　とはいえ、親衛隊なんてのは所しよ詮せん、一部の生徒が勝手にやってるだけで、別に何かの公的権限を持ってるわけじゃない。


　本来、隊員でもなんでもない俺が、柔風とただ話す程度の事を、止められる筋合いはない……極度のセクハラ発言でもしない限りは。





【選べ　①「そんな事より、パンツ見せてくんない？」　②この場でパンツを脱ぬいで、トレードを申し入れる（サッカーのユニフォーム交こう換かん風に）】





　こんなものを提示されて後者を選ぶ漢おとこ気ぎは、俺にはなかった。基本的に絶対選択肢の構成は、最低なものが一つ。それに輪をかけて最低なのがもう一つだ。


　しかし柔風には本当に悪い事をしたと思う。ほぼ初対面の人間に、いきなりパンツ見せてくれ、とか言われてどう思っただろうか。


「甘っち甘っちー」


　唐とう突とつに後ろから、肩をつつかれ、思考が中断する。


「遊王子か。今ちょっと考え事してるから、そっとしといてくれ」


　遊王子にかまってる余よ裕ゆうはない。俺が今しなければならないのは、パンツを見せろなんて言ったのを柔風に謝あやまって、その後でちゃんとパンツを見せてもらう事だ……パラドックスかよ。


「パンツがどうかしたの？」


「なっ……ど、どうしてそれを!?」


　あまりのタイミングに、思わず声が裏返る。


「だって甘っち授業中、ずっとパンツパンツって呟つぶやいてたじゃん」


　……なんてこった、思考が口から漏もれてたのか。


「いやー、あんなに連呼するなんて、パンツに関する悩なやみでもあるのかな？」


　まずい、厄やつ介かいな奴やつが興味を持ってしまった。


「別に……大した事じゃない」


「むふふ、そんなに恥はずかしがんなくてもいいじゃん。歩くパンツ事典と呼ばれたこのあたしが、なんでも相談に乗るよん」


　いや、その二つ名の方がよっぽど恥ずかしいと思うんですが。


　それにしてもこいつ、さっきからけっこうでかい声でパンツパンツ連呼してるけど、何も感じないんだろうか。


　まあ小学生がうんことかちんことか言ってはしゃいでるのと、同じレベルなんだろうけど、このお嬢さん、高校二年生なんだけどな……まあ、遊王子だし、こんなもんか。


「というか、甘っちは単純に女の子のパンツが見たいんだよね」


「ぶっ！　な、なんでそれを！」


　不意打ちをくらって、吹ふき出す俺。


「いやー甘っちさ、もう全部言っちゃってたよー。あたしは、一部しか聞こえてなかったふりして、遊んでただけ」


　なん……だと。よりによってこいつが後ろの席にいる状態で、柔風の事まで呟いてたってのか……無意識状態の俺、どんだけだよ。


　だが、既すでにバレてしまってるもんはどうしようもない。だったらせめてちゃんと口止めしておかなくては。


「遊王子、頼たのむ。この事は本人には絶対に言わないでくれ」


　いや、もう直接パンツ見せてくれ、って言っちゃってるわけだけど、教室でもそんな事を呟いてたなんて事が知れたら、いくら謝っても関係の修復が不可能になるだろう。


「りょーかいりょーかい、その代わりに教えてほしいんだけど、甘っちは、なんでその人のパンツが見たいわけ？」


「そんなん俺が知りたいわ。柔風とは、ほぼ初対面だって──」


「……ほう」


　遊王子の唇くちびるが邪じや悪あくな形に歪ゆがむ。


「ほうほうほう、甘っちは、表のランキングに名を連ねる、あの柔風小凪たんのパンツが見たいと」


　なんだ？　最初から全部分かってたんなら、このリアクションはおかし……まさかっ!?


「あれれ～、おっかしいぞ～。ほんとは誰だれのパンツかまでは言ってなかったのに、このお兄ちゃん、自分から勝手に話してるよ。おもしろ～い」


　やられた……完全に嵌はめられた。


　なんて姑こ息そくな手段をとるんだ、こいつは。妙みようにクオリティが高い、某ぼう江え戸ど川がわ的コナン君のモノマネも心底腹が立つ。


「そういう事で、もうばれてるからさ、詳しよう細さいプリーズ」


「いやだ。誘ゆう導どう尋じん問もんするような奴には教えたくない」


「むふふ、いいのかなー、そんな事言っちゃって。あたしと小凪たんはマブダチですぜ。甘っちのある事ない事、全部吹き込んじゃったりも簡単にできるんだけどなー」


　く……こうなると、遊王子と柔風が友達だという事実が、俄が然ぜん厄介な意味合いを帯びてくる。


「うりうり、さっさとゲロっちゃった方が楽ですぞー」


　好こう奇き心しんの塊かたまりになった遊王子を引かせる事は至難の業わざだ。こうなったら、下手へたに隠かくし立てするよりも、事情を話した上で、改めて口止めをした方が、まだおとなしくなるかもしれない。


　とはいえ、ミッションが云うん々ぬんまでは、もちろん話せないので、一部はどうしてもはぐらかす事になる。俺が、個人的欲よく望ぼうでやっているなどという、あらぬ誤解を生ませない為ために、できるだけ真しん剣けんな表情で口を開いた。


「遊王子。実は俺な、とある事情があって、どうしても土曜日までに柔風のパンツを見なくちゃなんないんだ」


「おお、そんなセリフを真顔で言える甘草さん、マジぱねえっす」


　言わせてんのはあんたですけどね。


「でも信じてくれ。その理由は断じていかがわしいもんじゃないんだ」


　いくら遊王子が相手とはいえ、意味もなくパンツを見たがるような男だとは思われたくない。


「ふむふむ、小凪たんのパンツは見たいけど、その欲よつ求きゆうの根源にエロさは含ふくまれていない、と」


　頷うなずく。パンツを見る、というのはあくまで絶対選択肢とオサラバする為の手段であって、目的じゃない。


「ほう、あくまで無心でパンツを見たいと申すか。深い……深いよ甘っち。それはもう、哲てつ学がくの領域ですな」


　いや、そんなんで引き合いに出されたら、過去の哲学者達もたまったもんじゃないだろう。


「ほらたしか、哲学者にパン学の祖とかいう人がいたよね」


「アリストテレスに全力で謝れ！」


「でもさでもさ、哲学に限らず、古今東西の名言とか格言って、パンツに関係したのが結構多いよね」


　唐突に、訳の分からない方向に脱だつ線せんし始める遊王子。


「いや、一つも思いつかないんだが……」


「全すべての道はパンツに通ず、とか」


「言わねえよ！　イタリアの首都は下着じゃねえよ！」


「少年よ、パンツを抱いだけ……いや間ま違ちがった、パンツをはけ」


「間違ってんのはそこじゃねえから！」


「ブルータス、お前もパンツか」


「いやブルータスだよ！」


「吾わが輩はいは猫ねこである。パンツはまだはいてない」


「必要ねえだろ！」


「この匂においがいいね、と君が言ったから、七月六日はパンツ記念日」


「どんなシチュエーションだ！」


「パンツはパンツの上にパンツをつくらず」


「結局何が言いてえんだそれ！」


「私は自分自身を客観的に見る事が出来るんです。あなたとは、はいてるパンツが違ちがうんです！」


「当たり前だ！」


　ぐ……駄だ目めだ、完全に遊王子のペースに嵌まってしまっている。


「でもさでもさ、なんで小凪たん？　好きなの？」


　それを聞きたいのはむしろ俺の方だった。


「いや、恋れん愛あい感情はない」


　まあ実際に会話してみて、とんでもなくかわいいと思ったのは事実だし、好きか嫌きらいかで言ったら確実に前者だ。


　でもそれは、テレビの中のアイドルに対する好意みたいなもんで、遊王子の言う意味での好きとは違うだろう。


「つまり甘っちは、好きでもなんでもない女の子のパンツを、見たいと」


「まあ……そういう事になるのか」


「好きでもない女の子のパンツを剝はぎとって、クンカクンカしたいと」


「誰がそこまでしたいなんて言ったんだよ……」


「女の子のパンツを剝ぎとって、クンカクンカした後、ギョイギョイしてオゲナオゲナしてヌギャンガヌギャンガしたいと」


「日本語喋しやべれや！」


　俺が一ひと際きわ大きく声を張り上げた時、後ろから不意に声がかかった。


「あの……甘草君、楽しそうにしてるとこ、悪いんだけど……」


　振ふり返ってみると、委員長（メガネ美人）が、遠えん慮りよがちな視線を向けてきていた。いや、楽しくないですよ。こいつの相手するのしんどいんですよ、いやマジで。


　それはさておき、誰にでも分け隔へだてない笑え顔がおを向ける事に定評のある、我らが委員長が、なんでそんな、怯おびえと蔑さげすみの混ざったような表情を浮うかべてるんでしょうか。


　遊王子との会話が聞こえてたんだろうけど、まさかあんな冗じよう談だんを真に受けて、本当に俺がギョイギョイするとか思ってるんじゃないだろうな……思ってるんだろうな。


「甘草君にお客さんなんだけど」


　委員長の視線が示す先に、目を向ける。


「客？　一体だ──え？」


　廊ろう下かに立っていたのは、なんと、柔風小凪その人だった。


「おい、あれ柔風じゃね？」「やっべ、相変わらず激マブだな」「なんで甘草に……」


　クラスの連中もその存在に気が付いたらしく、徐じよ々じよにざわめきが拡ひろがっていく。


「あ、パンツの小凪たんが来た」


「その言い方やめろ！」


「あ、甘っちがパンツを見ようとしている小凪たんが来た」


「それはもっとやめろっ！」


　ついてこようとする遊王子をなんとか押しとどめ、急ぎ廊下に出て、後ろ手にドアを閉める。


「柔風、どうしたんだ、こんな所まで？」


　さっきのセクハラ発言の文句を言いに来たのかと思ったが、なんかそんな雰ふん囲い気きじゃないし、性格的にもなさそうだよな。


　どういう事かと逡しゆん巡じゆんしている間に、柔風の方から口を開いた。


「あのね、これ、もしかして甘草君のかなって」


　差し出されたその手には、青いチェック模様のハンカチが握にぎられていた。


「え？　ああ、たしかに俺のだけど、落としてたのか。全然気付かなかった」


　親衛隊に拉ら致ちされた時にポケットから落ちたんだろうけど、それをわざわざ届けてくれたのか。初対面でいきなりあんな変態的なセリフを口走った男に。


「そっかあ、よかった」


　しかも、その俺に対して嫌けん悪お感かんを抱いている様子が一いつ切さい無い。なぜここで、そんな笑顔を浮かべられるんだ。天使か。


「悪いね、ありがと」


「あ、うん、それは全然かまわないんだけど……」


　もう用件は済んだはずなのに、帰ろうとしない柔風。俺の不思議そうな表情を受けた彼女は、顔をちょっと赤らめて俯うつむきながら、もじもじと言葉を発する。


「あの……あのね、今朝の話なんだけどね……」


　言うまでもなく、パンツ見せろ発言の事だろう。謝あやまるタイミングを失ってしまい、どうしたもんかと思っていたが、まさか柔風の方から切り出してくるとは思わなかった。


「なんていうかその……すんませんでした」


「あ、違うの、別に謝って欲ほしかったわけじゃないんだ。その、男の子からあんな事言われたの、初めてだったから」


　うん、そりゃそうだろう。


「あの……ごめんね。こんな事言うの恥はずかしいんだけど……下着は、好きになった人にしか、見せちゃいけないと思うの」


「ぐはっ！」


　吐と血けつしたかと思った。いや、マジで。なんだこれ、なんだこれ、反則だろ。なんなの？　なんなのこの人？　人を疑うという事を知らないの？　君の周りには聖人君子しかいないの？　十数年の人生において、世の中の汚きたなさを知る機会はなかったの？


　親衛隊の気持ちが少し分かった気がした。この子は、独ひとり占じめするものじゃなくて、なんというかこう、皆みなで平等に分かち合うべきだ。


　そして同時に、とてつもない罪悪感が襲おそってきた。俺はさっき、この女の子に一体なんて言った？　パンツ見せてくれ？……死んだ方がいいな。


「すんませんでしたっ！」


　土下座というものは、しようと思ってするもんじゃなく、自動的にそうなるもんだと初めて知った。


「あ、甘草君、そんな事しなくても……」


　柔風はそう言ってくれるが、俺は、床ゆかにこすりつけた額を離はなす事が出来なかった。


　そして誓ちかう。なにが絶対選せん択たく肢しだ、なにが呪のろいだ、なにがミッションだ。もういい、そんなもんはクソくらえだ。神だ？　知った事か。俺はもう、そんなもんの言いなりにはならない。文句があるなら──





【選べ　①「で、いつになったらパンツ見せてくれんの？」　②もういっその事、自分がパンツになる】





　……選択肢さん、あんた空気読め、って言葉知ってますかね。こういう時って普ふ通つう、出てこないでしょ？　人がせっかくキメてんのに、何考えてんの？　バカなの？　死ぬの？


　……はい、ガン無視ですね。


　というか、なんだよこれ。①はいつも通りの最低な内容だが、②の方が意味不明かつ恐おそろしすぎる。もしそのまんまの意味だったら、俺は人間ですらなくなってしまう。


　ゲームとかだったらノリで選んでみてもいいかもしれないが、絶対選択肢に、セーブやリセットなんて都合のいいもんは存在しない。


　結果、消去法で①を選ぶしかなくなってくる。


　と、普ふ段だんなら泣き寝ね入いりしてしまうだろうが、今日の俺は違う。柔風小凪を、この少女の耳を、そんな低てい俗ぞくな言葉で汚けがすなんて、許されない。


「ぐっ……」


　しかしそんな俺の決意なんて、選択肢の奴やつが斟しん酌しやくするはずもなく。催さい促そくの頭痛が襲ってくる。


　この脳が直接締しめ付けられるような痛みは、俺がどちらかを選ぶまで、際限なく強くなっていく。


　だが、今この場をもって、テメエのそのふざけた選択をぶち殺す！


「ぐううっ！」


　女の顔面を全力で殴なぐれる人っぽく抵てい抗こうしてみるも、全く効果が現れなかった。


「あの、甘草君、体調悪いの？　大だい丈じよう夫ぶ？」


「いや、なんでもあげろえぐええっ！」


　あまりの苦痛に、キモい声が漏もれる。ヤバいヤバい、これはヤバい！　なんかいつもよりヤバい！　これほっといたら死ぬって！


　柔風……ごめん！


「ぐ……はあ……はあ……で、いつになったら……パンツ……見せてくれんの？」


　苦しみのあまり、めちゃくちゃ変態的な言い方になってしまったが、セリフを発した瞬しゆん間かん、それまでの痛みが噓うそのように即そく座ざに消失した。


「へ？　へ？　パ、パンツ!?　い、いや、だからね、あのね、そういうのは好きな人とっ」


　顔を赤らめておたおたする柔風。かわいい。いや、これはかわいい。


　あまりの愛くるしさに、自らがした最低発言も思わず頭からすっ飛びかけたその時、肩かたに何者かの手が置かれた。


「誰だれ──げっ」


　振り返った先にあったのは、見覚えのある御ご仁じんの顔だった。


「ちょっとあっち行こうか」
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「うう……くそ」


　連れ込まれた先で俺を待っていたのは、罵ば倒とうの嵐あらしと、暴力の奔ほん流りゆうだった。


「おどれは柔風さんになにをしくさっとんじゃ！」「『お断り５』の分際で小凪ちゃんと話そうなんて、百年はええんだよ！」「我らが柔風タソに対する暴言、万ばん死しに値あたいするナリ！」「あれ？　こいつ、なかなかいい形のケツしてんじゃねえか」


　……最後のは、なにかの聞き間ま違ちがえだったと思いたい。


　いやそれにしてもなんなんだ、あの鉄てつ壁ぺきのガードは。休み時間の度たびに交代制で柔風を見守っている（？）らしいが、あれじゃ半ばストーカーだ。


　悲鳴をあげる体に鞭むちを打って、なんとか教室にたどり着く。


「おーおー、また盛大にやられましたな」


　席に向かうと、にやにやした遊王子が待ち構えていた。


「甘っち、あたしも手伝おうか？」


「は？」


「小凪たんのパンツの件、手を貸すよん」


　こいつは一体何を言ってるんだ？


「なんで？」


「面おも白しろいから」


　即そく答とうだった。


「面白いからって、お前……」


「ん？　なんかおかしい？　つまんない事やってもしょーがないじゃん？」


　真顔で返す遊王子に、返す言葉を失ってしまう。


　面白いからやる。つまらないからやらない。そんなのは完全に子供の理論だ。


　人間は、成長と共に様々な事情やしがらみを背負い込んで、行動を制限されていく。


　社会人とは比べるべくもないだろうが、高校生ともなれば、それはそれなりの量には達しているはずで、そんな単純な行動原理だけでやってけるはずが……いや、遊王子の今までの言動を思い返してみると、あながちそうとも言い切れないな、恐ろしい事に。


「いやいや、それにしてもおかしいだろ。お前の友達のパンツ見ようとしてんだぞ、俺」


「甘っちはさー、なんか不自然だよね」


「は？」


　遊王子から返ってきたのは、直接の答えじゃなかった。


「いっつも変な事言ったりやったりするじゃん。あれさ、なんか噓っぽいんだよねー」


　思わず、体が硬こう直ちよくする。


「かといって、演技とか二重人格ってわけじゃなさそうだし。よくわかんないけど、強制されてるのと、自分の意思がごちゃ混ぜになってる感じ？　とにかくチミ、なーんか隠かくしてるよね？」


　そう言って、にひひ、と笑ってみせる遊王子。


　息を呑のんだ。絶対選択肢の存在を明確に察しているわけではないだろうに、本質をズバリ言い当てている。


「という事で、甘っちは見てて面白いから、あたしの観察対象なんだよねっ」


　いきなり、額がくっつきそうな距きよ離りまで、ずい、と顔を近づけてきた。


「お、おいっ！」


　慌あわてて身を引く俺。


　いくらお子ちゃまな遊王子とはいえ、その外見は、超ちよう高校級の美少女なわけで。
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　そんな顔が密着しそうな距離に来れば、健全な男子として、平然としてろ、というのは無理な相談だった。


「ん？」


　対して、全く何も感じていない様子の遊王子。こいつ……ほんとに十六歳なのか？


　いや、身長は小こ柄がらな部類なのに、無む駄だに大きい胸といい、丈たけの短すぎるブラウスからのぞく腰こしのくびれといい、外見は発達が過ぎるくらいなんだけど、中身が全く追いついていない。


「お前なあ、もうちょっと恥はじら……いや、やっぱいいや」


「ん？」


　そういう感情を言葉で分からせるのは不可能だろう。もしかしたら、未いまだに親父おやじと一いつ緒しよに風ふ呂ろとか入ってんじゃないか、と疑ってしまうくらいのレベルだ。


「ふふ、甘っち、いくら嫌いやがっても、あたしの観察からは逃のがれられんですよ」


　俺が身を引いた理由を、妙みような風に勘かん違ちがいする遊王子。性別や方向性こそ違ちがうものの、その様はどこか、ハーレム系のマンガやアニメの鈍どん感かん主人公を思い起こさせた。


　明らかに好き好きオーラを出されているのにもかかわらず、あいつらの鈍にぶさは、本当に殺意を覚えるレベルだ。


　話が逸それたな……単なる僻ひがみなんで、それは置いておくとして、特定の部分に関してだけ鈍い、というのは現実でも起こり得るもんなんだな、と悟さとる。


　絶対選択肢に対して、あれだけの鋭するどい嗅きゆう覚かくを見せた後だけに、そのギャップが余計に際きわ立だっている。


「まあこの一ヶ月で、甘っちの事は結構分かってきたけどねー。さっきの、根本の目的はエロじゃないってのも、ほんとだろうし」


　いきなり話題をだいぶ前に戻もどす遊王子。その口調は、やたらに確信的だった。


「まあ自分で言うのもなんだけど、あんな噓臭い話、信じたのか？」


「なんで？　仲いい人なら、目とか表情とか見れば、ほんとの事言ってるかどうか、わかるじゃん」


　あたりまえでしょ？　みたいな感じでさらっと発言する遊王子。こいつが言うと、あながち噓に聞こえないから困る。


「ま、それはそれとして、小凪たんは男子に免めん疫えきがなさすぎるから、ここらでちょいとパンツの一つでも見せとかないと、後でもっと痛い目に遭あいそうな気がするんだよねー」


　パンツ云うん々ぬんは別として、たしかに俺もそう思う。


　晴光には素行の悪い生徒は、ほぼいないし、なにより親衛隊という究極の盾たてがいるので、今のところは問題ないが、柔風が大学進学とかで単身上京したりする事があれば、即そく、そのへんのチャラ男につかまって、いんぐりもんぐりな事をされそうな気がする。


　少なくとも俺がチャラ男だったら、間違いなくいんぐりもんぐりな事をする。いや、チャラ男だったらの話だけども。


　というか遊王子、こういうネタでも、他人の事になると気が回るんだな。


　まあ、雪平と三人で絡からむ時も、あいつのエグい下ネタを理解出来てるみたいだったし、知識がないわけじゃなくて、それが自分自身と結びついてないってだけなんだろうな。


「いやー、面白くなってきたっ」


　俺の思考をよそに、子供みたいな表情ではしゃぐ遊王子。


「あ……」


　その姿を見て、不意に、さっき柔風に対して抱いだいた既き視し感かんの正体が判明した。


　目の前にいる、この遊王子だ。


　いや、遊王子と柔風が似てるなんて事はあり得ないし、むしろ対極に位置する二人だと思うんだけど、言動とか容姿とか、そういった表面的レベルの話ではなくて、なんていうかこう、根源的な部分が似てる、とでも言うんだろうか。


　遊王子も柔風も、自分の心を、余計なフィルターを通さずに、ダイレクトに外に出している気がする。


　それをあえて言葉で表現するなら、純じゆん粋すい、というのが一番近いだろうか。


　そういった人間の本質はふとした瞬間、表情や動作にのって表れる。だから、似ても似つかないような二人に、同じような印象を受けたんだと思う。


　とはいえ、いくら根っこの部分が同じといっても、それが向けられているベクトルは正反対なわけで。柔風のは、それがいい方向に向かった、正統派の純粋。


「ふふふ、待ってろよ、小凪たん。あたしがチミのパンツを晒さらしてやるぜえ」


　親友のパンツを男に見せる算段を、嬉き々きとして進めるその悪い顔を見て、俺の頭に浮うかんだのは、汚きたない純粋、という妙なフレーズだった。
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「……はあ」


　自宅の玄げん関かんまで辿たどりついた所で、一いつ旦たん足を止める。なんだかここ数日、ため息ばかりついている気がする。


　放課後、柔風に会ってとりあえず謝罪をしようとしたが、例の親衛隊に阻はばまれて、近づくことさえ出来なかった。二度にわたるセクハラ行こう為いによって、完全に目をつけられたらしい。


　遊王子は明日までに秘策を仕込んでくる、と楽しそうに帰っていったが、正直、期待できるとは思えないし、現状で明るい材料は、ほぼ皆かい無むといっていいだろう。


　まあ、パンツ見る為ための明るい材料って一体なんだよ、って話ではあるけども。


「あ、おかえりなさい、奏さんっ」


　ローテンションのままドアを開けると、ショコラが嬉うれしそうに、ててて、と駆かけ寄ってきた。


「あれ、なんか元気ないですね？」


「ああ、ミッションの雲行きが怪あやしくなってきた」


　それを受けて、なぜかにやりと笑うショコラ。


「ふっふ、そんな奏さんにろーほーです。とてもいいものを見つけてきましたっ」


　何かの本を手て渡わたしてくる。まさか朝言っていた、女の子のパンツを見る云々なのか？


『女の子からパンツを貰もらう十の方法　～これで君もエロエロキングだ！～』


「なんかもっとひでえのキタ！」


　いや貰うってなんだよ、貰うって。そして、サブタイトルのセンス自重。


　まあどうせ前と同じように、下らない内容ばっかりだろうけど……


「奏さんのために、がんばってさがしてきましたっ」


　ショコラのこの、褒ほめてくださいオーラと、ぴょこぴょこ動くしっぽ毛を前にすると、そのまま突つっ返すのは、さすがに気が引ける。


「まあ、見るだけは見てみるか」


「はいっ」


　目を輝かがやかせるショコラを伴ともなって、リビングに移動し、ソファーに腰かけて本を開く。


　相変わらず無駄にページ数が多かったが、前回と同じく、要点をまとめたページがあったので、そこだけに目を通す事にする。


《①　盗ぬすむ》


　いきなり飛ばしすぎだろ！


《解説　これは最終手段です》


　じゃあ最初に書くんじゃねえよ！　というか犯罪行為を推すい奨しようすんじゃねえよ！


《②　涙なみだながらに懇こん願がんする》


　いやこれ、どうなんだ？　泣きながらパンツくれって頼たのみ込むって事だろ……そのシュールな構図を想像してしまう……無理だろ。


《解説　具体例『うぐ……えぐ……ぐれよお、お前のパンツ……ぐれよ……え？　やだ？……ひっく……やだやだ！　それ以上に……おでがやだよお……いいからパ、パンツ……うう……ぐれ……よお』》


　こいつに尊厳は存在しねえのかよ！


《補足　あなたの熱い涙は必ずや、彼女の心を打つことでしょう》


　天地がひっくり返っても打たねえよ！


《③　家にパンツ忘れちゃったんで、貸してくんない？　と頼んでみる》


　なんで体操服みたいなノリで言ってんだ！


《解説　白い歯を覗のぞかせながら、できるだけ爽さわやかに言うのがコツです》


　気持ち悪さが増すだけだわ！


《補足　その時、相手の女の子が穿はいているパンツが白かったりすると『まあ、なんて素す敵てきな偶ぐう然ぜん。これはもう貸すしかないわ』という展開が期待できます》


　どんな思考回路の女だ！


《④　三段論法を活用する》


　三段論法？　ああ、何かで読んだ事あるな。


　たしか、『人間はみんな最終的には死ぬ』『僕は人間だ』『従って僕は最終的には死ぬ』みたいな感じで、大前提と小前提から結論を導き出す、っていう論法だったはず。


《解説　具体例『全すべての男子は、女子のパンツが大好きです』『僕は男子で、あなたは女子です』『従ってあなたは、僕にパンツをよこしなさい』》


　論理性のかけらもねえよ！


《⑤　パンツ奪だつ取しゆの三段進化を活用する》


　三段進化？　それは全く聞いた事ないな。


《解説　スカートめくり→パンツおろし→パンツもらい》


　ただの犯罪の過程じゃねえか！


《補足　なんとなく『妖よう怪かいパンツもらい』ってフレーズが浮かんだんで、書いておきます》


　お前の脳内に留とどめとけ！


《⑥　そういうお店で買う》


　いやいや、そりゃたしかに一番てっとり早いかもしれないけれども、それはなんか違うだろ……


《解説　お金では幸せは買えませんが、使用済みパンツなら買えます》


　言い方が生々しいな……


《補足　しかし、使用済みパンツを手に入れた事によって、幸福感を得る人もいるわけで……幸せって一体何なんでしょうね？》


　知らねえよ！


《⑦　拳こぶしをつきあげて『ギャルのパンティーおくれーっ！』って叫さけぶ》


　あれね……初期の頃ころにウーロンがやってたあれね。


《解説　神龍シエンロンがいない時にやると、ただの痛い人です》


　じゃあただの痛い人じゃねえか！


《⑧　パンツじゃないから恥はずかしくないもん！》


　お前それ言いたいだけだろ！


《解説　ごめんなさい、言いたかっただけです》


　案の定だよ！


《⑨　パンツ教に入信する》


　意味不明度、ここに極きわまれり。一体なんなんだよそれ……


《解説　パンツ教の定例集会においては、パンツ一枚の着用しか許されません》


　本当にそんなものが存在するなら、まさに楽園だな。


《補足　ただし、入信は男性のみに限られています》


　うほっ！


《⑩　盗む》


　戻ってんじゃねえか！


《解説　どうしても……どうしても、もう一個思いつかなかったんです》


　出版すんなよ！


《補足　大だい丈じよう夫ぶ、ここまで読み進めてきたあなたなら、きっと女の子からパンツを貰う方法を思いつく事ができるはずです》


　まずお前が思いついてねえだろうが！


《ガンバ！》


　黙だまれ！





「ひどい……これはひどいな」


　ある程度、覚かく悟ごはしていたが、予想以上にくだらなかった。


「え、そんなにひどいですか？　このぱんつ教の体験ルポなんて、とってもおもしろいですよ」


「いや……それはお前の腐くさった個人的嗜し好こうにあってるだけだろ」


「ちなみに、この本の九割は、ぱんつ教にかんする記述でしめられています」


「完全にタイトル詐さ欺ぎじゃねえか！」


　これ、確かく認にんするまでもなく、ＵＯＧ出版の手によるものだろう。別にあいつが直接書いたわけじゃないだろうが、こんなものを見てしまっては、遊王子に対する期待は更さらに薄うすくなる。


「さあ、奏さんどうぞ」


　なぜだかショコラが頭をずい、と突き出してくる……これは、撫なでろってことか？


「えへへ」


　一応、やってやった。しっぽ毛を立てて満面の笑えみを浮かべるショコラ。


　まあ、俺の為にと思って買ってきてくれたのは間ま違ちがいないし、このぐらいで気が済むんなら楽でいいか。正直、ちょっとかわいいと思わない事もないし。


　いや、あくまでペットとしてって意味合いではあるけ──


「ってお前、何してんの？」


　なぜか腰こしに手をあてて、反り返っているショコラ。


「さあ、こころゆくまでほめてくださいっ」


　いや、もう撫でただろうが。


「どうしましたか？　えんりょはいりませんよ。さあ、あふれんばかりの賛辞をあびせてくださいっ……あ、もしかして、わたしのあまりに偉い大だいなこうせきにうち震ふるえて、ことばがでませんか？　ふふん、だったら、もっとちょくせつ的なごほうびでもかまいませんよ。あ、そういえばわたし、きょうのばんごはんに、しもふりのおにくが食べた──」


「そこ、調子にのらない」


　軽くデコピンをかましてやる。


「あうっ、か、奏さんがいけずです……」


　しっぽ毛が、しおしおとへたっていく。いや、マジでどういう仕組みになってんだ、それ。


「あ、ところで奏さん、たっせいがむずかしそう、というような事を言ってましたけど、柔風さんと、おはなしはできたんですか？」


　しおらしいのは十秒ともたなかった。何事もなかったかのようにニコニコと話しかけてくる。気持ちの切り替かえ早いってレベルじゃねーぞ。


「いや、まあ話す事は話せたんだけどさ……」


　褒める話題に戻もどられても面倒なので、ショコラに今日の顚てん末まつを説明する。


「そうですかー、奏さんのお尻しりをねらうとは、しんえい隊のメンバーにも、なかなか見どころのある人がいるみたいですね」


　最もどうでもいい部分に食いつくショコラ。まあそもそも俺も、なんでそんなとこまで言ってんだって話だけど。


「つーか、柔風があまりに純じゆん粋すいすぎて、パンツ見ようとか、そんな下らない事に巻き込むのが申し訳なくなってくるんだよな」


「ふむふむ、そーですか。では、ちょうどいいです。ざいあく感になれる為ために、わたしでよこう練習していいですよ」


「は？　なんで？」


　なにがちょうどいいのか、さっぱり分からない。


「奏さん、わたしほどじゅんすいな存在はそうはいないと思いますよ。さあさあ、かいわでもなんでも存分にどーぞっ」


　ああそうか、このわんこ、自覚が無いんだな。この際、ちゃんと言ってやった方がいいだろう。


「ショコラ、いい事を教えとこう。純粋と単なるアホは、似ているようでいてその実、天と地ほどの差があるんだ」


「え、その柔風さんって人、じつはアホなんですか？」


「いやお前だよ！」


「え？……え？」


「なんで分かんねえんだよ！」


　声を荒あらげる俺に対して、ぽん、と手を打つショコラ。


「あ、なるほど。奏さんの目がくさってるんですね」


「くさってんのはオメエの頭だよ！」





　　　　６




　翌朝、遊王子は教室に入ってくるなり、


「あ、征せい夷い柔風パンツ大たい将しよう軍ぐんの甘っち、おはよっ！」


「長いし語ご呂ろ悪いし声でけえよ！」


　クラスメイトの目が気になるのはもちろんだが、どっかから親衛隊の連中に漏もれでもしたら、今度は一体何をされるか分かったもんじゃない。


　遊王子を引っ張るような形で連れて行き、席に着く。


「ところで甘のアニキ、肝かん心じんのパンツを見る方法は思いついたんスか？」


　無言のまま首を横に振ふる。そもそも今回のミッション、方法がどうとかいう問題じゃない気がする。


　スカートを強制的にめくる、とかの物理的手段に訴うつたえれば話は別だが、そんな事、倫りん理り的にも、俺の度胸的にもできるわけがない。


　じゃあどうすればいいか、というのを睡すい眠みん時間を削けずって延々と考えていたが、結局何も思いつかなかった。


「小凪たんさ、超ちよう絶ぜつドジっ子だから、勝手にこけて、パンチラとかありそうだけどねっ」


　まあ、初対面の時からして、普ふ通つうにこけてたしな。でも、校則をきっちりと守っている柔風のスカートは他ほかの女子生徒と比べて、随ずい分ぶん丈たけが長かった。


　極限まで切り詰つめられている遊王子のものとは、雲うん泥でいの差だ。あの尻を突つき出した状態で全く見える気配がなかったんだから、そっちの方向に期待するのは難しいだろう。


　そもそも、日数が限られているこの状態で、偶ぐう発はつ的要素に頼たよるわけにはいかなかった。


「もしかしたら、遅ち刻こくしそうになって慌あわてて駆かけてきたところを、曲がり角で正面衝しよう突とつ、なんて少女マンガみたいな展開があるかもよ。その時、パンと間違ってパンツ咥くわえてくるかもしんないし」


「ねえよ！　トーストとパンティ間ま違ちがえる女がどこにいんだよ！」


「おお、そういう言い方だと、たしかに全然似てないね」


「いや、そもそも語感が似てるから間違うかもしれない、ってのがおかしいからな」


「え、だって猪いの木きと小こ猪いの木きってそっくりだよ」


「あれは似せてんだよ！」


　ふざけてんのかこいつ……まあ、ふざけてんだろうな。


「ふっふ、安心しなよ甘っち。今のはあくまで前フリで、秘密兵器はちゃんとここにあるのでありますっ」


　遊王子は、ポケットからなにやら怪あやしげな小こ瓶びんを取り出した。


「おい……まさかそれ、『アバズレンＺ』じゃないだろうな」


「あ、違ちがう違う。あれはさ、見つかって没ぼつ収しゆうされちゃった。危険すぎるって」


　ちょっと安心する。あくまでおかしいのはこいつだけで、ＵＯＧ自体はちゃんとした企き業ぎよう倫りん理りを持ち合わせているみたいだった。


　まあ天下の大企業なんだから、当たり前の話なんだけど、ＵＯＧ出版みたいな例もあるからな……あそこだけは即そつ刻こく潰つぶした方がいいと思う。


「そういう事でね、新しい薬を調合してみたわけですよ、じゃーんっ！」


　小瓶を掲かかげて声を張り上げる遊王子。


　そういう事って……薬って、一晩で出来るもんなのか？


「ほい、どーぞっ」


　期待一、不安九、位の割合で小瓶を受け取る。粘ねん性せいのあるその感じから、飲み薬ではなく、塗ぬり薬だと察せられた。


　ラベルに目をやると、手書きで『スカートメクレール』と記してあった。そのあまりに安直かつ陳ちん腐ぷなネーミングに、期待の割合が更にゼロ方向に近づいていく。


「まさかとは思うけど、これを塗ると、パンツを見せたくなる、なんて言い出すんじゃないだろうな」


「うん、そーだよ」


　あっさりと頷うなずく遊王子。だが、そんな話がにわかに信じられるわけがない。


　媚び薬やく的な効果の『アバズレンＺ』ならともかく、パンツを見せたくなる、なんて限定的な心情を意図的に引き起こすなんて、そんなのはファンタジーの領域だ。


「まあ正確には、結果的にそうなるって話だけどね。これさ、塗った部分の痛覚だけを、一時的にすっごい鋭えい敏びんにする効果があるんだよね。例えば太もも辺りに塗ったりすると、スカートの生き地じが当たっただけでも、耐たえられなくなるぐらいに」


　まあそれならば、塗るとパンツを見せたくなる、よりは現実味があるな。


「というかそれ、危険じゃないのか？」


「あ、だいじょぶだいじょぶ、効果はすぐ消えるし、今朝ちょっと、お母さんで試ためしてみたから」


「だからお前は自分の母親をなんだと思ってんだ！」


『アバズレンＺ』の時も、ひどい事になったって言ってたよな、たしか。


「うちのお母さんドＭエムだから、実験台とかモルモットになるの、大好きなんだってっ」


「意外な一面ってレベルじゃねーぞ！」


　ドМ？　あの遊王子響きよう歌かが？　テレビで見せる、理知的なイメージしか持っていない俺には、想像すらつかない話だった。


「一応聞くけど……結果はどうだったんだ？」


「なんか塗ってすぐに、ヒイヒイ言いながらスカート脱ぬぎだしたよ」


「即そつ刻こく処分しろ！」


　ツッコみつつも、その姿を想像してしまう。


　遊王子の年ねん齢れいを考えると、どう若く見積もっても三十は超こえているはずなんだけど、写真や映像で見る遊王子響歌という人物は、二十代前半にしか見えない風ふう貌ぼうをしている。


　あの絶世の美女が自らスカートを脱いでる……アリだな。


　いやいやいや、俺はクラスメイトの母親に対して、一体何を考えてるんだ。変態か。


「大体そんな過激なもん、柔風に使えるわけないだろ」


「でも、すっごいイタ気持ちいいって、むしろ喜んでたよ」


「それはオメエの母ちゃんだけだよ！」


　しかし、昔のアイドル時代のファンが聞いたら、発はつ狂きようしそうな話だな。


　というか、こんなもんに頼るくらいなら、直接スカートめくりする方がまだマシだろ。


「はあ……」


　案の定、遊王子の策は全く役に立たなかった。


　自分で何も代案を出せてない以上、文句を言える筋合いじゃないんだけど、なにかこう、クリアの為の、些さ細さいな糸口でもいいから摑つかみたかった。


「おっ」


　遊王子が窓の方に視線を向けて、声をあげた。隣となりのクラスの男子が、体操服姿でぞろぞろと階段に向かっていく。気の毒に、一時限目が体育という非常にダルい時間割らしい。


「ふむふむ、確か二組と九組、小凪たんの十五組は三クラス合同で体育だったよね」


　遊王子の記き憶おく力がいいのは知ってるけど、そんなどうでもいい事まで、よく覚えてるな。


「女子は時間がかかるから、まだ着き替がえ中のはず……つまり、小凪たんも」


　遊王子の顔に、邪じや悪あくな笑えみが浮うかぶ。


「いよし、ちっとばかし更こう衣い室に突とつ撃げきしてくるねっ！」


「あ、おいっ」


「ぱらりらぱらりら～っ」


　言うが早いか、止める間もなく立ち上がり、風のように廊ろう下かを走っていった。





「ただいまっ！」


　数分後、爆ばく走そうと言える勢いで戻もどってきた遊王子は、上うわ履ばきをキュッ、と鳴らして俺の前で急停止した。


「甘草隊長、小凪たん、思ったよりエロいパンツを穿はいてたであります！」


　近くにいた男子の何人かが、ぎょっとしてこちらに視線を向ける。


「ちょ、声がでかいっつーにっ」


「イメージに違たがわぬ純白だったであります！」


「ちょっと黙だまれっ！」


　これじゃ、俺が命令して見に行かせたみたいだろうが！


「というか、お前がパンツ見てもしょうがないだろ」


　近くまで呼び寄せて、ひそひそ声で話す。


「ふふふ、甘のダンナ。ＵＯＧの科学力を甘く見ちゃいけねえですぜ」


「ん、なんだ、それ？」


　遊王子はなにやら懐ふところから、ペンのような形の物を取り出した。メタリックな光こう沢たくを放つその表面は、近未来的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


「うちで極ごく秘ひ開発中のマル秘アイテムなんだけどね。人の網もう膜まくに焼き付いた映像をスキャンして、３Ｄ映像に変へん換かん、それを大気中に投射する、ペン型プロジェクターだよ」


　網膜に焼き付いた映像を投射する？　そんなマンガみたいなオーバーテクノロジーが存在するのか？　まあ時代の最さい先せん端たんをいくＵＯＧの技術力なら、絶対無いとは言い切れない気もするけど……


「まあ、そんなの無いけどねっ」


「ねえのかよ！」


　人生の貴重な数秒を、全く無む為いな思考に使ってしまった。


「どうどう、甘っち。あたしの目に、小凪たんのパンツが焼き付いてるのは、ほんとだからねー」


　ノートを取り出して、鼻歌交じりにペン（ほんとにただのペンだった）を走らせた。


「さらさらさらっと、ほい、でけたっ」


　渡わたされたそれを見て、思わず息を呑のむ。


「これは……」


　その絵は、俺の想像をはるかに超えていた。レースの網あみ目め模様から、メーカーのロゴに至るまで、余すところなく精せい緻ちに再現され、写真かと見み紛まがう程ほどのクオリティを誇ほこっている。一体こいつは、無む駄だな才能をいくつ持ってるんだろうか。


「まあ敵の本丸がどんなもんか分かってた方が、甘っちも、やりやすいでしょ」


「そういうもんか？」


「だってさ、『ねえ、今どんなパンツはいてんの？』って聞く必要がなくなるんだよ」


「そもそも聞かねえよ！」


　いや、実はそれよりひどい事を、昨日聞いたけれども。


「じゃ、『お前のはいてるパンツなんざ、こっちはとっくにお見通しなんだよ！』とか」


「なんでバトルマンガみたいになってんだ！」


「むう……全体から沸わき立つ高貴な香かおりと、細部にまでこだわって、見た目にも楽しませてくれる縫ほう製せい、そして本体の濃のう厚こうな味わいに加えて、素材であるシルクが持つ独特の食感……これは満点をつけざるを得ない」


「なんで食ってんだよ！」


　料理マンガ風にしたんだろうけど、無む理り矢や理りすぎる。


「このパンツを作ったのは誰だれだあっ!!」


「あのツンデレ親父おやじは口が裂さけてもそんな事言わねえよ！」


　うん、もうなんでもいいから、ふざけたいだけなんだろうな。


「でもなんにせよさ、小凪たんに会いにいかない事には始まらないよね」


　遊王子と話してるとよくある事だけど、いきなり話が本筋に戻った。


「いや、それはその通りなんだけど、親衛隊の連中が見張ってるんだよな……」


　俺は昨日の件で、奴やつらに完全にマークされてる。まあ、それだけの事はしたから、しょうがないっちゃしょうがないけど。


「ふむふむ、柔風親衛隊ね……よーしわかった、その辺はあたしにまかせてちょっ」


　どん、胸を叩たたく遊王子。


「ではでは、ちょいと下準備するんで、昼休みまでお待ちを」


　セリフと共に、また悪い笑みを浮かべた……大だい丈じよう夫ぶ、なのか？





　そして、昼休み。


「さてさて、それではレッツラゴー」


　ノリノリの遊王子と連れ立って教室を出る。中間地点の八組を過ぎた辺りで案の定、一人の男子生徒が、行く手を遮さえぎるように立ちはだかった。


「待て。その男はここから先は駄だ目めだ」


　その筋骨隆りゆう々りゆうな体つきと、やたらに濃こい顔立ちは、忘れようと思っても忘れられるもんじゃない。昨日、二度にわたって俺をひっ捕とらえ、痛めつけた、柔風親衛隊の三年生だった。


「およ、これはこれは、柔風親衛隊隊長の藤とう堂どうセンパイ」


　遊王子の発言に、藤堂というらしい三年生の眉まゆがぴくり、と動く。まあ雰囲気からして薄うす々うすそうじゃないかとは思っていたが、やっぱりこの先せん輩ぱいが親衛隊のトップだったか。


「『お断り５』の遊王子謳歌か……なんでお前みたいなのが、柔風さんの友達なんだか」


　忌いま々いましげに遊王子を睨にらみ付ける。まあ、その気持ちは分からないでもなかった。


　自分の好きな女の子──ましてやあんな純な子──が、遊王子みたいな奴と仲が良かったら、不安でしょうがなくなるだろう。だって、なんか色々と汚お染せんされそうだもの。


　というか、実際に遊王子と友達でありながら、あのピュアな状態を保っている柔風が奇き跡せき的すぎる。


「センパイセンパイ、あたし達、小凪たんに会いに行きたいんだけど、ちょっと通してほしいなー」


「駄目だ、お前はともかく、そこの甘草奏は、柔風さんに不ふ埒らちな行いをしようとしている」


「そんな事ないよ、ちょっとパンツ見せて欲ほしいってだけだよ」


　……遊王子さん、それが不埒じゃなかったら、一体何が不埒なんでしょうか。


　案の定、ものすごい表情で藤堂先輩が睨み付けてくる。


「どーしても？」


「どうしてもだ」


　先輩の頑かたくなな口調を受けた遊王子は、なぜか、楽しそうに笑みを浮かべた。


「ではでは、仕方ないですな」


　先輩の傍そばまで歩み寄っていき、背せ伸のびして耳打ち。


「ごにょごにょごにょ」


「──っ！」


　人の顔面の血の気が引く瞬しゆん間かん、というのを初めて目まの当たりにした。


「お、お前、なぜそれをっ!?」


　それまでの泰たい然ぜんとした佇まいはどこへやら。顔面蒼そう白はくになった藤堂先輩は、声をうわずらせる。


「むふふ。センパイセンパイ、これ小凪たんに言ったらどうなるかなー？」


「ま、待てっ！　それだけは……それだけはやめてくれっ！　お前の言う事なんでも聞くからっ！」


「ほほう……なんでも？」


　見ていて気の毒になるほど狼ろう狽ばいし、遊王子の悪あく魔まの問いかけにも、躊躇ためらいなく首を縦に振ふる藤堂先輩。こいつ……一体何を吹ふき込んだんだよ。


「上じよう半はん身しん裸はだかで校庭十周とかでも？」


「やるっ」


　やんのかよ。


「下半身裸で校庭十周は？」


「やるっ」


　やんのかよ！


「全ぜん裸らでお風ふ呂ろ入ってきて」


「やるっ」


　それはただの入浴だな！


「はは、うそうそ、そんなひどい要求しないって。あたしと甘っちが、小凪たんに何しても、ノータッチでいてくれれば、それでオッケーですぜ。あ、もちろんセンパイだけじゃなくて、他ほかの親衛隊のメンバーもねっ」


「し……しかし、こんな変態を……」


　フルチンダッシュには即そく頷うなずいたのに、この要求には難色を示す藤堂先輩。


　俺って、そこまで危険人物扱あつかいなのか……


「ふ～ん、小凪たんだけじゃなくて、他の親衛隊メンバーにもこればらしたら、面おも白しろそうだな～」


「っ!?　わ、分かった！　あいつらにも一いつ切さい手を出させないように言い聞かせるからっ！」


　片手を突つき出して、すがる様なポーズになる藤堂先輩。


「あんがとー、センパイ。あたし、時と場合によっては口堅かたいから安心してねっ」


　遊王子はひらひらと手をふりながら、藤堂先輩の横を通り抜ぬける……その言い方でどう安心しろってんだ。


　俺は、なんだか申し訳ないような気分になって、軽く頭を下げながら、その後に続いた。


「お前、一体あの先輩に何言ったんだよ？」


「あはは、人間誰しも、お墓まで持っていきたい隠かくし事の一つや二つ、あるって事だよね」


　いや、なんでそれをお前が把は握あくしてるのか、というのが問題なわけで。それと、人を脅きよう迫はくした後に、その子供みたいな無む邪じや気きな笑え顔がおはどうかと思う。


　改めて遊王子のめちゃくちゃさを実感している内に、柔風のクラス、十五組の前まで辿たどりついた。


「たのもーっ！」


　遊王子は道場破りみたいな勢いでドアを開けた。視線が一いつ斉せいに集まる。


「おい、あいつら一組の……」「『お断り５』の遊王子と甘草だよな」「遊王子さんは、朝の着き替がえの時にも更こう衣い室まで来てたよね」「遊王子、やっぱり顔はかわいいな」


　クラスのほぼ全員が俺ら二人に注目している。が、遊王子は全く気にした様子もなく、堂々と教室内に侵しん入にゆうしていく。こういう時、神経の図太い奴は羨うらやましい。ナイーブな小市民であるところの俺は、こそこそと、その後に続いた。


「小凪たん、やっほー」


「あ、謳歌ちゃんっ」


　遊王子の姿を確かく認にんした柔風は、一いつ緒しよに食事を摂とっていた友達に断りを入れてから、嬉うれしそうに駆かけ寄ってきた。しかしその途と中ちゆう、


「あうっ！」


　びたん、と盛大にこけた。


「うう、今日三回目……」


　目め尻じりに軽く涙なみだを溜ためながら、のたのたと立ち上がる。


　これは……アリだ。いや、普ふ通つうここまで露ろ骨こつにドジだと、あざとすぎて引いてしまうが、柔風からは狙ねらってやっている感じが、一切見受けられない。


　それは、周りの女子達の反応からも明らかだった。女子高生という生き物は普通、男に媚こびる同性に対して、異常な嫌けん悪お感かんを抱いだく（らしい）。


　が、彼女らが柔風に向けている視線は、ちょっと抜けた妹を見守るような、好意的なそれだった。ここまで突き抜けていると、対たい抗こう意識を燃やしたり、やっかんだりしてもしょうがない、という事なんだろう。


　そして、それとは全く別の考えが頭をよぎる。あれだけ盛大に転んだのにもかかわらず、今回も柔風のスカートは、申し訳程度にしかめくれていなかった。


　あれじゃ真後ろに回ったところで、パンツのパの字も見えないだろう。やっぱり偶ぐう然ぜんのパンチラでクリア、という結果は望めそうにない。


「いやー、相変わらず小凪たんはかわゆいですなー」


「うう、そんな事ないよ、こんなの痛いだけ──あっ」


　柔風はそこでようやく、遊王子の少し後方に位置していた、俺の存在に気が付いたらしい。


「あ、甘草君……あの……その……」


　何かを言おうとしたみたいだったが、結局、顔を赤らめて俯うつむいてしまった。まあ、二度もパンツ見せろとか言っちゃったんだから、無理もないよな。


　というか、この期ごに及およんで、まだ俺に嫌悪感を抱いてないみたいなのが奇跡的だ。


「あーその、柔風、昨日は色々と変な事言ってごめん」


　深々と頭を下げる。昨日と似たようなシチュエーションだったんで、よもやと思ったが、今回は絶対選せん択たく肢しが割り込んでくるような事はなかった。


「あ……ううん、怒おこってるとかじゃないんだけど。でも……どうして私の……その……パンツなんか見たいのかなって」


「え？　いや、その……」


　言葉に詰つまってしまった俺のかわりに、遊王子が発言する。


「いやー、すまんですね、小凪たん。ちょっとフォローさせてもらうと、うちの甘っちってさ、テンパると、思った事と逆の事言っちゃうんだよ。だから、ほんとは小凪たんのパンツなんて、全然見たいと思ってないって訳ですよ」


　なんだそれ……勝手に妙みようなキャラ付けしないでほしいんだが。


「思った事と……逆？」


　ほら、柔風が信じかけてるし。


「甘草君……ほんとは男の子のパンツが見たかったの？」


　なんか変な風に勘かん違ちがいしてますけど！


「いやいや、そっちの逆じゃなくてね。ほんとはパンツ見るんじゃなくて、見せたかったんだよ」


「そっちでもねえよ！」


「はは、じゃあ裏返ったパンツが見たかったとか？」


「どんだけ特とく殊しゆな嗜し好こうだ！　そもそも逆の事言うとかありえねえから！」


「じゃあやっぱり、普通にパンツ見たかったんだね」


「そうそう……っておいっ！」


　く……この女、本当に協力する気があるのか。


「ふふ、二人とも仲いいんだね」


　口に手をやって、かわいらしく笑う柔風。


　いや、委員長に続いての勘違いだが、決して仲いいわけじゃないですよ、これ。むしろどっちかというと殴なぐりたいんですが。わりと強めに。顔を。


「ところでさー小凪たん、明日、暇ひまだったらちょっと遊びにいかない？」


「え、あ、うん、明日なら部活もないし、だいじょぶだよ」


「だってさ、よかったね甘っち」


　びっと親指を立てる遊王子。どうやらこの約束をとりつけるのが目的だったらしい。


「いや……でも柔風は、俺が一緒でもいいのか？」


　悲しいけど、俺が逆の立場だったら、全力で拒きよ否ひするだろう。


「あ、へーきへーき。前から男子と一緒に遊んでみたいって話してたんだ。ね？　小凪たん」


　遊王子の問いに、照れつつも首を縦に振る柔風。


「うん、お父さんがね、お前はもうちょっと男の子と関かかわった方がいいって。謳歌ちゃんと一緒に、っていうのが条件だけど」


　遊王子もさっき似たような事言ってたけど、やっぱりみんなそう思うんだな。娘むすめがここまで男に対して無防備かつ無知すぎると、親としては気が気じゃないだろう。


「今までも誘さそってくれる男の子はたくさんいたんだけど、なんか、体格のいい先せん輩ぱいに肩かたを叩たたかれて連れていかれちゃって……」


　恐るべし、柔風親衛隊。その点に関しては遊王子に感謝だな。


「うし、決まりね。んじゃー場所なんだけど──」


　てきぱきと段取りを決めていく遊王子。行き先は、学校の最寄りから三つほど離はなれた駅の前にある、大型ショッピングモールに決まった。あそこなら、買い物以外にも遊べる施し設せつは一通り揃そろってるし、妥だ当とうな選せん択たくだろう。


「いよーし、後は下準備を……あり？　小凪たん、なんか珍めずらしいヘアピンしてるね？」


　遊王子が、柔風の頭部に目線を向ける。


「ああこれ？　うん、いつもの人からの……プレゼントなんだけど」


「ほーほー、じゃあ、また例のものもくっついてた？」


「う、うん」


「ほほう、なるほど」


　心当たりでもあるのか、妙に納なつ得とくした様子の遊王子。それにしても柔風、定期的にプレゼント貰もらうってどんだけだよ。もうほとんどアイドルの領域じゃないか。


「相変わらず誰だれからなのかは分からないんだけど、せっかくくれたんだから、使わないと悪いかなって……」


「うむうむ、そうだよねー、プレゼントは大事にとっといても意味ないしねー」


「遊王子、お前もなんか貰った事あるのか？」


　まあ別に遊王子にファンがいるの自体は、不思議な事じゃない。容姿自体は、表のランキングを十分に狙えるレベルだし、これだけの数の生徒がいれば、遊王子の性格も含ふくめて好きだ、というマニアックな輩やからが存在してもおかしくない。


「いえっさー、今も実際に身に着けてますよん」


　その全身を見回す。遊王子は、ヘソをチラ出ししたり、スカートを極きよく端たんに短くしたりと、校則破りの常習犯ではあるけど、アクセサリーの類たぐいは一切身に着けてない。


　あと考えられるとすれば、携けい帯たいのストラップとかか？　俺の疑問を察したらしい遊王子が、端たん的てきに答えを発する。


「パンツ」


「……は？」


「パンツですよパンツ。いわゆる一つのパンティというやつですなっ」


　パンツ？　女子へのプレゼントにパンツ？　マジか……恋こい人びととか夫ふう婦ふならまだしも、匿とく名めいで一方的にパンツ贈るって、一体どんな神経してんだ。


「ちなみに紐ひもパンですよダンナ、赤の紐パン」


　そんなもん贈おくるなよ。そしてはくなよ。そして言うなよ。


　類は友を呼ぶ、というのとはちょっと違ちがうだろうが、やっぱり遊王子みたいな特殊な奴やつには、それに相応ふさわしいファンがつくんだろう。それに対して、柔風に贈られたヘアピンの、なんとかわいらしい事か。


「ひ、紐パンって……」


　そして顔を赤らめてのこの反応だ。これだよこれ、これが正しい女子高生の姿だ。


「ひもパン～♪　ひーもパン～♪」


　間ま違ちがった女子高生は、なんか歌いだした。ガチで小学生か、お前。


「とりあえず歌うのやめろな……で、お前は紐パンツ貰ったのがそんなに嬉しいのか？」


「うん、貰えるもんは何でも嬉しいよっ。甘っちはパンツ貰っても嬉しくないの？」


「断言できる。嬉しくない」


　靴くつ箱ばこあけたらブリーフ入ってました、なんて、もうホラーの領域だろ。


「じゃあ甘っちは、女子がどんなパンツはいてたら嬉しいの？」


「お、謳歌ちゃん、そんなはしたない質問しちゃだめだよっ」


　柔風が過か敏びんに反応する。


　それにしても流れが唐とう突とつ過ぎるだろ。どういうつもりだ、と問いかけた俺の視線に、遊王子は、猫ねこ口ぐちを作って、得意そうに言った。


「むふふ、免めん疫えきだよ、甘っち。これは小凪たんに免疫をつける為ための、試練だよ。小凪たんも、このぐらい笑って受け流せるようにならないと、お父さんも安心できないよっ」


「そ、そうなんだ。謳歌ちゃん私の為を思って……分かった。私、頑がん張ばってみる」


　いや、柔風さん、騙だまされてますよ。あんたの親友は、野や郎ろうにあんたのパンツを見させようと画策してるんですよ……まあその野郎ってボクですけど。


　それはともかくとして、なんか、言う感じの流れになってしまった。まあまさか、本当の好みを言う訳にもいかないし、無難に済ませるのが吉きちだな。


「普通に白い──」


「噓うそだッ!!」


　唐突に、某ぼう鉈なたヒロインの如ごとく、叫さけび出す遊王子。


「うおっ！　な、なんだよ、いきなり」


　思わず身をのけ反らせる俺。遊王子は、すぐさまふざけたような顔つきに戻もどった。


「むふふ、駄だ目めだよー、甘っち。小凪たんの免疫の為にも、ほんとの事言わなくちゃ」


　こいつ……まだほとんど内容を言ってなかったのに、俺が噓を言おうとしてたのを、看破したのか？


　そういえば昨日、目とか表情見れば、発言の真しん偽ぎが分かるとか言ってたけど、あれ、やっぱりマジだったのか。


「うん、甘草君。これも訓練だから、本当の事、教えてほしいな」


　……だから騙されてますって、柔風さん。


　まあでも、また噓言ってもバレそうだし、変に拒否してもめんどくさい事になりそうだ。ちょっとだけ特殊な趣しゆ味みかもしれないけど、言っちゃうか。


「ごほん……そんなもん、漢おとこなら……ガーターベルト一択たくだろ」


「おー、エロい、これはエロいっ！」


「がーたー……べると？」


　知っていてガキみたいなリアクションをとる遊王子と、ガチで知らない柔風。両者の特とく徴ちようが、顕けん著ちよに表れていた。


「というか、話が完全に脱だつ線せんして──ん？」


　そこで俺は、妙な空気に気が付いた。


「聞いた？　ガーターベルトだって」「うん、甘草君ってやっぱり変態なんだ」「遊王子さんも、あんな歌、歌って恥はずかしくないのかな」「『お断り５』って、みんなああなのかしら」「というかあいつら、さっきからパンツの話しかしてねえぞ」「小凪ちゃん、あの人達から引き離した方がいいんじゃない？」


　教室の至る所でひそひそ、ひそひそ。


　い、いつの間にこんなに注目されてたんだ。たしかに遊王子の教室への入り方は派手だったが、その後の会話まで聞かれていたとは……というか、ガーターベルト好きだと変態なんですか？


　しかし、この痛々しいものを見るような視線……二年一組においては、幾いく度どとなく受けてるけど、まさか、校舎の反対側のクラスで同じ目に遭うとは思わなかった。


「いや、これは違うん──」





【選べ　①「何を見てるのかね、お嬢じようさん方。早く全員ガーターベルトを着用して、私に性的な奉ほう仕しをしたまえ」　②ガーターベルトとＭ字開かい脚きやくの組み合わせの究極性を知らしめる為、自ら着用して実演する】





　……前者を選んだ俺が、十五組女子に、殺意にも似た感情を抱いだかれるのに、そんなに時間はかからなかった。








「んじゃ甘っち、明日ねー」


　ホームルームが終わった後、遊王子は、仕込みがあるから柔風を自宅に連れてくとかなんとかで、足早に教室を出て、十五組の方へ向かって行ってしまった。ついていこうかとも思ったが、自分が昼休みにした行こう為いを思い出し、足が止まる。


　今日は……というか、今後二年十五組には足を踏ふみ入れられない。





　暗あん澹たんたる気分のまま、一人帰き途とに就つく。


「はあ……」


　ため息を吐つきながら、現状を再さい確かく認にんする。


　約一年前から俺を悩なやませ続ける絶対選せん択たく肢し。


　その内容はフリーダムの極きわみで、一いつ貫かん性や法則性は全く見られず、あえて言うなら、俺にとってろくでもないものばっかりだ、という点だけだ。


　ギャルゲーに出てくる選択肢は、選び方次し第だいで、女の子と仲良くなれるような甘い展開が待っている。


　が、俺の脳内に湧わいてくるこいつは、恋れん愛あいに至る道筋を全すべて叩き潰そうとしているようにしか思えない。


　そしてそれを解除する為に、なぜ女の子を笑わせたり、パンツを見たりしなきゃならないのか、全く分からない。


「なあ……一体俺に何をさせたいんだよ？」


　茜あかね色いろに染まり始めた空を仰あおいで呟つぶやくが、そもそも誰に向かって発せられたかも定さだかじゃない問いに、答えが返ってくるはずもなかった。





　　　　７




「柔風……それは……」


　明けて土曜日。待ち合わせ場所の駅前で、先に到とう着ちやくしていた柔風の姿を見た瞬しゆん間かん、俺は愕がく然ぜんとした。


「あの……甘草君、この恰かつ好こう、なんかおかしかったかな？」


　慌あわてて首を横に振ふる。全然おかしくはない。それどころかむしろ、普ふ段だん女の子女の子している柔風の、このギャップは大いにアリだ。


　しかし、今日というこの日に限っては、アウトだった。なんで……なんで、ホットパンツなんかはいてるんだ。


　たしかにいつもの柔風とは、比べものにならないくらい露ろ出しゆつは多い。が、しかし、これじゃ駄目だ。


　いくら純白の肌はだが目に眩まぶしかろうが、もじもじした感じの内うち股またが反則級にかわいかろうが、パンツが見える可能性が断たたれてしまっていては、なんの意味も無い。


「やっほーっ」


　俺が絶望の淵ふちに沈しずんでいる所に、後方から能天気な遊王子の声が響ひびいてきた。振り返ってみれば、こっちは目のやり場に困るような超ちようミニスカート。


「あれ、小凪たん、なんでそんな恰好してんの？」


「だ、だって……」


　駆かけ寄ってきた遊王子に対し、顔を赤らめる柔風。


「昨日貸した、スケルトン素材のスカート、ちゃんとはいてこなきゃ駄目じゃん」


「そんなもん誰だれがはくんだ！」


「うう、謳歌ちゃん、あれはやっぱり無理だよ。それにあれ見てたら、なんか普ふ通つうのスカートはくのも恥ずかしくなっちゃって……でも、その、最低限、生足は出すっていう約束だったから、私なりに頑張って、お姉ちゃんの借りてきたんだけど……駄目かな？」


　うお、なんだこの健けな気げすぎるリアクションは。申し訳なさそうな上うわ目め遣づかいも相まって、相当に破は壊かい力が高い。そして、それを受けた遊王子はというと、


「な、なんという天然男殺し。小凪たん……恐おそろしい子！」


　白目全開でふざけていた。


「おい、どーするんだこれ。最初っから詰つんでるぞ」


　遊王子の傍そばに寄り、小声で話しかける。パンチラの可能性が消失したばかりではなく、スカートめくりという、最終手段すら封ふうじられてしまっている。


「まーまー、こういう事態に備えてこの場所を選んだんだから、平気平気」


　なぜか自信満々の遊王子。


「さーさー、れっつらごーっ」


　言うが早いか俺から離はなれると、柔風を伴ともなって、うきうきと歩いていってしまった……これ、もう駄目かもしんない。





「じゃーん、ここだっ」


　とある店の前で遊王子の足が止まる。ファッションに興味の無い俺でも、名前を聞いた事があるような、有名なブランドのショップだった。


　たしか、最高級フォーマルから、格安のカジュアル品まで、一いつ軒けんで全て揃そろうというのが謳うたい文句だったはずだ。


　その言葉に偽いつわりはなく、相当な面積を誇ほこる店内には、膨ぼう大だいな数と種類の服が取り揃えられていた。それでいて、ごちゃごちゃした印象を与あたえないあたりに、センスの良さが感じられる。


「小凪たん、ちょいとちょいと」


「え？　なに、謳歌ちゃん？」


「悪いけど、甘っちはちょっとそのへん見ててねー」


「へ？　あ、ああ」


　まともに返答する間もなく、遊王子が柔風を連れ去ってしまう。


　そして、言われた通り、店内をうろつくこと十数分、


「やーやー甘っち、お待たせしましたっ」


「おお……」


　遊王子の背に、隠かくれるようにしている柔風の姿を見て、思わず感かん嘆たんの声が漏もれる。それは、遊王子のものに比ひ肩けんしうるような、超ミニスカート。


「うう……謳歌ちゃん、これはちょっと恥ずかしすぎるよ」


　下を向いて、顔を赤らめる柔風。彼女の性格と普段の制服のスカート丈たけからしてみたら、こんな恰好、半はん裸らと同義だろう。


「甘っち、どうどう、これいいよねっ？」


「いや、これをナシと判断するような奴やつは、男じゃないと思う」


　率そつ直ちよくな感想を告げる。


「あ……ありがと」


　照れつつも、ちょっと満まん更ざらでもなさそうな柔風。


「はい、購こう入にゆうけってーい！」


「え、ちょっと待って。謳歌ちゃん、試着だけって言ってたよね？　素す敵てきな服だとは思うけど、私、そんなにお金持ってないよ」


　服の価値なんて全然詳くわしくないが、キラキラして見るからに高そうな素材っぽいし、デザインもやたらに凝こってるし、少なくとも、高校生がおいそれと買えるようなもんじゃないのは、間ま違ちがいないだろう。


「だいじょーぶだよ、あたしにまかしてちょ」


　さらっと言い放つ遊王子。あれ、でもたしか、遊王子家はその辺の金銭感覚はきっちりしてて、小こ遣づかいもたしか、月五千円とか言ってたはずだ。


　そもそも遊王子の性格からして、金持ちなのを鼻にかけて、友達に服を買い与えるなんて真似まねは、絶対にしないだろう。


「実はここのブランド、繫つながりがあんまり知られてないけど、ＵＯＧ傘さん下かの企き業ぎようだったりするんだよね」


　マジか……いや、ほんとにどこにでも潜ひそんでるな、ＵＯＧグループ。


「でね、ここの店長さんが、新作のＰＲを兼かねて、これを着てこのショッピングモール内を歩き回ってくれるユーザーモデルを募ぼ集しゆうしてたんだけど……いざとなると全然希望者がいなくて、困ってるんだよね……小凪たん、今日一日、あたしと店長さんを助けると思って、協力してくんないかな？」


　なるほど、上手うまいもっていき方だ。おそらくは作り話だろうが、こういう言い方をされたら、柔風は断れないだろう。


「う、うん……そういう事なら……やってみても……いいかな」


　案の定、おずおずと頷うなずく柔風。


「はいオッケーいただきましたっ！」


　高らかに宣言した後、俺の傍まで寄ってくる遊王子。


「にひひ、これでいろんなとこ連れまわせば完かん璧ぺきでしょ」


「遊王子……ナイスだ」


　まさかのファインプレイだった。コケる。これは必ずコケる。昨日は偶ぐう発はつ的要素に頼たよるのはよくないと思ったが、今日は決定打がある。柔風の足元に目をやった。


　そう、このハイヒールだ。ただでさえよく転ぶ柔風が、こんな不安定な靴くつを履はいていれば、コケるのは最も早はや、偶ぐう然ぜんではなく必然。


「これはもう、時間の問題だな」


「ですな」


　俺と遊王子は、悪代官と越えち後ご屋やよろしく、にたり、と笑いあった……が。





「あー、楽しかったねー」


　結論から言うと、コケなかった。


　柔風は全くコケなかった。どれだけ人ごみの中に連れ込もうとも、どれだけ足場の悪い場所に行こうと、何かに守られているかのように、コケる素そ振ぶりすら見せなかった。


　本人にもその自覚はあるらしく、一回も転ばない日は年に何回かしかないのに、珍めずらしいね、と喜んでいた……どんだけ俺に都合の悪い奇き跡せきだよ。


　そして、打開策がみつからないまま、瞬またたく間に時間は過ぎ、時刻は午後六時。まだ日もそう長くないこの季節、そろそろ帰ろうか、という話になってもおかしくない。


　そんな中、不幸中の幸いで、柔風の腹の虫が鳴った──本人はまた、真っ赤になって否定してたけど──ので、とりあえずフードコートで食事しよう、という話になった。


　オープンスペースの席を確保し、腰こしをおろす。


「んじゃ、あたし、適当になんか買ってくるね」


「あ、悪いな」


　疲つかれなど少しも感じていない様子の遊王子は、いつも通りの小学生みたいな勢いで走っていった。土曜のこの時間帯、どのテナントも家族連れやなんやらで、長ちよう蛇だの列が出来ている。戻もどってくるまでに、結構時間がかかりそうだ。


　さて、どうするか……これだけお膳ぜん立だてしてもコケないとなると、なにか別のアプローチを仕し掛かけるしかない。


　が、そんなもんがすぐに思いつくなら、とっくに実行してますって話だよな。


　じりじりと焦あせりばかりが募つのっていく。どうする……どうする？


「すー」


　かわいらしいその寝ね息いきによって、ふと意識が引き戻される。


　遊王子が席を立って、まだ一分かそこらだというのに、柔風はテーブルに突つっ伏ぷして完全に寝ね入いってしまっていた。しかも、バッグを肩かたにかけたまま。


　まあ、こんだけどんくさくて体力なさそうな子が、あれだけいろんな場所を連れ回されれば、そりゃ疲れもするだろうな。


「うん……」


　その時、柔風が身をよじらせて、大きく体勢が崩くずれた。


「お？」


　それに合わせて、スカートが変な感じにはだけ、太ももの、より根っこに近い部分がむき出しになる。


　こ、これは……もうちょっとで、もうちょっとで中身が見える。


　その瞬しゆん間かん、





【選べ　①めくっちゃう　②めくっちゃわない】





　……ここできたか。


　だが、今回の選せん択たく肢しは、考えようによっては、いいきっかけと言えるかもしれない。自分ではどうしても踏ふん切りがつかなかったが、どうせ最終的にスカートをめくる羽目になるんなら、これは絶好の機会だろう。


　やっちゃうか？


　今一つ気持ちが定まらないまま、柔風のスカートに手を伸のばしていく。


　が、その手が布地に触ふれる直前、ぴたりと止まる。


　いいのか、これ？


　いやいやいや、何を甘い事言ってんだ。ミッションが達成できなきゃ、死ぬまで絶対選択肢確定なんだぞ。分かってんのか、俺。


　でもやっぱり自分からめくるのは……いや、違ちがうな。


　そもそも柔風に無む理り矢や理りミニスカートやハイヒールをはかせたりして、コケるのを誘ゆう発はつしている事だって、遠回りか直接的かの違いだけで、直じかにスカートをめくるのと、やってる事自体は同じだ。


　要するに俺は、あくまで偶然パンツが見えてしまった、という状じよう況きようを作る事で、自分の罪悪感を無くしたいだけだ。


　さあ悩なやめ、といわんばかりに、頭痛による催さい促そくはなかなか訪おとずれなかった。様々な思考が脳のう裏りを駆かけ巡めぐっては消えていく。


[image: ]


　時間の感覚がよく分からなくなっていたが、おそらく数分間は思考に没ぼつ頭とうしていただろう。さすがに頭の奥に鈍どん痛つうが生まれ始めた頃ころ、結論が出た。


「……やめだ」


　結局、俺は②を選び取っていた。その理由は、明確な合理性に基もとづいたものじゃなかった。なんとなく嫌いやだったから、としか言いようがない。


　スカートをめくるにしても、柔風が寝ねている内に、というのは卑ひ怯きような気がした。やるならやるで、ちゃんと柔風の意思がある所でめくって、その代だい償しようとして、彼女の非難を受けなきゃいけないと思う。


　もう一つ、合理性のない理由を挙げるとすればそれは、選択肢への抵てい抗こうだろうか。今回の出現タイミングは、『ほら、お前の為ためにちょうどいい免めん罪ざい符ふを用意してやったから、やってしまえ』と言われてるようで、なんだかムカついた。


　選択肢を送ってきている何者かが、自分の思い通りに動く俺を見て、ほくそえんでいる画えが浮うかんでしまって、①を選ぶのは　躊躇ためらわれた。


　スカートの間近で固まっていた手を、そっと戻す。


「ん……あれ？　甘草君？　え？　もしかして私、寝ちゃってた？」


　タイミングを計ったかのように、柔風が目を覚ます。


「ああ、ほんの数分くらいだけど」


「ご、ごめんね……あ、ってことは……ひ、ひょっとして、私の寝ね顔がおとか、見た？」


　まあ、この至近距きよ離りで寝てたらそりゃ、目に入らないわけがない。俺が頷いた瞬間、


「ひぐっ」


　柔風の口から、奇き妙みような声が漏れた。


「お、男の子にそんなはしたない所をっ……」


　瞬間的に顔を真っ赤に染める柔風。それを目まの当たりにした俺の脳裏には、後こう悔かいという二文字がくっきりと浮かび上がってきた。


　この子のスカートをめくる？　いや、無理だろ。寝顔を見られた程度の事で、このうろたえ様だ。堂々とスカートなんてめくったら、トラウマになりかねない。


　柔風が寝ている間に、ほんのちょっとだけパンツを拝ませてもらえば、全すべてが丸く収まってた。下らない自己満足に流されて、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがしたのかもしれない。





「ひったくりだ！」





　突とつ如じよとして、空気を切り裂さくような声がフードコートに響ひびき渡わたり、意識が引き戻される。


　反射的に目を向ければ、薄うす汚よごれたＴシャツとジーンズを身にまとった、やたらにガタイのいい男が、目を血走らせながら、猛もう然ぜんとダッシュ中。


　そいつはあろうことか、俺と柔風の座すわるテーブルに一直線に向かってきていた。


「よこせえっ！」


　その視線は、肩にかけられた、柔風のバッグに向けられていた。全身をブランドで固めている彼女が、金を持ってそうだと判断されたのかもしれない。


　その手には既すでに、誰だれかからひったくったであろう財さい布ふが握にぎられているのに、強ごう欲よくにも、まだ奪うばおうという算段らしい。


「え？　え？」


　柔風は、突とつ発ぱつな事態に硬こう直ちよくしてしまっていた。


「危ないっ！」


　考えるより先に体が動いていた。座ったままの柔風と、ひったくりの間に割って入る。


「ぐっ！」


　もろに突とつ進しんされる形になった俺は、吹ふき飛ばされて、背中から地面に叩たたきつけられた。


「甘草君っ！」


「ちっ……早くよこせっ！」


　俺の介かい入にゆうで、一いつ瞬しゆん動きを止めたひったくりだったが、すぐさま柔風に視線を戻した。


「柔風、バッグをはずしゴホッ！」


　倒たおれた時の衝しよう撃げきで、気管を打ってしまったらしく、上手うまく言葉が出ないし、すぐには立ち上がれない。くそ、やばいぞこれ！


「甘っちぃ！　ナイス足止めえっ！」


　その瞬間、まるで特とく撮さつヒーローの口上ばりに通る声が響いた。


「うおりゃあああっ！」


　弾だん丸がんのような速度で駆けてきた遊王子が、力の限り跳ちよう躍やく。全体重を乗せたドロップキックが、振ふり返ったひったくりの、腹の真ん中に突き刺ささった。


「ぐはあっ」


　ひったくりは、もの凄すごい勢いで地面を滑すべっていった。


　そして、遊王子のすぐ後に続いていた警備員に取り押さえられる。


　相変わらず、めちゃくちゃな身体能力だった。女子の中でも小こ柄がらな部類に入る遊王子なのに、どこをどうやったらここまでの破は壊かい力が出るのか。


「いやー、間に合ってよかった。小凪たん、怪け我がとかない？」


　この状況においても、遊王子には全く息の乱れや興奮した様子が見られない。


「あ……うん。庇かばってもらったから。だ、大だい丈じよう夫ぶ、甘草君？」


　駆け寄ってきた柔風が、俺の傍かたわらでしゃがんで、感謝と心配の入り混じった表情を向けてくる。


「むふふ、お手て柄がらですな、甘っち」


「いや、俺は吹っ飛ばされただけで、たいした事は──」


　少し顔を上げたところで、俺の動きが止まる。


　遊王子のスカートの中身が、丸見えだった。


　足の方から駆け寄ってきて、しゃがんでいる柔風に対して、無防備にも俺の頭上で立つ遊王子。同じスカートの丈たけでも、後者だけ見えるのは必然だった。


　パンツ、丸見え。


　俺の眼球に焼き付けられたその色は、純白だった。九割の上品さに、一割の色気がアクセントとしてブレンドされたような、落ち着いたそのデザインは、どこか遊王子のイメージにはそぐわないような気がした。いや、だってなんか縞しまパンとか、アニマルプリントとかはいてそうだもの。


　まあ、それはともかくとして、だ。


　なんでこいつ……ガーターベルトなんかはいてんだよ。


　遊王子のスカート内、純白のパンツを守護するかのように着用されていたのは、漆しつ黒こくのガーターベルト。


　いや、太ももに走る黒い縦ラインが、ずっと気になってはいたんだけど、そっから下が、ストッキングじゃなくて、ニーソックスみたいなデザインだから、全然分からなかった。


　大方、昨日の俺の発言を受けて、思いつきではいてみたってとこなんだろうけど、こんな子供みたいな奴やつが、アダルティックなガーターベルト……子供とガーターベルト……アリだな。


（はっ！）


　いや、なんて思考してんだ完全に変態じゃねえか！　そしていつまでガン見してんだよ！　我に返り、慌あわてて目を逸そらす。


　幸いにも、当の本人は、柔風の方に意識を向けていて、スカートの中を覗のぞかれた事に気が付いてないみたいだった。


　俺の体感的には数秒ぐらい経たっている感じだったんだけど、実際の時間にしたら、一瞬の事だったのかもしれない。


　さっき、スカートをちょっとめくる事の是ぜ非ひについて、あれだけうだうだ悩んでいたっていうのに、偶ぐう然ぜん見えてしまったものに対しては、まったく罪悪感が湧わき上がってこなかった。ガーターベルト好きとしては、ごちそうさまとしか言いようがない。


　まあこれが柔風のだったら、万々歳だったけ──


　ポケットに入った携けい帯たいが、不意に振しん動どうした。


「ん？」


　みると、『神』からのメール。件名は『ミッションコンプリート』。


　は？　頭に浮かんだ疑ぎ問もん符ふを保留し、立ち上がりながら、とりあえず開く。


《おめでとうございます　次のミッションを楽しみにお待ちください》


　雪平の時と全く同じ文面だった。なんだこれ、どういう事だ？　俺が見たのは、柔風じゃなくて、遊王子のパンツのはず……


　立ち上がって、一昨日おととい送られてきたミッションのメールをもう一度確かく認にんしてみるが、やっぱり対象は柔風で間ま違ちがいじゃない。


　再び携帯が震ふるえる。差出人は『神』件名は『補足』さっそく開いてみる。


《こんばんは、神です。あなたは今、どうしてミッションの達成と相成ったかが理解できずに、混乱している事でしょう》


　俺の状況をぴたりといい当てるとは、さすが神というべきか。というか、こいつ一体どこの誰なんだよ。いや、神は神なんだろうけど、チャラ神じゃないっぽいし、前任の神は産休＆ひきこもり中。こいつが、ミッションを送ってきてる張本人なのか？


《そんなあなたに朗報です。この私が現在の状況を、かみ砕くだいて説明いたしましょう……神だけに》


　うわ……ウザい。


　しかしこれ、一体どういう仕組みになってんだ？　俺が読み終わるタイミングに合わせて、次々と文字がディスプレイに送り込まれてくる。


《実は本日、遊王子謳歌が着用していたパンツは、柔風小凪のものです》


　……は？


《柔風小凪親衛隊隊長、藤堂さくらは、ある重大な禁きん忌きを犯おかしていました》


　なんだ？　話がいきなりあさっての方向に飛んだが、ちゃんと繫つながるのか、これ。というか、藤堂先せん輩ぱい、あの顔でそんなファンシーな名前なのか……


《それは、抜ぬけ駆がけです。さくらはあろうことか、親衛隊の他ほかのメンバーを出し抜いて、柔風小凪にプレゼントを贈おくっていたのです》


　たしかにそれが事実なら、隊長として許されない背徳行こう為いだろう。というか、なぜに呼こ称しようがさくら……


《まあ他の隊員に対するモラルは別として、その行為自体は、ファンとして何らおかしい事ではありません》


　あ、もしかして、昨日言ってた、ヘアピンの人が藤堂先輩なのか？


《しかし、さくらはただ品物を贈るだけでは飽あき足らず、毎回毎回、自作のポエムを添そえていたのです》


　ポエムか……それはちょっとどうだろうか。


《それにしてもポエムって……今時ポエムってお前、ねえよ》


　なんかキャラ変わってますけど！


《ポエム（笑）》


　しつけえな！　たしかに痛々しいけどもう勘かん弁べんしてやれよ！


《その事実を、遊王子謳歌に知られたさくらは、哀あわれにも彼女に脅おどされる羽目になります》


　なるほど、昨日の昼休みの耳打ちは、そういう事だったのか。


　自作ポエムなんて恥はずかしい真似まね、匿とく名めいだからこそできる芸当だろうし、その事実を柔風本人や隊員に知られるくらいだったら、たしかに校庭をフルチンダッシュした方がましかもしれない。


《そして、さくらはちょうどその日、特別なプレゼントを用意していました。それはパンツです。柔風小凪を偏へん愛あいするあまり、自分が選んだパンツを彼女にはいてもらいたいという欲よつ求きゆうを、抑おさえられなくなってしまったのです。はい、普ふ通つうに気持ち悪いですね》


　パンツをプレゼント……あれ？　それって遊王子のマニアックなファンの話じゃなかったっけ？


《さくらが脅きよう迫はくによって約束させられたのは、あなた達の邪じや魔まをしない、という事だけです。予定通りパンツを渡そうとして、尾び行こうしていたさくらは致ち命めい的てきなミスを犯します。彼はあろうことか、隣となりにあった遊王子謳歌の鞄かばんに、パンツを入れてしまったのです》


　マジかよ……昨日の放課後は、二人で行動してたみたいだから、その途と中ちゆうのどこかで間違ったって事か。


《遊王子謳歌は帰宅後、それを発見します。普通、いきなり鞄に包装されたパンツが入っていたら、気味が悪くなって放置するか、捨てると思いますが、彼女は、早さつ速そく翌日──つまり今日ですね──はいちゃいました》


　はくなよ。


《遊王子謳歌が、プレゼントのパンツが、自分に向けられたものだと誤認してしまった要因は、主に二つ。一つ目は、彼女のマニアックなファンが、以前にパンツを贈ったという実例があった事です》


　なるほど。遊王子のファンと、藤堂先輩の思考がシンクロしちゃったわけだ。


《そして二つ目は、今回柔風小凪に贈られたパンツには、ポエムが添てん付ぷされていなかった事です。さすがのさくらも、パンツにポエムというのは恥ずかしかったのか、今回、作成したポエムは添付せずに、自宅のゴミ箱行きになりました》


　藤堂先輩……一応作る事は作ったのか。


《我々は、その全文を入手する事に成功しました》


　どうやって!?


《風───それは君　　　万ばん物ぶつを柔やわらかく包み込む、天使の如ごときウインド


　絹───それは下着　　風の秘所を優やさしく包み込む、魅み惑わくのシルク


　騎き士し──それは僕　　風と絹を溢あふれる愛で包み込む、勇ゆう壮そうなナイト》


　アウトアウトアウト！　延々と打ち込まれてくるその先を、下ボタン連打で全力で送り飛ばした。これ以上は、藤堂先輩の尊厳にかかわる。


《はい、さくら（笑）の素す晴ばらしいセンスを堪たん能のうしたところで、そろそろ核かく心しんに触ふれますね》


　こいつひでえ……でも、今度藤堂先輩に会ったら、確実に吹ふき出すな、俺。


《件くだんのパンツは、さくらが柔風小凪に向けて贈ったものです。それがどんな顚てん末まつを辿たどって、誰だれに着用されようと、あくまでその所有権は柔風小凪にあります》


　贈り主の意思が尊重される、と。いやそれは別にいいけど、ミッション達成とどう結びつくんだ？


《あなたに課せられたミッションは『柔風小凪のパンツを、着用された状態で目もく撃げきせよ』です、『柔風小凪が着用しているパンツを目撃せよ』ではありません》


　……まさか。


《はい、もう分かりましたね。以上、神による解説でした。それではバイバイセクシャル》


　メールはそこで唐とう突とつに終わった。


　つまり、だ。『柔風小凪のパンツ』という表現中にある『の』は、『誰だれ々だれのもの』という意味での所有を示していた、と。


　それが柔風小凪のパンツであれば、はいているのが遊王子謳歌だろうと誰だろうと関係ない、と。


　いや、期せずして達成できたんだから別に文句はないけど、ほとんど屁へ理り屈くつとか、とんちの領域じゃないか、これ。


　今回は勘かん違ちがいがうまい方に転んだからいいようなものの、今後、注意しないと、達成したと思ったら、じつはこれこれこんな理由で駄だ目めでした、みたいな逆パターンがあり得るかもしれない。


「甘草君、さっきから携帯じっと見て、どうしたの？」


　飛んできた柔風の声で、思考の世界から、意識が戻もどる。


「ああ、悪い……ってうおっ！」


　その時、なんの前まえ触ぶれもなく、本当に唐突に、横方向から風が吹いてきた。


　その勢いは、突とつ風ぷうと呼んでも差し支つかえない程ほどに強く、次の瞬しゆん間かん、視界に入ってきたのは、


「は……はわわあっ」


　パンツさん、こんにちは。


　まんまだった。盛大にめくれたスカートの中から覗いたのは、昨日遊王子が絵に描かいたパンツそのまんまだった。


　唯ゆい一いつ違うのは、色のみ。昨日の報告では、純白という事だったが、俺の目に焼き付いたのは、柔風のイメージを根底から覆くつがえすような、濃のう厚こうな紫むらさき。


「き、きききき……」


[image: ]


　見られた、という事を認識して、それはもう、ものすごい勢いで動どう揺ようする柔風。


「き……ききっ──」


　やばい、叫さけぶ、これは叫ぶぞ。こんな人ごみの中でそれは──





「きゃあああああああっ！」





　その声は、意外な方からとんできた。


「遊王……子？」


「謳歌……ちゃん？」


　超ちよう音おん波ぱかと思うような甲かん高だかいその声の主は、遊王子謳歌だった。


　その顔面は、異様な程真っ赤に染まっており、体も小刻みに震えている。なんだ……この反応は？


　いや、そりゃたしかに今、遊王子のパンツだって見えたけど、既すでにさっき……あ、あの時は、本人に見られたって自覚がなかったか。


「──かった」


　遊王子は俯うつむいてぼそぼそと何事かを呟つぶやくが、うまく聞き取れない。


「どうした遊王子、お前、なんか変だけど大だい丈じよう夫ぶか？」


　一歩あゆみよって、その肩かたに手を置いた。


「っ!?」


　ずざっ、と後ずさる遊王子。元から真っ赤に染まっていた顔面の色が、人間の限界を超こえるかと思う程に、濃こくなっていく。


　もしかしてこいつ……照れてる？


「──は思わなかった」


　遊王子は再び聞き取れない呟きを発した後、ぐるり、と背を向ける。


「お、おい、遊王子？」


　俺の呼びかけは完全に無視。そして少しの間、硬こう直ちよくを見せた後──弾はじかれたように駆かけだした。


「パンツ見られるのが……こんなに恥ずかしいとは思わなかったああああっ！」


　正に絶ぜつ叫きようと呼ぶに相応ふさわしい声を張り上げながら、猛もう然ぜんと人ごみの中を走り去っていった。





「……」「……」


　取り残された俺と柔風は、無言のまま顔を見合わせるしかなかった。


　柔風のその顔に、パンツを見られた事への羞しゆう恥ちの色は浮うかんでいない。まあ、あんなもん見せられた後では、普通に恥ずかしがる気なんか失うせてしまうだろう。


　しばらくして、柔風がようやく口を開いた。


「……私達、どうする？」


「……帰るか」


「……そうだね」


　ミッション『柔風小凪のパンツを、着用された状態で目撃せよ』コンプリート。












　幕間　ある可能性の話３







「みんな、俺の悩なやみを聞いてくれないか？」


　その下着、ビキニは唐突に口を開いた。


「あ、何だよ？」「貴方あなたが悩みなどとは珍めずらしいですね」「オラ達さ、なんでも話してみ」


　ダベり仲間であるボクサー、トランクス、ブリーフが、一いつ斉せいにビキニに視線を向けた。


　ここは人間の認にん識しきの外にある下着界。その中でも最上層に位置し、パンツに分類されるものだけが入る事を許された、秘部下着用特とく殊しゆ指定区画、通つう称しようパンツ特区。


　三者の注目を一身に集めたビキニは、沈ちん痛つうな面おも持もちで言葉を続けた。


「なあみんな……今の自分に満足してるか？」


　ビキニのその問いかけに、ボクサー、トランクス、ブリーフは一様に首（？）を捻ひねらせる。


「俺さ、もう嫌いやなんだよ。ビキニ使う男なんて、大たい抵ていガチムチかナルシストだろ？　そんな状じよう況きようから抜ぬけ出したいんだよ、自分を変えたいんだ。だから……だから……」


　ビキニの真しん剣けんな語り口に、聞き入る三者。


「俺は、ガーターベルトになって女の子にはかれたいっ！」


　その瞬間、全員の顔が急速に冷めていった。


「は？　バッカじゃねえの」


「『奴やつら』になりたい？　ハン、唾だ棄きすべき低てい俗ぞくな思考ですね」


「少しでも心配したオラ達が馬ば鹿かだったべ」


　下着界において、メンズとレディースの間に存在する溝みぞは、限りなく深い。互たがいが互いを見下し、蔑さげすみ、罵ののしり合う、言うなれば仇きゆう敵てき。


　そんなものに転身したい、などとのたまえば、この反応は至し極ごく当然とも言えた。


「あれ？　ちょっと、皆みなさん？　おーい」


　ボクサー、トランクス、ブリーフの三者は、ビキニの呼びかけを無視して、その場から去っていってしまった。


「くそう……みんな、なんで分かんないんだよ」


　一人（？）取り残されたビキニは、天を仰あおぎ、大きく息を吸い込んで、心の叫びを外に放った。


「ガーターとМ字開かい脚きやくの組み合わせとか最高だろおおおおっ！」





　パンツ特区は今日も平和だった。












　エピローグ







　月曜日。教室へと入った俺を、一つの声が出で迎むかえた。


「おー、甘あまっち、おはよっ」


　それは、いつもと全くテンションが変わらない、遊ゆう王おう子じのものだった。


「え……あ、ああ、おはよう」


　土曜があんな結末を迎むかえただけに、どんな様子で登校してくるか、少し心配していた俺は、拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。


　変化がないのは外見もだった。パンツ（とガーターベルト）を見られたのを、あれだけ恥はずかしがっていたにもかかわらず、スカートの丈たけはいつも通りに極きよく端たんに短かった。


　俺の訝いぶかしむような視線を受けた遊王子はなんと、いきなり自分からスカートをめくって見せた。


「うわ馬鹿っ、お前何して──ん？」


　その下から現れたのは、パンツじゃなかった。


「じゃーん、スパッツ！　ディスイズスパッツ！　これでいくら見られても大丈夫だよ！」


　無む邪じや気きに笑う遊王子。いや、そういう問題……なのか？


「ほら甘っち見て見て、しょーりゅーけん！　はは、めくれためくれたっ！」


　ガキだ……ここにガキがいる。


　土曜の件で、少しは恥じらいってもんが芽生えたかと思ったけど……いや、いきなり柔やわ風かぜみたいなキャラになれ、とは言わんけれども、もうちょっとこう……ねえ。


「ほんとに……死ぬ程恥ずかしかったんだもん」


「え、なんか言ったか？」


「な、なんでもないよっ。もいっちょ、しょーりゅーけんっ！」


「あぶねええっ！　なんでマジ顎あご狙ねらいなんだ!?」


「あら、随ずい分ぶんと楽しそうね」


　不意に、後方から凛りんとした声がかかった。


「お、雪ゆき平ひら」


　そういえば先週、しばらくは近寄るな、とか言って勝手に去ってったけど、その期間はもう終わったんだろうか？


「甘あま草くさ君が、私を完全にシカトするという、くだらない鹿しかジョークにはまっているから、こちらから声をかけてみたわ」


「いや、お前が近寄るなって言ったんだろうが……」


　相変わらずめちゃくちゃだな……まあ雪平の言動にいちいち整合性なんて求めてたら、やってられないけど。


「時に甘草君、四つん這ばいというキーワードで何か、思い当たる事はないかしら？」


「四つん這い？　いや、特には……」


　言われてみれば、頭の奥になんかひっかかってるような気もするけど、はっきりした記憶は浮かんでこない。


「……もう大丈夫そうね」


「え、なんか言ったか？」


「……なんでもないわ。甘草君は前世で、熱した鉄板の上で四つん這いになっていた事があるかもしれない、と思って聞いただけだから」


「焼き土下座じゃねえか！」


　駄だ目めだ……やっぱりこの二人は徹てつ底てい的に駄目だ。


　心の中でぼやいたところで、教室前方のドアが開いた。


「ういーっす」


　宴うたげ先生が頭をかきながら、入ってくる。なんだろうか、今日はいつにも増して気だるそうな感じに見える。


「あー、いきなりだが、今日はお前らに紹しよう介かいする奴がいる……おい、入っていいぞ」


　廊ろう下かに向かって呼びかける。なんだ、こんな半はん端ぱな時期に転入生か？


　ガラリ、という音と共に、その人物が勢いよく教きよう卓たくまでかけてきた。


「ぶふうっ！」


　思いっきり吹ふき出した。


「ショ……ショ……」


　ショコラだ……どっからどうみてもショコラだった。しかも……うちの制服を着てるだと？


「みなさんこんにちは。今日からいっしょにおべんきょうする、ショコラといいます。よろしくおねがいしますっ」


　勝手に自己紹介を始める犬っころ。なんだこれ……なんだこれ……マジでなんだこれ!?


　俺の混乱をよそに、ショコラの容姿に色めきたった男子達が、好き勝手に質問し始める。


「みょうじですか？　とくに無いんですけど、一いつ緒しよに住んでいるひとのものをかりるなら、甘草です。ね、奏なかでさんっ」


　ざわっ……


「おい聞いたか、奏さんだってよ」「しかも一緒に住んでるってなんだよ」「待てよ……あいつたしか、今親が家にいないって言ってたよな」「じゃあ、あんなかわいい子と二人っきりなのかよ」「え？　それってどういう事？」「そういう事よ……あんな素す直なおそうな子に……マジ不潔」


　なにこれ……軽く死にたくなってきたんですけど、どうすればいいでしょうか。


「オラ、静かにしろお前ら。言っとくけど、こいつ転入生じゃねえからな」


　宴先生の一言に、俺を含ふくむ全員の頭に？マークが浮かんだ。


「甘草の『学業補助ペット』だそうだ」


「なんだそれっ!?」


「知らん、理事長のジジイに聞け」


　声を荒あらげる俺の元に、ショコラがててて、と寄ってきて、耳打ちした。


「奏さん。なんか、あのけーはくな神さまが、『奏君の手伝いをするにあたって、いつも傍そばにいられた方がやりやすいよね』って言って、偽ぎ造ぞうしょるい、せいふく、りじ長さんの弱み等々をとりそろえてくれました」


　なんて……なんて余計な事をしやがるんだ、あのクソチャラ神！


「というか『学業補助ペット』ってなんなんだよ、一体」


「このじきの転入せいは不自然だろうという、高度なせんりゃく的はんだんによる、とくべつ措そ置ちです」


「お前ら『不自然』って一回辞書でひいてこいや！」


　俺の悲痛な叫さけびを全く気にした様子もなく、ショコラは、馬鹿みたいにニコニコしている……無む性しようにイラッときた。


「ショコラ、出ていけ」


「え？　なんでですか？」


「なんでとかはどうでもいい。出ていけ」


「でも、わたしは奏さんのがくぎょう補助ぺっ──」


「で・て・い・け」


「……あう」


　俺の完全拒きよ否ひを受けたショコラは、よろよろと地べたに座り込んで、わざとらしくしなを作ってみせた。


「か、奏さん、あまりにつめたいです。いっしょに『四十八手』までやった仲だというのに……」


　ざわっ……


　殺す気か！　お前俺の事、社会的に殺す気か！


「みんな違ちがうぞ！　『くすぐり四十八手』だから！　そんないかがわしいもんじゃないから！」


「甘草君、『まさぐり四十八手』なんて、ちょっと卑ひ猥わいすぎるんじゃないかしら」


「どんな空耳だ！」


　やべえ奴が絡からんできた！


「あはは、ショコラっち、おっぱいおっきいね」


「初対面でどこ触さわってんだ！　小学生か！」


　やべえ奴もう一人絡んできた！


「あ、もしかして、しもネタ仲間のふらのさんに、ぱんつ見るのをてつだってくれた謳おう歌かさんですか？」


「そうよ」


「そうだよー」


　お前らそんな認にん識しきでいいのかよ！


「うちの奏さん……もとい、愚ぐ息そくがいつもおせわになってます」


「オメエなんでお袋ふくろ気取りだ！」


「たいした事はしてないけど、おそらく下の愚息を慰なぐさめるネタにはされているでしょうね」


「びっくりだよ！　あまりのアウト発言にびっくりだよ！」


「あはは、ショコラっち、ふとももすべすべー」


「だから初対面でどこ触ってんだ！　小学生か！」


「これからなかよくしてくださいっ」


「ええ」


「うんっ」


「お願いだから友達にならないでくれえええっ！」





　頭痛い頭いたい頭イタイ、マジで頭痛が痛裂に痛い。


　考えろ考えろ考えろ、この絶望的に厄やつ介かいな状じよう況きようをどう解決するかを。


　その時不意に、絶対選せん択たく肢しが降りてきた。


　く……マジかよ、よりによってこんな時に──





【選べ　①表のランキング四人全員（在校生）から告白される、ハーレムタイム突とつ入にゆう　②ものすごく気持ちいい事が起こる】





　馬ば鹿かな……どっちもいい内容だと？







【①つづく　②To Be Continued...】













　あとがき







　タイトル長いです、今はやりの文章系です。


　せっかくなんで、略りやく称しようでも考えて遊んでみましょう。


『俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している』


　　　↓




『俺の脳のう』→なんとなく本もと宮みや先生風。


『俺がコメを邪じや魔ましている』→ただの田んぼ荒あらし。


『俺は脳をしている』→深い、これは深い。なんか、哲てつ学がく書のタイトルっぽい。


『俺の学力』→学年百五十九位……お話、一行で終しゆう了りよう。


『俺ラブ』→ナルシスト。


『俺でしている』→……何を？


『俺の脳内学園』→俺の事を大好きな女の子しかいないんだぜ。


『俺の園その』→ウホッ！


『俺の園でしている』→アッー！


『俺が邪魔』→主人公イラネ。


『俺、学まなぶ』→この作品の主人公は奏かなでです。


『俺がガンダムだ』→……ただ言いたかっただけです。


『が、学園』→嚙かんだ人。


『のがをで！』→言わずと知れた四文字系。


『ラメ』→『エ』がなかったのが、全力で悔くやまれる。


『ラブコメ力りよく』→欲しい。


『学園ラブ』→不純異性交遊はよくないと思います。


『選園全邪』→ぼくのかんがえたさいきょうのわざ。


『全力でしている』→某ぼう修しゆう造ぞうさん、自伝のタイトルにどうでしょうか？


『魔ま』→背中に貼はりつけると、ピッコロファミリーの仲間入り。


『でている』→……何が？


『脳がでている』→グロ画像。


『脳が邪魔』→もう死ぬしかないと思います。


『脳が学園を全力でしている』→日本語でおＫ。


『脳内、全力で邪よこしま』→中学生の事。







　お久しぶりです、もしくは初めまして、春日部タケルです。


　遊んでいたら残り行数がやばい事になってしまったので、謝辞に移ります。


　担当Ｙ女史。電話での打ち合わせの際、僕の原げん稿こうの下ネタがあまりに多いので、編集部内でエロワードを連呼するという、羞しゆう恥ちプレイ状態だそうですね……もっとやっていいですか？


　イラストを担当してくださったユキヲさん。ラフがあがってくる度たびに、ラノベ作家である事の喜びをかみしめています。表紙のショコラは僕の中で、はいてない事が決定してます。誰だれがなんと言おうとはいてません。


　そして、本書が店頭に並ぶまでの過程において、尽じん力りよくしていただいた全すべての方、本当にありがとうございました。


　最後に、本書を手にしてくださっている読者の皆みな様さまに、一番の感謝を。





　それではまた、二巻でお会いしましょう。




二〇一一年一二月　春日部タケル　　
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俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている





春日かすか部べタケル








角川スニーカー文庫


平成24年4月1日　発行


発行者　新名　新


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) 2012 Takeru Kasukabe, Yukiwo


本電子書籍は下記にもとづいて制作しました


角川スニーカー文庫『俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している』平成24年2月1日初版発行











[image: ]




images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg
KD
R DBRIREL b,

. . N





cover.jpeg
NENCTHEANTH
AtV JIE4E
SRS YO





images/00017.gif
AT

BOOKYWALKER





images/00016.jpeg
KETEH? o hk B
Ma9bbhdbRVAR, Z/
ABHOBBEEONLS ? |

(FICREOEHFET, TFE X
ADT) THZBEERAT
BALTLEEY)

DRLVIEE, ZTA%
mLVOD? LxIdhk
wbh, KEKESZ O/,
FOBEDTFEINLET—

M
A\

( RADHEEAES A L%
T ROFOHFHF ¥ T
BRHBNT. FTHT v 2 )
LTLEEWL) >
2L EAVDHF X T), R ﬂ[
EDARLFIHRPEL T | B ’
o) 225 A, )

( BALHSHF+ 5T, BY 7 R
EAKYEHEI D BRI

WEEA)
------ Hi¥ v 71, HEBOBREMNS .
HFEE-DY KEZS R

HOBBEIATIDEALD

""" HEZOH®ZREI IR

LBBLET) A s
HRRAS, DMEERR I
DHELBVRAT, f
AT x x $ 3R / \

(i HE3NNTT BB, ‘\\

B4 ML=V TROTTE

W) \
WORARRES. #E5 || |
JAAELNTHRLTH

5 "8 .BmLT %
FRUTHBLEEL.

OWP@H»OD00000000





images/00002.jpeg





images/00001.jpeg





images/00004.jpeg
HFHPDHL
NIIEEIADHE . BRIE
HTEM, TATVTFIoRER
LROWATLB5LL, BOHE
DUVVEHE. FOEEARELE
EOLHEE DTV
RIRREOLVT. WABREID/N
VVEERLELTRESELSL






images/00003.jpeg
~p

o

S OFHRM

[REE\T
NS

e
Dok

Lt

BREFWMOTUSEON. HRPITBICT
LEBAFZL BENRELTRT VL
| HEh. BRERTOOROEHHEE
EDELIEASNFLEEHSH B
B 51 &S|
| EECD2 A® IS0 X217





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





